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三木　清のドイツ・フランス留学記

は
じ
め
に

三
木
　
清
（
一
八
九
七
～
一
九
四
五
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
。
元
法
大
教
授
）
が
、
豊
多
摩
刑
務
所
で
獄
死
し
て
か
ら
、
こ
と
し
で
八
〇
年
ほ
ど
に
な
る
。
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
は
、
荒
れ
く
る
う
超
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
渦
中
に
あ
り
、
国
民
は
貧
苦
の
ど
ん
底
で
あ
え
い
で
い
た
。
が
、
日
本
留
学
生
は
外
貨
の
お
か
げ
で
イ

ン
フ
レ
極
楽
を
享
受
で
き
た
。
文
部
省
の
在
外
研
究
員
で
な
い
、
一
哲
学
徒
に
す
ぎ
な
か
っ
た
三
木
は
、
は
か
ら
ず
も
岩
波
書
店
の
派
遣
留
学
生
と
し
て
、
三
年
半
ち
か
く

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
学
究
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
、
岩
波
書
店
の
‘
番
頭
学
者
’
と
も
‘
ミ
キ
セ
イ
’
と
も
揶や

ゆ
さ
れ
た
、
三
木
　
清
の
独
仏
に
お
け
る
留
学
生
活
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
木
は
ベ
ル

リ
ン
な
ど
に
い
て
淫
蕩
に
ふ
け
っ
て
い
る
国
費
留
学
生
と
こ
と
な
り
、
在
外
期
間
中
、
ま
じ
め
に
勉
強
し
た
よ
う
だ
。
本
稿
を
あ
え
て
二
分
す
る
と
、
前
篇
は
三
木
が
ド
イ

ツ
に
お
い
て
師
事
し
た
哲
学
者
と
か
れ
ら
か
ら
学
ん
だ
も
の
、
後
篇
は
か
れ
が
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
）
に
お
い
て
み
ず
か
ら
学
ん
だ
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』（
断
章
）
と
、

宮

永

　

孝

三
木
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は
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へ
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二
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イ
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波
多
野
は
三
木
が
学
才
に
富
む
じ
ん
じ
ょ
う
で
な
い
学
生
と
観
、
こ
う
い
う
学
生
が
い
る
、
と
い
っ
た
話
を
岩
波
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
留
学
費
を
だ
す
岩
波
は
当

時
四
十
一
歳
、
三
木
と
は
十
五
、
六
歳
も
と
し
の
ひ
ら
き
が
あ
っ
た
。
か
れ
は
三
木
に
た
い
し
て
こ
ま
ご
ま
と
し
た
注
文
を
つ
け
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
お
お
ら
か
な

気
持
で
三
木
を
海
外
に
送
り
だ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
商
売
上
必
要
な
洋
書
の
購
入
方
を
三
木
に
依
頼
し
て
い
る
。

三
木
の
出
発
直
前
に
岩
波
が
か
れ
に
送
っ
た
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
研
究
成
果
と
し
て
の
第
一
論
文
「
パ
ス
カ
ル
と
生
の
存
在
的
解
釈
」
に
つ
い
て
講
究
し
た
も
の

で
あ
る
。

筆
者
は
三
木
が
の
ち
に
「
人
間
の
分
析
」
と
改
題
し
た
こ
の
小
論
を
研
究
材
料
と
し
て
分
析
し
、

そ
の
構
造
や
そ
こ
に
み
る
文
体
的
特
徴
、
三
木
の
『
パ
ン
セ
』（
断
章
）
読
解
が
正
し
い
も
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

一　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
旅
立
ち

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
、
京
大
を
卒
業
し
た
三
木
（
二
十
三
歳
）
は
、
北
白
川
久
保
町
に

下
宿
を
移
し
、
ひ
き
つ
づ
き
大
学
院
に
籍
を
お
き
歴
史
哲
学
（
歴
史
過
程
や
歴
史
認
識
を
あ
つ
か
う

哲
学
の
一
部
門
）
の
研
究
を
つ
づ
け
る
一
方
で
、
大
谷
や
竜
谷
大
学
、
三
高
の
講
師
と
な
り
、
哲
学

や
語
学
を
お
し
え
た
。
二
年
後
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
、
二
十
五
歳
）
五
月

―
恩
師
・
波
多

野
精
一
の
推
挙
に
よ
り
、
岩
波
書
店
の
出
資
を
う
け
、
ド
イ
ツ
留
学
の
途
に
の
ぼ
っ
た
。
か
れ
は
な

ぜ
一
書
店
に
資
金
を
出
し
て
も
ら
っ
て
留
学
で
き
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
店
主

の
岩
波
茂
雄
は
、
文
化
の
根
底
と
し
て
哲
学
を
重
視
し
（
安
部
能よ

し

成し
げ

『
岩
波
茂
雄
伝
』）、「
哲
学
叢

書
」
の
売
れ
ゆ
き
が
よ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
途
有
望
な
若
者
を
海
外
へ
や
り
、
将
来
の
著
作
活
動

に
よ
っ
て
、
新
し
い
読
者
層
を
開
拓
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
小
林
　
勇
「
私
の
履
歴
書
」）。

三木の終えんの地となった豊多摩刑務所の正門。
ハイデルベルクにおける
三木　清
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宛
て
先
　
　
　
　
　
兵
庫
県
揖い

保ぼ

郡
揖
西
村
小お

神が
み

（
封
書
の
お
も
て
）　
三
木
　
清
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
神
田
南
神
保
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
茂
雄

御ご

機き

嫌げ
ん

よ
く
御ご

遊ゆ
う

学が
く

の
途と

に
上あ
が

ら
れ
る
事こ
と

を
希き

望ぼ
う

い
た
し
ま
す
。

船ふ
な

暈よ
い

の
薬
く
す
り

が
手
に
入
り
ま
し
た
か
ら
御お

送お
く

り
い
た
し
ま
す
。
御お

家い
え

の
皆
様
に
宜よ
ろ

敷し
く

御お

願
ね
が
い

致い
た

し
ま
す
。

当と
う

店て
ん

へ
の
紹
し
よ
う

介か
い

状
じ
よ
う

封ふ
う

入
に
ゆ
う

し
て
置お

き
ま
し
た
。
店み
せ

は
伯ベ
ル
リ
ン林

大
学
の
裏う
ら

手て

と
云い

う
こ
と
で
す
。

　
　
　
尚な
お

カ
ッ
シ
ラ
ー
版
の
カ
ン
ト
全
集
五ご

組く
み

位
く
ら
い

送お
く

る
様よ
う

本ほ
ん

屋や

に
命め
い

じ
て
下
さ
い
。
御お

願
ね
が
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
一
日

　
　
三
木
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
茂
雄

 

注
・
ル
ビ
は
引
用
者
が
つ
け
た
も
の
。『
三
木
　
清
の
生
涯
と
思
想
』
財
団
法
人
霞か

城
じ
ょ
う

館
、
平
成
10
・
３
よ
り
。

こ
の
手
紙
は
、
渡
欧
ま
え
に
兵
庫
の
実
家
に
帰
っ
て
い
た
三
木
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
三
木
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
む
か
う
船
に
の
る
の
で
あ
る
。
が
、
か
れ
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
五
月
の
何
日
に
、

―
ど
ん
な
船
に
乗
船
し
た
か
も
わ
か
っ

て
い
な
い
し
、
本
人
も
何
も
語
っ
て
い
な
い
。「
年
譜
」（『
三
木
　
清
全
集
　
第
二
十
巻
』
岩
波
書
店
、
昭
和
61
・
３
）
も
、
こ
の
点
に
な
る
と
何
も
答
え
て
く
れ
な
い
。

た
だ
「
年
譜
」（
桝
田
啓
三
郎
記
）
に
あ
る
の
は
、「
五
月
　
学
才
を
認
め
ら
れ
、
波
多
野
精
一
の
推
輓
に
よ
っ
て
　
岩
波
茂
雄
の
出
資
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
留
学
に
旅
立
っ

た
」
と
い
っ
た
記
述
の
み
で
あ
る
。

当
時
、
い
ま
と
ち
が
っ
て
外
国
へ
い
く
旅
客
機
は
な
い
し
、
外
国
へ
行
く
と
き
は
船
を
用
い
る
し
か
な
く
、
そ
れ
は
‘
洋
行
’
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。

ふ
つ
う
渡
航
者
は
ど
ん
な
に
筆
ぶ
し
ょ
う
で
あ
っ
て
も
、
手
帳
に
メ
モ
て
い
ど
の
も
の
を
記
す
が
、
三
木
は
航
海
日
記
や
メ
モ
を
残
さ
ず
、
ま
た
そ
ん
な
こ
と
に
関
心
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
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乗
っ
た
船
（
貨
客
船
）
は
、
お
そ
ら
く
ロ
ン
ド
ン
へ
む
か
う
、

日
本
郵
船
の
箱
根
丸
（
一
〇
、
四
二
〇
ト
ン
）

で
あ
ろ
う
。
同
船
は
五
月
八
日

0

0

0

0

午
前
十
一
時
に
神
戸
を
出
帆
し
て
い
る
（『
神
戸
新
聞
』
大
正
11
・
５
・
５
付
を
参
照
）。

こ
の
箱
根
丸
は
、
横
浜

―
ロ
ン
ド
ン
線
の
貨
客
船
（
貨
物
船
で
あ
り
、
旅
客
を
の
せ
る
設
備
も
あ
る
）
で
あ
り
、
お
も
な
寄
港
地
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
神
戸
か
ら
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で
、
船
で
四
十
数
日
か
か
る
長
旅
で
あ
っ
た
。
三
木
は
こ
の
間
の
航
海
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
か
れ
を
乗
せ
た
船
（
船
名
不
詳
）
は
、
六
月
二
十
一
日

0

0

0

0

0

0

ス
エ
ズ
に
着
い
た
よ
う
だ
。
ス

エ
ズ
は
、
紅
海
と
地
中
海
と
を
む
す
ぶ
‘
ス
エ
ズ
運
河
’（
一
六
二
キ
ロ
）
の
起
点
に
な
る
港
町
で
あ
る
。
こ
の
と
き

三
木
は
新
潟
県
高
田
市
長
門
町
に
住
む
倉
石
武
四
郎
と
い
う
人
に
絵
は
が
き
を
出
し
て
い
る
。

印イ
ン

度ド

洋
で
三
日
ば
か
り
船ふ
な

酔よ
い

に
苦
し
め
ら
れ
て
　
今き
よ
う日

ス
エ
ズ
に
着つ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
運う
ん

河が

を
ゆ
く
の
で
す
。
明あ

日す

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
で
エ
ヂ
プ
ト
模も

様よ
う

の
更さ
ら

紗さ

（
も
め
ん
地
ま
た
は
絹
地
に
、
人
物
・
花
鳥
・
幾
何
的
模
様
を
い
ろ
い
ろ
な

色
で
プ
リ
ン
ト
し
た
布

―
引
用
者
）
の
買
へ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
ゐ
ま
す
。

　
　
六
月
二
十
一
日

 

清
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

注
・
ル
ビ
お
よ
び
（
　
）
内
は
引
用
者
に
よ
る
。

 

こ
の
文
章
は
、『
三
木
　
清
全
集
　
第
十
九
巻
』
岩
波
書
店
、
昭
和
43
・
５
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

翌
二
十
二
日
、
船
は
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
（
カ
イ
ロ
の
北
東
一
八
〇
キ
ロ
）
に
着
き
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
へ
む
か
っ
た
。

三
木
が
目
的
地
の
マ
ル
セ
ー
ユ
に
上
陸
し
た
の
は
、
六
月
二
十
二
、
三
日
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
か
れ
が
神
戸
か
ら

三木が渡欧のとき乗った日本郵船の箱根丸
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横
浜

―
名
古
屋

―
大
阪

―
神
戸

―
門
司

―
上
海
（
中
国
）

―
香
港

―
華
南
（
中
国
南
東
部
）

―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

―
コ
ロ
ン
ボ
（
セ
イ
ロ
ン
島
南
西

部
）

―
ア
デ
ン
（
紅
海
の
入
口
）

―
ス
エ
ズ
（
エ
ジ
プ
ト
北
東
部
）

―
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
（
エ
ジ
プ
ト
北
東
部
の
港
町
）

―
ナ
ポ
リ
（
イ
タ
リ
ア
）

―
マ
ル
セ
ー

ユ
（
フ
ラ
ン
ス
）

―
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
（
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
植
民
地
）

―
ロ
ン
ド
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

注
・「
第
二
款か
ん

　
欧
州
航
路
に
占
む
る
当
社
の
地
歩
」『
日
本
郵
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』
所
収
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
、

昭
和
10
・
12
、
四
一
九
頁
）。

ち
な
み
に
阿
部
次
郎
が
欧
州
留
学
に
出
発
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
五
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
り
、

―
門
司
か
ら
箱
根
丸
に
乗
船
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
船
は
上
海

（
５
・
12
）

―
香
港
（
５
・
16
）

―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
５
・
23
）

―
コ
ロ
ン
ボ
（
５
・
31
）

―
イ
ン
ド
洋
よ
り
紅
海
に
入
る
（
６
・
12
）

―
ナ
ポ
リ
沖
を
通
過

し
（
６
・
17
）、
マ
ル
セ
ー
ユ
に
六
月
二
十
日
に
到
着
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
阿
部
は
パ
リ
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
へ
む
か
い
、
八
月
十
日
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
方
に
下
宿
し
た
。
三
木
が
こ
の
町

に
や
っ
て
来
て
約
一
ヵ
月
半
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
木
は
船
中
に
お
い
て
、「
四
、
五
人
の
仲
間
」
と
知
り
あ
い
、
そ
の
中
に
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（
一
八
八
〇
～
一
九
三
八
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
）
の
弟
子
と
な
っ
た
若

い
建
築
家
・
上
野
伊
三
郎
（
一
八
九
二
～
一
九
七
二
、
早
大
理
工
学
部
建
築
科
卒
）
が
い
た
と
い
っ
て
い
る
（「
読
書
遍
歴
」）。
上
野
は
京
都
の
ひ
と
。
御
所
出
入
り
の
宮

大
工
の
子
孫
で
あ
り
、
か
ね
て
あ
こ
が
れ
て
い
た
留
学
を
実
現
す
べ
く
ド
イ
ツ
へ
む
か
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
ド
イ
ツ
入
国
後
、
ベ
ル
リ
ン
工
科
大
学
建
築
科
の
聴

講
生
と
な
り
構
造
学
を
専
攻
し
、
そ
こ
を
修
了
す
る
と
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
物
理
学
科
に
転

じ
、
振
動
学
を
お
さ
め
、
の
ち
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
の
建
築
事
務
所
に
つ
と
め
た
（『
上

野
伊
三
郎
＋
リ
チ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
京
都
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
）。

三
木
が
船
中
で
知
り
あ
っ
た
旅
客
の
な
か
に
、
新
妻
（
新
潟
の
豪
農
の
娘
）
を
と
も
な

っ
て
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
す
る
文
部
省
の
給
費
生
・
東
大
社
会
学
科
の
藤
田
喜
作

（
一
八
八
七
～
一
九
七
三
、
旧
姓
・
西
原
）
講
師
が
い
た
。
藤
田
は
瀬
戸
内
海
の
‘
中
の

島
’
の
ひ
と
。
生
家
は
ま
ず
し
く
、
篤
志
家
の
援
助
に
よ
っ
て
学
校
を
で
た
。
長
崎
の
鎮

上野伊三郎
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渡
欧
の
船
中
に
お
け
る
三
木
の
動
静
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
が
、
藤
田
に
歴
史
に
は
目
的
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
た
。
三
木
は
船
が
、
地
中

海
を
通
る
と
き
、
ギ
リ
シ
ャ
の
独
立
戦
争
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
、
あ
え
な
い
最
期
を
と
げ
た
英
詩
人
バ
イ
ロ
ン
に
つ
い
て
感
慨
ぶ
か
げ
に
語
っ
た
ら
し
い
（
蔵
内
数
太

「
耳
に
残
っ
て
い
る
三
木
氏
」（『
三
木
　
清
全
集
　
第
18
巻
』
の
「
月
報
」
所
収
、
昭
和
43
・
３
）。

 

注
・
蔵
内
数
太
は
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
。
藤
田
と
は
東
大
の
社
会
学
科
の
同
窓
。

谷
川
徹
三
（
法
大
教
授
）
に
よ
る
と
、
三
木
は
三
年
半
も
外
国
に
い
た
の
に
、
見
聞
記
を
ま
っ
た
く
書
い
て
い
な
い
と
い
う
。
か
れ
は
ふ
つ
う
の
留
学
生
の
よ
う
に
、
勉

強
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
、
遊
び
ま
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
勉
学
に
い
そ
し
ん
だ
。
が
‘
眼
の
人
’
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
か
れ
は
物
を
み
る
眼
を
も
た
な
か
っ

た
。
三
木
と
対
照
的
な
の
は
、
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
六
〇
、
大
正
・
昭
和
期
の
倫
理
学
者
・
文
化
史
家
、
法
大
、
京
大
、
東
大
教
授
を
歴
任
）
だ
と
い
う
。
和
辻

は
留
学
の
成
果
と
し
て
『
風
土

―
人
間
学
的
考
察
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
10
・
９
）
と
い
う
独
創
的
な
書
物
を
あ
ら
わ
し
た
が
、
そ
れ
は
ふ
つ
う
の
旅
行
記
や
見
聞
記
と

は
ち
が
っ
て
、
独
自
の
眼
か
ら
生
ま
れ
た
思
想
だ
と
い
う
（
谷
川
徹
三
「
哲
学
者
と
し
て
の
三
木
　
清
」
昭
和
21
・
９
、
三
木
　
清
記
念
講
演
会
に
お
け
る
講
話
）。

当
時
の
欧
州
留
学
生
は
、
多
少
旅
行
記
の
た
ぐ
い
を
書
き
、
雑
誌
な
ど
に
発
表
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
三
木
は
そ
の
よ
う
な
も
の
を
一
つ
も
書
か
な
か
っ
た
。
谷
川
に

よ
る
と
、
三
木
は
‘
物
を
み
る
眼
’
を
も
た
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
三
木
が
い
ち
ば
ん
関
心
が
あ
っ
た
の
は
、
西
洋
の
著
名
な
哲
学
者
の
思
想
性
で
あ
り
、
そ
の
構
成

要
素
を
解
明
す
る
こ
と
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
、
景
色
や
世
態
人
情
、
風
俗
な
ど
に
眼
が
む
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

べ
つ
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
三
木
は
視
野
の
せ
ま
い
人

―
風
物
の
わ
か
ら
ぬ
人

―
単
眼
の
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
他
の
こ
と
ば
で
い
い
換
え
る
と
、
視
覚

型
の
人
間
で
は
な
く
、
思
索
型
の
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

西
学
院
中
学
か
ら
六
高
を
へ
て
、
東
大
の
文
学
部
社
会
学
科
、
つ
い
で
法
学
部
経
済
科
に
ま
な
ん
だ
。
が
、

の
ち
に
東
大
教
授
と
な
る
道
を
す
て
、
一
私
立
中
学
の
経
営
者
と
な
っ
た
。
非
常
勤
と
し
て
出
講
し
て
い
た

某
女
子
専
門
学
校
の
教
え
子
と
し
た
し
く
な
り
結
婚
し
た
た
め
に
、
藤
田
家
に
入
り
む
こ
に
な
る
と
き
世
話

に
な
っ
た
恩
師
建
部
教
授
と
の
関
係
が
ま
ず
く
な
り
、
退
官
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
木
は
東
大
講
師
の
藤
田
に
ひ
じ
ょ
う
に
い
ん
ぎ
ん
な
態
度
を
と
っ
た
。
後
年
、
か
れ
は
弟
・
繁
（
一
九

〇
八
～
七
六
）
を
藤
田
が
経
営
す
る
中
学
校
に
雇
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
同
人
に
会
い
に
行
っ
て
い
る
。

藤田喜作講師
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二　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

さ
て
四
十
数
日
あ
ま
り
の
長
い
航
海
を
お
え
て
南
仏
の
玄
関
口
マ
ル
セ
ー
ユ

に
上
陸
し
た
三
木
は
、
そ
の
後
ど
う
し
た
の
か
。
旅
の
つ
か
れ
を
い
や
す
た
め

に
ホ
テ
ル
に
宿
を
と
り
、
市
内
見
物
で
も
し
た
の
か
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い

て
は
皆
目
わ
か
ら
ぬ
。
お
そ
ら
く
入
国
審
査
と
荷
物
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
え
て
か

ら
、
車
で
サ
ン
・
シ
ャ
ル
ル
駅 G

are St. C
harles

（
旅
行
者
に
と
っ
て
マ
ル

セ
ー
ユ
で
唯
一
の
重
要
な
駅
）
に
む
か
い
、
そ
こ
で
ま
ず
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
ス
イ

ス
の
南
西
部
の
州
都
）
ま
で
の
切
符
を
も
と
め
、
出
発
時
間
ま
で
駅
周
辺
で
時

を
費
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
の
ス
イ
ス
ま
で
の
道
程
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
お

そ
ら
く
マ
ル
セ
ー
ユ

―
ヴ
ァ
ラ
ン
ス

―
リ
ヨ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
中
東
部
）
を

経
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
む
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
一
泊
し
、そ
の
間
に
市
街
見
物
し
た
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
再
び
汽
車
に
の
り
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
（
ド
イ
ツ
南
西
部

―
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
南
八
七
キ
ロ
）
へ
む
か
う
の
だ
が
、
い
か
な
る
ル
ー

ト
を
と
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

―
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
（
ス
イ
ス
南
西
部

―
レ
マ
ン
湖
の
北
岸
）

―
バ
ー
ゼ
ル
（
ス
イ
ス
北
部

―
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
ち
か
く
）

―
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク

―
ロ

ス
タ
ッ
ト

―
ブ
ル
ッ
フ
ザ
ル
を
へ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
着
い
た
も
の
か
。

か
れ
は
ド
イ
ツ
入
り
を
し
た
日
、
汽
車
の
中
で
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ラ
ー
テ
ナ
ウ

（
一
八
六
七
～
一
九
二
二
、
ド
イ
ツ
の
政
治
家
、
著
述
家
、
ヴ
ィ
ル
ト
内
閣
の

サン・シャルル駅

旧　 港

マルセーユの地図とサン・シャルル駅
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も
っ
て
報
告
し
て
い
る
。「
私
は
そ
の
中う
ち

に
下
宿
を
変か
わ

り
ま
す
」
と
い
い
、
宛
名
は

― B
ei Prof. Lem

m
e. H

eidelberg, B
ergstr. 24. 

と
し
て
い
る
。
こ
の
住
所
は

か
れ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
身
を
よ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
家
主
の Ludw

ig Lem
m

e

（1847

～1927

）
は
、
新
教
の
神
学
教
授
で
あ
っ
た
。
の
ち
三
木
は
平
野
　
謙

が
十
月
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
去
っ
て
か
ら
、
そ
の
下
宿
に
移
っ
た
。

と
も
あ
れ
三
木
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
、
あ
い
前
後
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
同
胞
と
知
り
あ
い
に
な
っ
た
（「
読
書
遍
歴
」）。

大
内
兵
ひ
ょ
う

衛え

（
一
八
八
八
～
一
九
八
〇
、
経
済
学
者
） 

九く

鬼き

周
し
ゅ
う

造ぞ
う

（
一
八
八
八
～
一
九
四
一
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
）

北き
た

　
吟れ
い

吉き
ち

（
一
八
八
五
～
一
九
六
一
、
哲
学
者
・
政
治
家
） 

大お
お

峡
は
ざ
ま

秀
し
ゅ
う

栄え
い

（
一
八
八
三
～
一
九
五
一
、
禅
僧
）

糸
井
靖
之
（

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
大
学
病
院
で
急
逝
）

一
八
九
三
～
一
九
二
四
、
東
京
帝
大
法
科
助
教
授
。 

鈴
木
宗む
ね

忠た
だ

（
一
八
八
一
～
一
九
六
三
、
哲
学
者
・
宗
教
学
者
）

外
相
）
が
、
極
右
派
に
に
く
ま
れ
、
テ
ロ
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
（
一
九
二
二
・
六
・
二
四
）。

三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
こ
の
学
都
に
い
る
一
部
の
日
本
人
に
知
ら
れ
て
い
た
。

大
内
兵
衛
（
一
八
八
八
～
一
九
八
〇
、
大
正
・
昭
和
期
の
経
済
学
者
）
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
折
か
ら
留
学
中
の
石い

し

原は
ら

　
謙け
ん

（
一
八
八
二
～
一
九
七
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
キ
リ
ス
ト
教
史
学
者
。
の
ち
東
北
大
教
授
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
石

原
は
、
三
木
と
い
う
人
は
大
変
な
秀
才
で
あ
り
、
将
来
京
大
の
教
授
に
な
る
人
だ
と
い
う
話
を
し
た
（
大
内
兵
衛
「
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
に
お
け
る
出
会
い
」『
三
木
　
清
全
集
』
第
一
巻
、「
月
報
」
所
収
、
昭
和
41
・
10
）。

三
木
が
こ
の
町
で
暮
ら
す
と
な
る
と
、
下
宿
先
を
き
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
か
れ
は
最
初
ど
こ
に
身
を
お
ち
つ
け
た
の
か
、

そ
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
ペ
ン
ズ
ィ
オ
ー
ン
（
簡
易
ホ
テ
ル
）
で
く
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の

世
話
を
だ
れ
が
し
た
の
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
平
野
　
謙
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
木
は
大
正
十
一
年
の
六
月
す
え
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
着
き
、
約
二
ヵ
月
後
に
シ
ュ
ト
ゥ
ツ
ト
ガ
ル
ト
（
バ
ー
デ
ン
・

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
州
都
）
へ
一
泊
旅
行
に
出
か
け
、
美
術
館
な
ど
を
見
学
し
た
こ
と
を
谷
川
徹
三
に
、
絵
は
が
き
を

ハイデルベルクの駅舎
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石い
し

原は
ら

　
謙け
ん

（
史
学
者
）

一
八
八
二
～
一
九
七
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
キ
リ
ス
ト
教 

黒こ
く

正し
ょ

　
巌
い
わ
お

（
一
八
九
五
～
一
九
四
九
、
歴
史
学
者
）

久く

留る

間ま

鮫さ
め

造ぞ
う

（
一
八
九
三
～
一
九
八
三
、
経
済
学
者
） 

藤
田
敬け
い

三ぞ
う

（
一
八
九
四
～
一
九
八
五
、
経
済
学
者
）

小お

尾び

範は
ん

治じ

（
の
ち
文
部
省
の
課
長
）

一
八
八
五
～
一
九
六
四
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
、 

森
　
五
郎
（
一
九
〇
一
～
八
三
、
の
ち
の
羽は

仁に

五
郎
、
昭
和
期
の
歴
史
家
）

阿
部
次
郎
（
一
八
八
三
～
一
九
五
九
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
）

成
瀬
無む

極き
ょ
く（

一
八
八
四
～
一
九
五
八
、
大
正
・
昭
和
期
の
ド
イ
ツ
文
学
者
）

天
野
貞て
い

祐ゆ
う

（
一
八
八
四
～
一
九
八
〇
、
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
・
教
育
者
）

 

注
・
生
没
年
と
身
分
、
ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
。

三
木
が
修
学
先
に
え
ら
ん
だ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と
は
、
い
か
な
る
所
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
［
ヘ
ッ
セ
ン
州
］
の
南
八
十
七
キ
ロ

―
ド
イ
ツ
南
西

部

―
バ
ー
デ
ン
ウ
ェ
ル
テ
ン
州
の
古
都
で
あ
る
。
一
三
八
六
年
創
立
の
ド
イ
ツ
最
古
の
大
学
が
あ
る
こ
と
で
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
人
口
は
五
万
、
こ
ん
に

ち
は
十
二
、
三
万
ほ
ど
か
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
、
ゆ
る
や
か
な
山
に
か
こ
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
‘
山
あ
い
の
町
’
で
あ
る
。
い
ち
ば
ん
高
い
山
と
い
っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
、
四
、
五
百
メ
ー
ト
ル
位

で
あ
る
。
全
体
の
な
が
め
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
高ハ

イ
ラ
ン
ド

地
地
方
と
似
て
い
る
。
中
央
を
流
れ
て
い
る
の
は
、
ネ
ッ
カ
ー
川
。
そ
こ
に
十
八
世
紀
に
架
け
ら
れ
た
‘
古
い
橋
’

と
‘
新
し
い
橋
’（
十
九
世
紀
）
が
、
川
の
両
岸
を
む
す
ん
で
い
る
。
旧
市
街
地
に
は
‘
城
’（
シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ヒ
の
丘

―
海
抜
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
に

―
十
三
世
紀
に
ル

ド
ウ
ィ
ヒ
一
世
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
十
七
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
。
廃
墟
）
や
大
学
の
校
舎
や
図
書
館
、
大
学
附
属
の
研
究
所
が
あ
る
ほ
か
、

教
会
や
古
風
な
家
が
た
ち
な
ら
ん
で
い
る
。

川
し
も
に
あ
る
新
市
街
は
、
カ
イ
ス
ベ
ル
ク
の
西
の
斜
面
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
風ふ

ぜ
い情
の
な
い
、
都
会
の
喧
そ
う
を
逃
れ
、
当
地
に
や
っ
て
来
た
者
の
眼
に
は
、

こ
こ
は
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
に
写
る
ら
し
い
。
が
、
そ
の
景
色
は
と
く
に
美
し
い
と
は
お
も
え
な
い
。
し
か
し
、
川
む
か
い
の
ハ
イ
リ
ー
ゲ
ン
の
斜
面

―
‘
哲
学
者
の

道
’
か
ら
、
古
城
や
そ
の
ふ
も
と
の
旧
市
街

―
古
い
橋
と
ネ
ッ
カ
ー
川
な
ど
を
俯
瞰
し
た
と
き
の
景
観
は
、
か
く
べ
つ
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
、
ベ
ル
リ
ン
と
は
ち
が
っ
た
意
味
で
、
日
本
の
留
学
生
に
人
気
が
あ
り
、
か
れ
ら
は
聖
地
も
う
で
の
よ
う
に
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
と
こ
の
町
に
や
っ
て
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と
い
う
。

当
時
、
日
本
人
を
ド
イ
ツ
に
引
き
つ
け
た
の
は
、
マ
ル
ク
の
下
落
と
大
い
に
関
係
が
あ
っ
た
。
三
木
に
よ
る
と
、
例
の
ラ
ー
テ
ナ
ウ
外
相
が
暗
殺
さ
れ
て
数
日
後
に
は
、

為
替
相
場
が
み
る
み
る
暴
落
し
た
。
英
貨
一
ポ
ン
ド
が
、
千
マ
ル
ク
以
上
に
な
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
が
一
万
マ
ル
ク

―
百
万
マ
ル
ク

―
千
万
マ
ル
ク

―
一
兆
マ
ル
ク

ま
で
な
っ
た
。
日
本
か
ら
や
っ
て
来
た
貧
乏
書
生
の
じ
ぶ
ん
な
ど
は
、
銀
行
で
五
ポ
ン
ド
（
英
貨
）
換
え
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
切
れ
な
い
ほ
ど
の
紙
幣
を
く
れ
る
の
で
、

急
き
ょ
‘
書マ

ッ

ペ

類
か
ば
ん
’
を
持
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。

第
一
次
世
界
大
戦
で
敗
北
し
た
ド
イ
ツ
は
、
ワ
イ
マ
ル
憲
法
の
も
と
新
た
に
共
和
制
を
し
い
た
が
、
戦
時
賠
償
金
が
お
も
く
の
し
か
か
り
、
国
内
的
に
は
失
業
難
、
食
糧

難
、
住
宅
難
な
ど
に
よ
り
、
暴
動
や
ス
ト
ラ
イ
キ
が
た
え
な
か
っ
た
。
こ
の
国
は
経
済
的
、
社
会
的
に
疲
へ
い
し
て
い
た
。
折
か
ら
イ
ン
フ
レ
は
進
行
中
で
あ
っ
た
が
、
外

相
ラ
ー
テ
ナ
ウ
が
、
ロ
シ
ア
と
友
好
条
約
を
む
す
ん
だ
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
国
粋
党
員
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
近
郊
に
お
い
て
射
殺
さ
れ
た
。
こ
の
暗
殺
事
件
や
国
内
の
政
治

的
不
安
、
国
際
会
議
の
不
調
な
ど
、
複
合
的
要
因
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
マ
ル
ク
が
暴
落
を
つ
づ
け
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
物
価
も
ど
ん
ど
ん
上
っ
て
い
っ
た
。

イ
ン
フ
レ
の
直
撃
を
い
ち
ば
ん
う
け
た
の
は
、
恩
給
や
金
利
に
よ
っ
て
く
ら
し
て
い
る
レ
ン
ト
ナ
ー R

entner 

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
日
々
の
パ

ン
に
も
こ
と
欠
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
為
替
相
場
の
恩
恵
を
う
け
る
ア
メ
リ
カ
人
や
日
本
人
は
、
ド
イ
ツ
に
押
し
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
ぜ
い
た
く
三
昧
に
ひ
た

き
た
。
そ
の
こ
ろ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
だ
け
に
限
ら
ず
、
い
っ
た
い
に
ど
こ
の
大
学
町
で
も
日
本
人
が
か
な
り
い
た

よ
う
だ
。
ド
イ
ツ
に
数
多
く
の
日
本
人
が
や
っ
て
来
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て

か
ら
の
こ
と
ら
し
い
。
京
大
の
滝
川
事
件
で
、
い
ち
や
く
有
名
に
な
っ
た
滝
川
幸ゆ

き

辰と
き

（
一
八
九
一
～
一
九
六
二
、

昭
和
期
の
法
学
者
、
の
ち
京
大
総
長
）
は
、
一
九
二
二
年
の
夏
八
月

―
友
人
の
田
村
徳
治
と
こ
の
町
を
お
と
ず

れ
、
三
日
ほ
ど
滞
在
し
、
そ
の
間
に
町
を
見
物
し
た
。

そ
の
と
き
リ
ッ
カ
ー
ト
の
顔
だ
け
で
も
見
よ
う
と
、
哲
学
だ
か
哲
学
史
の
講
義
室
を
の
ぞ
い
て
み
た
（
注
・
聴

講
料
を
と
る
夕
方
か
ら
は
じ
ま
る
公
開
講
座
か
）。
す
る
と
前
列
の
二
列
ほ
ど
が
、
黒
い
頭
の
日
本
人
で
占
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
よ
う
だ
（「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
思お

も
い
で出
」『
随
想
と
回
想
』
所
収
、
立
命
館
出
版

部
、
昭
和
12
・
12
）。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
滝
川
に
よ
る
と
、
当
時
い
か
に
日
本
人
が
多
か
っ
た
か
の
証
拠
だ

店員に週給を支払うために積みあげた札の山。
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っ
た
。
こ
こ
で
い
う
日
本
人
と
は
、
役
人
（
視
察
員
）

―
会
社
員
（
駐
在
員
、
出
張
者
）

―
教
授
連
（
観
光
、
視
察
、
留
学
で
や
っ
て
き
た
者
）
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
日
本
人
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
極
楽
を
経
験
し
た
。
ひ
と
は
ふ
だ
ん
持
ち
な
れ
ぬ
大
金
を
手
に
す
る
と
、
考
え
る
こ
と
と
い
え
ば
、
美
食

を
し
、
芝
居
を
み
た
り
、
高
価
な
買
物
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
と
は
酒
を
の
み
、
美
妓
と
た
わ
む
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

い
っ
た
い
三
木
は
、
岩
波
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
仕
送
り
が
あ
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
ぜ
い
た
く
で
き
る
ほ
ど
の
額
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
当
時
の
官

費
留
学
生
が
も
ら
っ
た
月
額
三
六
〇
円
ほ
ど
は
あ
っ
た
も
の
か
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
八
月
中
旬
か
ら
翌
十
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月
中
旬
ま
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

で
く
ら
し
た
阿
部
次
郎
の
ば
あ
い
、
あ
る
て
い
ど
経
済
事
情
が
判
明
し
て
い
る
。

古
城
の
上
手
に
あ
る
シ
ュ
ワ
ル
ツ
夫
人
方
（
ヴ
ォ
ル
フ
ス
ブ
ル
ン
ネ
ン
ヴ
ェ
ヒ
十
二
番
地
）
で
は

―

一
ヵ
月
の
経
費
　
　
部
屋
代
＋
プ
ラ
ス

食
費
　
　
約
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
（
日
本
円
で
二
十
一
円
に
相
当
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
注
・
阿
部
次
郎
「
七
　
亡
き
あ
と
　
３
」『
阿
部
次
郎
全
集
　
第
七
巻
』
所
収
、
角
川
書
店
、
昭
和
36
・
８
。
阿
部
の
下
宿
先
の
家

族
は
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
夫
婦
と
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
弁
護
士
に
嫁
し
た
娘
が
一
人
。
長
男
・
航
空
士
官
（
22
）
は
戦
死
し
た
。
り
っ
ぱ
な
家

庭
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
町
で
、
二
十
銭
も
だ
す
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
が
食
べ
れ
た
と
い
う
。
一
円
か
二
円
も
だ
す
と
、
す
ば
ら
し
い
ご
ち
そ
う
に
あ
り
つ
け

た
と
、
大
内
兵
衛
は
か
た
っ
て
い
る
（『
私
の
履
歴
書
』
河
出
書
房
、
昭
和
30
・
４
）。

人
気
教
授
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
カ
ー
ト
（
一
八
六
三
～
一
九
三
六
）
が
、
一
九
二
二
年
（
大
正
11
）
ご
ろ
も
ら
っ
て
い
た
月
給
は
、
日
本
円
に
し
て
三
十
円
ほ
ど
で
あ
っ

た
、
と
阿
部
は
人
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
伝
え
て
い
る
（「
遊
欧
雑
記
　
獨
逸
の
巻
」『
阿
部
次
郎
全
集
　
第
七
巻
』
所
収
、
角
川
書
店
、
昭
和
36
・
８
）。
こ
の
額
は
、
け

っ
し
て
潤
沢
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
阿
部
に
よ
る
と
、
一
ポ
ン
ド
三
万
マ
ル
ク
と
し
て
計
算
す
る
と
、
月
に
九
万
マ
ル
ク
、
年
に
約
百
万
マ
ル
ク
に
な
る
と
い
う
。
老
教

授
リ
ッ
カ
ー
ト
の
給
料
で
す
ら
こ
の
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
若
い
教
授
や
助
教
授
の
な
か
に
は
十
円
以
下
の
者
も
す
く
な
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
。

こ
う
い
っ
た
若
い
ド
ル
ト
ル
連
中
は
、
み
な
生
活
に
困
窮
し
て
い
た
か
ら
、
た
の
め
ば
日
本
人
の
た
め
に
よ
ろ
こ
ん
で
個
人
教
授
（
哲
学
書
の
解
説
）
を
や
っ
て
く
れ
た
。

リ
ッ
カ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
と
の
か
か
わ
り
で
、
あ
る
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
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あ
る
日
の
こ
と
、
か
れ
は
門
人
の
ヘ
ル
マ
ン
・
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
（
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
の
下
宿
人
）
に
、
耳
よ
り
な
話
が
あ
る
と
い
っ
て
か
れ
を
驚
ろ
か
せ
た
。

―
き
ょ

う
一
人
の
日
本
人
の
た
め
に
個
人
講
義 P

プ
リ
ヴ
ァ
テ
ィ
シ
メ

rivatissim
e 

を
や
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
お
と
ぎ
の
国
の
金
持
の
サ
ム
ラ
イ
で
あ
る
。
名
は
ク
キ
（
九ノ
イ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル

人
の
鬼
）
男
爵
と
い
う
。

カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
い
っ
し
ょ
に
読
ん
で
く
れ
と
い
う
。

‘
ク
キ
’
と
は
他
で
も
な
い
、
後
年
京
大
教
授
に
な
る
九
鬼
周
造
の
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
は
美
人
の
妻
を
と
も
な
っ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
来
て
い
た
。
か
れ
は
リ
ッ
カ

ー
ト
の
私
宅
で
お
こ
な
わ
れ
る
講
義
に
た
い
し
て
高
価
な
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
紙
幣
を
た
く
さ
ん
あ
た
え
た
か
ら
、
リ
ッ
カ
ー
ト
一
家
は
、
イ
ン
フ
レ
時
代
を
経
済
的
に
ら

く
に
乗
り
込
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
九
鬼
か
ら
も
ら
う
、‘
エ
ン
グ
リ
ッ
シ
ャ
ー
・
フ
ウ
ン
ト
シ
ャ
イ
ネ
’（
イ
ギ
リ
ス
紙
幣
）
の
恩お

ん

沢た
く

（
め
ぐ
み
）
を
う
け
た
ば
か
り
か
、
か
れ
に
胸
像
を

つ
く
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
カ
ン
ト
の
原
典
を
再
読
す
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
、‘
新
し
い
発
見
’
を
し
た
。
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
に
よ
る
と
、
九
鬼
が
リ
ッ
カ
ー
ト
に
し
た
大
い

な
る
貢
献
と
は
、

一
　
個
人
教
授
に
よ
る
経
済
的
利
益
。

二
　
胸
像
＊を

つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
。

三
　
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
再
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
意
義
を
発
見
し
た
こ
と
。

な
ど
で
あ
っ
た
。

 

＊
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
在
住
の
息
子
の
彫
刻
家
ア
ル
ノ
ル
ト
が
製
作
し
た
二
体
。
う
ち
一
体
は
九
鬼
が
日
本
へ
も
ち
帰
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

注
・
生
松
敬
三
著
『
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
　
あ
る
大
学
都
市
の
精
神
史
』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
昭
和
55
・
６
。
加
藤
将
之
著
『
随
筆
　
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
神
話
　
新
カ
ン
ト
派
時
代
万
華
鏡
』
短
歌
新
聞
社
、
昭
和
47
・
12
。E

rinnerngen von H
erm

ann G
lockner: 

H
eiderberger B

ilderbuch, H
. B

ouvier u. C
o. V

erlag, B
onn, 1969 

な
ど
を
参
照
。

三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
入
っ
た
の
は
、
例
の
ラ
ー
テ
ナ
ウ
外
相
が
右
翼
の
凶
弾
に
た
お
れ
る
直
後

―
大
正
十
一
年
六
月
二
十
四
、
五
日
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
か
れ
を
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歓
迎
す
る
意
図
の
も
と
に
、

大
内
兵
衛
　
　（ 

一
八
八
八
～
一
九
八
〇
、
森
戸
事
件
で
東
大
を
や
め
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
に
入
り
、
や
が
て
そ
こ
か
ら
派
遣
さ
れ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

に
二
年
留
学
し
た
）

糸
井
請
之
　
　（ 

一
八
八
五
～
一
九
二
四
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
文
部
省
の
在
外
研
究
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
へ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
た
。
が
、
大
正
十

三
年
（
一
九
二
四
）
当
地
に
お
い
て
病
死
。
商
品
学
、
統
計
学
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
的
社
会
学
の
専
門
家
）

森
　
五
郎
　
　（
一
九
〇
一
～
八
三
、
歴
史
哲
学
と
近
代
史
の
学
徒
）

ら
三
人
は
、
六
月
末
の
月
が
で
た
夕
刻
の
こ
と
、
三
木
と
ビ
ー
ル
を
の
み
な
が
ら
夕
食
を
と
っ
た
（
場
所
は
駅
前
に
あ
る
「
ホ
テ
ル
・
ツ
ゥ
ム
・
ポ
ス
ト
」
の
食
堂
）。

こ
の
と
き
三
木
は
、
京
大
の
秀
才
と
し
て
人
か
ら
一
目
お
か
れ
、
い
ず
れ
西
田
の
後
継
者
と
な
る
こ
と
を
自
他
と
も
に
許
し
て
い
る
と
い
っ
た
態
度
で
あ
り
、
う
れ
し
そ

う
な
様
子
だ
っ
た
（
森
　
五
郎
「
わ
が
師
　
わ
が
兄
三
木
　
清
」

―
京
大
に
お
け
る
講
演
）。

夕
食
を
お
え
た
四
人
は
、
ネ
ッ
カ
ー
河
畔
に
出
る
と
、
ボ
ー
ト
を
こ
ぎ
だ
し
た
。
み
な
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ー
ト
こ
ぎ
の
腕
前
を
み
せ
、
や
が
て
舟
が
中
流
に
出
た
こ
ろ
、
あ
る

こ
と
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
こ
ん
ど
日
本
か
ら
や
っ
て
く
る
三
木
と
い
う
者
を
い
ろ
い
ろ
テ
ス
ト
し
、
議
論
を
ぶ
っ
か
け
よ
う
と
い
っ
た
陰
謀
だ
っ
た
。
そ
れ
を
し
か
け
た
張

本
人
は
、
糸
井
だ
っ
た
。

京
都
哲
学
と
か
西
田
哲
学
と
い
っ
た
も
の
は
、
本
物
か
ど
う
か
。
未
来
の
ド
イ
ツ
の
文
化
は
、
幾
百
幾
千
行
も
あ
る
ゲ
ー
テ
の
詩
か
ら
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
労
働
者
の

ハ
ン
マ
ー
（
か
な
づ
ち
）
か
ら
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
内
と
糸
井
は
、
三
木
が
リ
ッ
カ
ー
ト
の
も
と
で
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
た
文
化
哲
学
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
。

ま
ず
大
内
が
口
火
を
き
っ
た
。

―
君
、
ゲ
ー
テ
と
い
う
人
は
偉
い
の
か
ね
。

三
木
は
突
然
、
こ
の
問
を
聞
く
と
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
た
よ
う
な
顔
つ
き
に
な
り
、
大
内
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
眺
め
た
。
つ
い
で
大
内
は
第
二
の
問
い
を
は
な
っ
た
。

―
ゲ
ー
テ
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
偉
い
の
か
ね
。

そ
れ
に
対
し
て
三
木
は
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
理
想
主
義
的
な
伝
統
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
話
し
は
じ
め
、
な
ぜ
ゲ
ー
テ
は
え
ら
い
の
か
を
蘊
ち
く
を
傾
け
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て
語
っ
た
。
が
、
わ
き
で
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
た
森
は
は
ら
は
ら
し
た
よ
う
だ
。

審
問
者
の
大
内
は
ま
た
こ
ん
な
質
問
を
し
た
。

―
君
は
歴
史
哲
学
と
い
う
も
の
を
や
る
そ
う
だ
が
、
い
っ
た
い
そ
れ
は
ど
ん
な
学
問
か
ね
。

そ
れ
に
対
し
て
三
木
は
、
歴
史
に
つ
い
て
の
哲
学
だ
と
答
え
た
。
が
、
大
内
は

―
そ
れ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
生
活
そ
の
も
の
が
歴
史
で
は
な
い
の
か
。

そ
れ
以
前
に
、
哲
学
の
う
ち
に
も
何
か
歴
史
の
哲
学
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
ネ
。

と
、
た
た
み
か
け
た
。
三
木
は
矢
つ
ぎ
ば
や
の
大
内
の
問
に
圧
倒
さ
れ
た
（
大
内
兵
衛
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
お
け
る
出
会
い
」『
三
木
　
清
全
集
』
第
１
巻
「
月
報
」
所

収
、
昭
和
41
・
10
）。

森
は
三
木
が
質
問
に
対
し
て
ど
ん
な
風
に
答
え
る
か
に
興
味
が
あ
っ
た
。
三
木
は
い
ど
ま
れ
た
そ
の
後
の
議
論
（
唯
物
史
観
）
に
対
し
て
は
、
こ
と
ば
少
な
に
答
え
、
聞

く
側
に
な
り
、
さ
い
ご
ま
で
自
分
の
立
場
を
弁
明
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
幾
分
さ
み
し
そ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
。
森
か
ら
す
れ
ば
、
京
大
の
秀
才
、
西
田
の
後
継

者
な
ら
、
そ
れ
位
な
一
撃
で
ま
い
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
も
う
す
こ
し
反
発
の
し
よ
う
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
、
と
思
う
と
、
じ
れ
っ
た
か
っ
た
。
こ
れ
が
ネ
ッ
カ
ー
川
の
上う

え

で
の
三
木
の
学
力
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

大
正
十
一
年
の
夏
か
ら
、
翌
年
の
秋
ま
で
、

―
三
木
は
森
と
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
会
っ
た
。
三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
ま
っ
先
に
留
学
地
と
し
て
選
ん
だ
理
由

は
、
西
南
ド
イ
ツ
学
派
の
書
物
を
わ
り
と
多
く
よ
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
当
地
に
お
い
て
聴
講
生 H

ホ
ス
ピ
タ
ン
ト

ospitant 

と
し
て
著
名
な
学
者
の
講
義
に
顔
を
だ
し
た
。

が
、
な
ぜ
か
い
ず
れ
も
二
、
三
回
出
席
し
た
だ
け
で
や
め
て
い
る
。

三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
入
学
手
続
き A

nm
eldung zur Im

m
atrikulation an der U

niversität H
eidelberg 

を
と
っ
た
の
は
、
一
九
二
二
年
十
月
十
六
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
十
一
月
か
ら
始
ま
る
冬
学
期
に
あ
わ
せ
て
登
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
れ
が
用
紙
に
み
ず
か
ら
書
き
入
れ
た
記
述
を
み
る
と
、
間0

違
い
が
多
い

0

0

0

0

0

。

一
　
洗
礼
名
お
よ
び
名
字
…
…
…
…M

iki K
iyoshi

二
　
生
年
月
日
…
…
…
…
…
…
…
…5. Jan. 189

マ
マ

8
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三
　
出
生
地
…
…
…
…
…
…
…
…
…K

io

マ
マ

to, Japan

五
　
国
籍
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…Japaner

六
　
父
母
ま
た
は
後
見
人

　
　
の
洗
礼
名
お
よ
び
名
字
、…
…
…M

iki Seisuke. ein K
aufm

an in K
io

マ
マ

t, N
anzenji K

atanobom
achi 1.

　
　
職
業
、
出
生
地

七
　
信
仰
告
白
…
…
…
…
…
…
…
…B

uddhist

八
　
研
究
名
…
…
…
…
…
…
…
…
…Philosophie

九
　
学
歴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…K

iot

（
数
文
字
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
）zu U

niv

十
二
　
学
生
の
住
所
…
…
…
…
…
…bei Prof. Lem

m
e. B

ergstr. 24 H
eidelberg

こ
の
申
告
が
正
し
い
　
　
　
　
　
　
　D

ie R
ichtigkeit dieser A

ngaben bestätigt H
eidelberg den 16 ten O

kt. 1922.

こ
と
を
証
明
す
る
。
…
…
…
…
…
…U

nterschrift des Studierenden: K
. M

iki

 

注
・T

akara B
aum

bach und T
hom

as Lapré : D
er Philosoph M

iki K
iyoshi 

（1897-1945

）
を
参
照
。Japanische Studenter in H

eidelberg, 2013.

三
木
の
生
年
月
日
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七

0

0

）
一
月
五
日
で
あ
る
。
か
れ
は
一
八
九
八

0

0

年
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
出
生
地
は
兵
庫
県

0

0

0

な
の
に
、「
日

本
の
京
都

0

0

」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
か
れ
の
父
の
名
は
栄え
い

吉き
ち

（
の
ち
に
清せ
い

助す
け

に
改
め
た
）
と
い
っ
た
が
、
そ
の
出
生
地
は
「
京
都
　
南
禅
寺
カ
タ
ノ
ボ
町
一

番
地
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
誤
っ
た
記
載
は
、
理
解
に
く
る
し
む
が
、
わ
る
く
い
え
ば
み
ず
か
ら
の
経
歴
を
詐
称
し
（
い
つ
わ
り
）、
虚
偽
の
申
請
を
し
た
こ
と
に

な
る
。

三
木
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
大
学
の
授
業
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
九
二
二
年
（
大
正
11
）
の
冬
学
期
か
ら
で
あ
ろ
う
。
か
れ
が
受

講
し
た
講
義
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
か
。

講
義
　
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
カ
ー
ト
（
一
八
六
三
～
一
九
三
六
）
…
… 

教
場
は
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
ら
が
講
義
し
た
う
す
暗
い
教
室
。

講
義
題
目
は
不
明
。
お
そ
ら
く
一
九
二
二
年
の
夏
学
期
～
一
九
二
三
年
の
冬
学
期
は
、
認
識
論
と
ゲ
ー

テ
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
っ
た
ら
し
い
（
羽
仁
五
郎
「
三
木
　
清
が
ド
イ
ツ
文
で
書
い
た
論
文
四
篇
に
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つ
い
て
」）。
ほ
か
に
「
カ
ン
ト
よ
り
ニ
ー
チ
ェ
ま
で
」（
現
代
の
問
題
へ
の
歴
史
的
導
入
）
か
。
一
週

に
四
時
間
講
義
し
た
（
小
尾
範
治
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
よ
り
」『
思
想
』
第
17
号
所
収
、
大
正
12
・
２
）。

こ
の
リ
ッ
カ
ー
ト
と
い
う
先
生
は
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
持
病
が
あ
り
、
自
宅
（
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
街
四
番
地
）
を
離
れ
る
と
‘
不
安
’
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
一
種
の
神
経

性
の
病
気
で
あ
り
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
を P

プ
ラ
ッ
ツ
ア
ン
グ
ス
ト

latzangst

（
息
苦
し
さ
、
臨
場
苦
悶
、
広
場
恐
怖
症
の
意
）
と
よ
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
大
学
へ
行
く
と
き
は
、
馬
車
か
自
動

車
を
用
い
、
い
つ
も
夫
人
と
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ァ
オ
ス
ト
が
書
生
の
よ
う
に
付
き
そ
っ
た
。
教
授
会
は
き
わ
め
て
ま
れ
に
出
席
す
る
だ
け
、
社
交
会
は
ま
っ
た
く
出
ず
、
ご

く
た
ま
に
弟
子
の
ヘ
リ
ゲ
ル
と
‘
哲
学
者
の
道
’
を
散
歩
す
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
（
北
　
昤
吉
著
『
哲
学
行
脚
』、
五
四
頁
）。

カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
一
八
八
三
～
一
九
六
九
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
教
授
。
実
存
主
義
者
）
…
…
ニ
ー
チ
ェ
や
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
。

ハインリヒ・リッカート

ハイデルベルク大学の校舎
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エ
ル
ン
ス
ト
・
ホ
フ
マ 

ン
（
一
八
八
〇
～
一
九
五
二
、
プ
ラ
ト
ン
研
究
家
）
…
…
ホ
フ
マ
ン
は
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
（
前
掲
、
羽
仁
五
郎
）。
三
木
は
イ
ン

フ
レ
に
苦
し
む
同
人
を
救
済
す
る
た
め
、
論
文
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
説
に
於
け
る
神
と
存
在
」
を
執
筆
さ
せ
、
そ
れ
を
和
訳
し
、『
思
想
』（
大
正

13
）
に
発
表
し
、
そ
の
原
稿
料
を
本
人
に
あ
た
え
た
。
後
年
ホ
フ
マ
ン
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
カ
ー
大
教
授
を
歴
任
し
た
。

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
ン 

ド
ル
フ
（
一
八
八
〇
～
一
九
三
一
、
ド
イ
ツ
の
文
学
者
・
詩
人
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
文
学
部
講
師
、
の
ち
教
授
）
…
…
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
ド
イ
ツ

精
神
』（
一
九
一
一
）、『
ゲ
ー
テ
』（
一
九
一
六
）
そ
の
他
の
著
作
が
あ
る
。
講
義
名
は
不
明
。
ド
イ
ツ
文
学
に
関
し
た
も
の
か
。

三
木
に
よ
る
と
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
著
書
は
す
べ
て
読
ん
で
い
た
の
で
、
そ
の
講
義
か
ら
「
あ
ま
り
新
し
い
も
の
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
」
が
、
こ
の
老
教
授
の
風
貌
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
、
あ
た
か
も
哲
学
の
伝
統
に
接
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
し
か
っ
た
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。
し
か
し
、
聴
講
を
途
中
か
ら
や
め
た
よ
う
だ
。

三
木
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
ホ
フ
マ
ン
、
グ
ン
ド
ル
フ
の
講
義
も
、
数
回
出
席
し
た
だ
け
で
や
め
て
い
る
。
な
ぜ
か
。
理
由
は
な
ん
と
で
も
つ
け
ら
れ
る
が
、
主
な
原
因
は
語

学
力
（
聴
解
力
）
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
講
義
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
明
治
以
降

―
昭
和
五
、
六
十
年
代
ご
ろ
ま
で
、
日
本
人
は
ほ
と
ん

ど
外
国
人
か
ら
直
接
教
授
法
で
外
国
語
を
な
ら
う
こ
と
な
く
（
い
ま
と
違
っ
て
外
国
人
が
す
く
な
か
っ
た
）、
お
も
に
日
本
人
教
師
か
ら
漢
文
を
習
う
よ
う
に
語
学
を
お
そ

カール・ヤスパース

フリードリヒ・グンドルフ
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わ
っ
た
。
英
語
を
例
に
と
る
と
、
学
力
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
日
本
人
教
師
か
ら
、
日
本
語
で
訳
読
・
文
法
・
英
作
文
を
な
ら
い
、
会
話
に
至
っ
て
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
外
国
語
の
授
業
な
の
か
、
国
語
の
授
業
な
の
か
区
別
が
つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
キ
リ
ス
ト
系
の
学
校
は
別
で
あ
り
、
外
国
人
教
師
か
ら
口
頭
教

授
法
で
授
業
を
う
け
た
よ
う
だ
。

日
本
人
は
、
お
よ
そ
実
用
的
語
学
か
ら
ほ
ど
遠
い
、
い
び
つ
な
英
語
を
な
ら
っ
た
結
果
、
大
半
は
聴
き
取
る
こ
と
も
、
文
章
を
正
し
く
読
む
こ
と
も
、
書
く
こ
と
も
話
す

こ
と
も
満
足
に
で
き
ぬ
、
語
学
不
具
者
に
な
っ
た
。
中
途
半
端
な
学
力
し
か
身
に
つ
か
ず
、
い
び
つ
な
ま
ま
に
終
っ
た
。

旧
制
高
校
（
修
学
三
ヵ
年
）
は
、
ふ
つ
う
の
私
大
の
予
科
（
修
学
二
ヵ
年
）
よ
り
も
語
学
時
間
が
多
く
、
週
に
十
二
時
間
あ
っ
て
、
語
学
学
校
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

が
、
そ
こ
で
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
数
年
間
専
修
し
て
も
、
と
て
も
修
得
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
学
校
秀
才
た
ち
も
形
な
し
、
語
学
的
に
は
不
完
全
で
あ
っ
た
。

三
木
の
ド
イ
ツ
語
の
学
力
は
、
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
か
れ
と
親
し
く
交
わ
り
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
演
習
に
い
っ
し
ょ
に
出
席
し
た
森
　
五

郎
に
よ
る
と
、
か
れ
の
ド
イ
ツ
語
は
あ
ま
り
上
手
と
は
い
え
ず
、
そ
の
ふ
つ
う
の
ド
イ
ツ
語
を
き
く
と
、
人
か
ら
ば
か
に
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
三
木
の
ド
イ
ツ

語
の
発
音
は
き
れ
い
と
は
い
え
ず
、
た
と
え
ば z

ツ
ァ
イ
テ
ィ
ゲ
ン

eitigen

（
熟
さ
せ
る
、
成
果
な
ど
を
も
た
ら
す
の
意
）
を
‘
ツ
ァ
イ
チ
ィ

0

0

ー
ゲ
ン
’
と
発
音
し
、
人
を
笑
わ
す
ほ
ど
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
も
の
で
あ
っ
た
（「
わ
が
師
　
わ
が
兄
三
木
　
清
」）。

日
本
人
は
語
学
へ
た
に
加
え
て
、
恥
ら
い
、
引
っ
込
み
思
案
の
性
格
か
ら
、
進
ん
で
人
前
で
じ
ぶ
ん
の
意
見
を
の
べ
た
り
、
研
究
発
表
を
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
座
し
て
、

だ
ま
り
こ
く
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
三
木
は
リ
ッ
カ
ー
ト
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
お
く
す
る
こ
と
な
く
、
例
の
変
な
ド
イ
ツ
語
で
三
回
も
レ
ポ
ー
ト
を
よ
ん
だ
。
じ

つ
に
み
あ
げ
た
度
胸
で
あ
る
。

肩
書
き
が
も
の
を
い
う
日
本
社
会
で
は
、
官
学
の
先
生
は
高
等
官
で
あ
り
、
い
ば
っ
て
お
れ
る
が
、
い
っ
た
ん
外
国
に
出
る
と
、
大
学
教
授
で
あ
り
ま
す
と
い
っ
て
も
、

人
か
ら
何
と
も
思
わ
れ
ず
、
へ
た
な
発
音
で
変
な
こ
と
ば
を
聞
か
さ
れ
た
者
か
ら
バ
カ
に
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
し
て
白
人
社
会
で
は
、
東
洋
人
な
ぞ
あ
な
ど
ら
れ
軽
ん

じ
ら
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
か
ら
、
し
ぜ
ん
語
学
の
で
き
ぬ
日
本
人
は
寡
黙
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

吉
野
作
造
（
一
八
七
八
～
一
九
三
三
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
政
治
学
者
。
欧
米
留
学
後
、
東
大
教
授
）
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
か
ら
三
ヵ
年
政
治
学
・
政
治

史
研
究
の
た
め
、
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
ま
っ
先
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
お
と
ず
れ
、
大
学
の
講
義
を
聴
講
し
た
が
、
著
名
な
学
者

の
講
義
も
「
頗

す
こ
ぶ

る
ツ
マ
ラ
ヌ
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
知
り
、
ば
か
ば
か
し
く
て
聞
い
て
お
れ
ぬ
、
と
酷
評
し
た
。
が
、
か
れ
の
ド
イ
ツ
語
の
力
、
そ
の
聴
解
力
は
じ
っ
さ
い
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大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
じ
ぶ
ん
の
ド
イ
ツ
語
の
力
を
た
な
に
あ
げ
、
負
け
犬
の
遠
ぼ
え
の
よ
う
に
講
義
者
を
罵
倒
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

守
屋
貫
教
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
二
、
明
治
三
十
九
年
［
一
九
〇
六
］
東
京
帝
大
文
科
大
卒
、
の
ち
立
正
大
学
長
）
は
、
大
正
十
年
代
に
ド
イ
ツ
に
二
ヵ
年
半
ほ
ど
留
学

し
、
ベ
ル
リ
ン
大
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
で
受
講
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
一
ヵ
年
滞
在
し
、
大
学
に
入
る
予
備
段
階
と
し
て
ベ
ア
リ
ッ
ツ
の
語
学
学
校
に
通
っ
た
り
、
若
い
大

学
生
を
や
と
い
哲
学
書
を
よ
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
た
（「
伯ベ

ル
リ
ン林

の
一
年
」『
法ほ
っ
け華

』
大
正
13
・
６
）。

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
入
学
式
は
五
月
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
講
義
が
は
じ
ま
る
と
、
守
屋
は
一
週
七
、
八
時
間
聴
講
し
た
。
が
、
ど
の
講
義
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
じ
ぶ
ん
の
知し

っ
て
居い

る
事こ
と

の
い
く
ら
か
見け
ん

当と
う

が
つ
く
位
く
ら
い

の
程て
い

度ど

」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
守
屋
は
、
ず
い
ぶ
ん
辛
ぼ
う
し
て
聞
い
た
と
い
う
。
語
学
力
の
せ
い
で
、

よ
く
わ
か
ら
ぬ
講
義
を
二
時
間
も
つ
づ
け
て
聞
く
の
は
、
苦
痛
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。（
い
っ
そ
う
下
宿
に
引
っ
こ
ん
で
、
本
で
も
よ
ん
だ
方
が
ま
し
だ
…
…
）
と
、

何
度
も
思
っ
た
。
し
か
し
、
聴
か
ね
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
わ
か
ら
ぬ
、
と
腹
を
く
く
っ
て
大
学
に
通
っ
た
。
聴
き
と
れ
な
か
っ
た
の
は
、
大
学
の
講
義
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
や
女
中
が
話
す
こ
と
ば
、
人
の
談
話
す
ら
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

阿
部
次
郎
の
ば
あ
い
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
大
学
の
講
義
を
受
け
ず
、
こ
の
「
大
学
町
に
隠か

く

れ
る
や
う
な
気
持
に
な
っ
て
引ひ
き

籠こ
も

っ
た
」
の
で
あ
る
（「
私
の
外
遊
中
に

与
へ
ら
れ
た
問
題
」
日
本
女
子
大
に
お
け
る
文
芸
研
究
会
歓
迎
会
に
お
け
る
講
話
、
大
正
12
・
10
）。

か
れ
は
ど
う
せ
受
講
し
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
お
も
い
、
隠
者
の
よ
う
に
家
に
引
き
こ
も
り
、
読
書
だ
け
に
専
念
し
た
も
の
か
。

和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
六
〇
、
大
正
・
昭
和
期
の
倫
理
学
者
、
文
化
史
家
。
法
大
教
授
、
京
大
助
教
授
を
へ
て
ド
イ
ツ
留
学
後
、
京
大
・
東
大
教
授
）
は
、
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
二
月
中
旬
、
道
徳
思
想
史
を
研
究
す
る
た
め
に
、
文
部
省
の
在
外
研
究
員
と
し
て
神
戸
よ
り
ド
イ
ツ
へ

旅
立
っ
た
。

船
が
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
い
た
の
は
三
月
二
十
七
日
の
こ
と
。
こ
の
港
町
で
一
泊
し
た
の
ち
、
パ
リ
へ
む
か
い
、
翌
日
の
夜

パ
リ
に
つ
い
た
。
十
日
ほ
ど
パ
リ
で
す
ご
し
た
の
ち
、
四
月
上
旬
に
ベ
ル
リ
ン
に
着
く
と
、
ヘ
ル
マ
ン
方
に
下
宿
し
た
。
か

れ
は
ド
イ
ツ
で
ど
う
す
ご
す
べ
き
か
と
い
っ
た
明
確
な
計
画
も
目
的
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ド
イ
ツ
の
本
を
た
く
さ
ん
読
も

う
と
か
、
ま
た
何
か
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
っ
た
義
務
は
な
く
、
気
が
ら
く
で
あ
っ
た
。

立正大学　第12代学長の
ころの守屋貫教
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ら
な
い
の
で
バ
カ
バ
カ
し
く
な
っ
た
と
い
う
。「
結
局
第
二
週
目
の
中な
か

程ほ
ど

か
ら
ず
べ
っ
て

0

0

0

0

（
な
ま
け
て
）
了し
ま

っ
て
あ
ま
り
出
な
く
な
っ
た
」。

和
辻
は
こ
と
ば
が
不
自
由
で
あ
っ
た
た
め
に
、
講
義
は
半
分
ほ
ど
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
い
、
集
中
し
て
聴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ド
イ
ツ
語
を
し

ゃ
べ
っ
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
点
で
は
、「
こ
ち
ら
は
話
に
な
ら
な
い
程ほ

ど

低て
い

能の
う

だ
が
」
と
、
運
用
面
の
力
の
な
い
こ
と
を
す
な
お
に
認
め
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
大
の
教
授
ら
の

学
問
上
の
理
解
や
仕
事
が
、
じ
ぶ
ん
よ
り
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
な
ど
は
じ
ぶ
ん
の
学
力
の
自
信
の
ほ
ど
を
買
い
か
ぶ
っ
た
こ
と
ば

で
あ
ろ
う
。

か
れ
も
吉
野
作
造
と
お
な
じ
よ
う
に
、
じ
ぶ
ん
の
語
学
力
を
た
な
に
あ
げ
、
講
義
者
を
そ
し
る
側
に
立
ち
、
講
義
内
容
も
感
心
で
き
な
か
っ
た
と
岩
波
茂
雄
に
書
簡
を
も

っ
て
知
ら
せ
て
い
る
（
昭
和
２
・
５
・
15
付
、『
和
辻
哲
郎
全
集
　
第
25
巻
』
所
収
）。

じ
っ
さ
い
講
義
を
半
分

0

0

聞
い
て
理
解
で
き
れ
ば
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
そ
れ
に
つ
い
て
ゆ
け
る
は
ず
だ
が
、
和
辻
は
半
分
は
お
ろ
か
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
こ
で
か
れ
は
じ
ぶ
ん
の
聴
解
力
不
足

0

0

0

0

0

や
半
解

0

0

を
相
手
の
せ
い
に
し
、
じ
ぶ
ん
の
学
力
の
な
さ
を
正
当
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

和
辻
は
十
一
月
一
日
、
ベ
ル
リ
ン
を
去
り
、
パ
リ
へ
む
か
う
の
だ
が
、
途
中
で
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
へ
て
十
日
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
着
い
た
。
汽
車
が
ネ
ッ
カ
ー
川
の

谷
に
入
っ
た
と
き
、
山
の
形
か
ら
つ
い
日
本
の
風
景
を
お
も
い
だ
し
、
蘇
生
し
た
気
持
に
な
っ
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
は
、
二
晩
と
ま
り
、
有
名
教
授
リ
ッ
カ
ー
ト
の
講

た
だ
ド
イ
ツ
に
入
国
し
て
早
々
、
教
師
の
も
と
へ
通
っ
て
ド
イ
ツ
語
の
け
い
こ
を
始
め
、
作

文
な
ど
を
添
削
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
や
が
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
夏
学
期
の
聴ヘ

ー
ラ
ー

講
生 H

örer 

と
な
っ
た
の
は
、
四
月
末
の
こ
と
。
そ
れ
が
一
ヵ
月
も
た
た
ぬ
う
ち
に
や
め
て
し
ま
っ
た
。

「
今
日
は
講
義
の
あ
る
日
だ
が
、
も
う
講
義
は
見0み

限0
か
ぎ

っ
た

0

0

（
見
込
み
が
な
い
と
お
も
い
、
あ
き

ら
め
て
や
め
る
意
）」
と
い
う
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
や
は
り
こ
と
ば
の
壁
に
原
因
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。

か
れ
は
ド
イ
ツ
文
を
読
む
こ
と
に
さ
ほ
ど
不
自
由
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
語
を
二
時

間
ち
か
く
（
じ
っ
さ
い
講
義
は
定
刻
よ
り
十
五
分
お
く
れ
て
始
ま
る
の
で
、
一
時
間
四
十
五
分

ほ
ど
か
）
心
を
ひ
き
し
め
て
聴
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
人
に
よ
る
と
、
よ
く
わ
か
る
講

義
は
、
内
容
が
簡
単
す
ぎ
て
つ
ま
ら
な
く
な
り
、
早
口
で
ま
く
し
立
て
ら
れ
る
講
義
は
、
わ
か

ハイデルベルクの夜景
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義
を
き
い
て
み
た
。
が
、「
老ろ
う

衰す
い

の
せ
い
か
声こ
え

が
低ひ
く

く
て
は
っ
き
り
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
当
時
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
六
十
四
歳
。
病
身
と
い
う
こ
と
で
、
教
壇
に

あ
が
ら
ず
、
教
室
の
す
み
の
机
の
わ
き
に
す
わ
っ
て
講
義
し
て
い
た
と
い
う
（
11
・
15
付
、
妻
・
照
子
宛
書
簡
）。

三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
い
た
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
人
は
超
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
み
、
黒
パ
ン
と
じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
、
か
ろ
う
じ
て
飢
え
を
し
の
い
で
い
た
。
民
衆
の
話
題

は
い
つ
も
物
価
の
こ
と
。
物
質
的
窮
迫
は
か
れ
ら
の
顔
色
や
身
な
り
に
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
身
辺
に
あ
る
窮
迫
し
た
ド
イ
ツ
人
を
み
て
ふ
び
ん
に
思
う
の
が
人

情
と
す
れ
ば
、
他
を
か
え
り
み
ず
、
自
分
本
位
に
生
き
て
い
る
者
も
い
た
。

一
部
の
日
本
留
学
生
は
、
学
問
よ
り
為
替
相
場
の
ほ
う
が
お
も
し
ろ
く
な
り
、
そ
れ
に
熱
中
し
、
大
も
う
け
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
阿
部
次
郎
は
、
銀
行
で
得
意
気
に
大

金
を
う
け
取
っ
て
い
る
二
、
三
の
日
本
人
の
顔
を
み
る
の
が
何
と
な
く
恥
し
か
っ
た
。
か
れ
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
来
る
前
の
七
月
八
日

―
午
前
十
一
時
ご
ろ
、
ベ
ル
リ

ン
の
ド
レ
ス
デ
ン
銀
行
で
金
を
お
ろ
し
た
。
信
用
状
で
三
〇
ポ
ン
ド
ひ
き
出
し
た
と
き
、
六
万
八
〇
〇
〇
マ
ル
ク
あ
ま
り
の
ド
イ
ツ
紙
幣
を
く
れ
た
が
、
分
量
が
多
く
て
持

ち
き
れ
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
相
場
は
一
ポ
ン
ド
が
約
二
千
三
〇
〇
マ
ル
ク
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

阿
部
は
ド
イ
ツ
人
に
対
し
て
何
か
わ
る
い
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
、
だ
ん
だ
ん
銀
行
へ
行
く
の
が
い
や
に
な
っ
た
。
か
れ
は
一
ヵ
月
分
の
予
算
に
相
当
す
る
金

だ
け
を
お
ろ
す
よ
う
に
な
り
、
み
す
み
す
損
を
し
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
若
い
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
（
哲
学
者
）
は
み
な
貧
乏
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
為
替
相
場
の
め
ぐ
み
を
受

け
て
い
る
裕
福
な
日
本
人
か
ら
、
こ
れ
こ
れ
し
か
じ
か
の
本
を
読
ん
で
く
れ
と
い
わ
れ
る
と
、
み
な
喜
ん
で
要
望
に
こ
た
え
、
個
人
教
授
し
て
く
れ
た
。
三
木
や
森
は
、
左

記
の
ド
イ
ツ
人
を
家
庭
教
師
と
し
て
学
ん
だ
。

阿部次郎
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オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

三
木
は
他
の
日
本
人
留
学
生
と
と
も
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
ヒ
ュ
ペ

リ
オ
ン
』
を
よ
ん
で
も
ら
っ
た
。

ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ン
チ
ン
ゲ
ル
（
一
八
九
八
～
一
九
八
八
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
卒
）
…
… 

三
木
は
ホ
フ
マ
ン
教
授
の
紹
介
で
プ
ラ
ト
ン
を
よ
ん
で
も
ら
っ
た
。
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
来
日
し
、
旧
制
大
阪
高
校
、
東
北
、
京
都
、

東
京
帝
大
、
学
習
院
で
教
鞭
を
と
っ
た
。

ヘ
ル
マ
ン
・
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
（
一
八
九
六
～
一
九
七
九
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
教
授
の
下
宿
人
）
…
…
…
…
…
… 

三
木
は
羽
仁
五
郎
と
い
っ
し
ょ
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』
を

よ
ん
で
も
ら
っ
た
。
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
は
、
後
年
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ

イ
ク
工
科
大
教
授
に
な
っ
た
。

カ
ル
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
（
一
八
九
三
～
一
九
四
七
、
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

三
木
は
羽
仁
五
郎
と
い
っ
し
ょ
に
、
毎
週
お
と
ず
れ
、
二
、
三
の
ド
イ

ツ
人
学
生
と
と
も
に
マ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
（
一
八
七
四
～
一
九
二
八
、

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
社
会
学
者
）
の
知
識
社
会
学
の
話
を
聞
い
た
。

三
木
に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
レ
下
の
ド
イ
ツ
人
の
不
幸
は
、
日
本
人
留
学
生
に
と
っ
て
幸
福
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。

三
木
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

―
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

―
パ
リ
と
修
学
先
を
変
え
て
ゆ
く
の
だ
が
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
あ
ま
り
人
と
交
際
せ
ず
、
多
く
の
時
間
を
下
宿
に
お
け

る
読
書

0

0

に
使
っ
た
。
人ミ

ザ

ン

ト

ロ

ー

プ

間
ぎ
ら
い
人
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
気
が
あ
う
人
間
な
ら
よ
く
会
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
美
青
年
の
森
と
は
毎
日
の
よ
う
に
会

っ
て
い
る
。
両
人
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
読
書
会
の
帰
り
、
よ
く
大
学
前
に
あ
る
ワ
イ
ス
と
い
う
本
屋
に
入
り
、
本
を
あ
さ
り
、
求
め
た
り
し
た
。
三
木
は
惜
し
げ
も
な
く
本
を

買
う
と
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
日
本
に
送
ら
せ
た
。
三
木
の
弟
・
繁
は
、
洋
書
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
大
き
な
木
箱
が
と
き
ど
き
届
く
と
、
そ
れ
を
バ
ー
ル
を
使
っ
て
開
け
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
（
注
・
筆
者
は
こ
の
話
を
繁
氏
か
ら
直
か
に
聞
い
た
）。

こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
語
を
よ
む
こ
と
に
か
な
り
習
熟
し
た
学
者
で
す
ら
、
会
話
や
聴
き
と
る
こ
と
と
な
る
と
、
お
て
あ
げ
で
あ
っ
た
。
三
木
も
け
っ
し
て
ド
イ
ツ
語
の
練

達
の
士
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
早
々
に
受
講
に
み
き
り
を
つ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
か
れ
は
演ゼ

ミ
ナ
ー
ル習
や
読
書
会
に
は
熱
心
に
出
席
し
て
い
る
。
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演
習
　
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ 

カ
ー
ト
（
一
八
六
三
～
一
九
三
六
）
…
…
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
自
宅
で
お
こ
な
わ
れ
、
用
書
と
し
て
は
、
自
著
『
自
然
科
学
的
認

識
の
限
界
』
お
よ
び
マ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
一
八
六
四
～
一
九
二
〇
、
ド
イ
ツ
の
政
治
経
済
学
者
・
社
会
学
者
）
の
『
学
問
の
方
法
論
』
な
ど

を
用
い
た
（
羽
仁
五
郎
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
一
九
二
四
年
（
大
正
13
）
の
夏
学
期

―
リ
ッ
カ
ー
ト
と
近
所
に
住
む
ホ
フ
マ
ン
は
、
共
同
ゼ
ミ
を
ひ
ら
き
テ
ア
イ
テ
ト
ス
（
前
四
一
五
？
～

三
六
九
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
・
数
学
者
）
の
も
の
を
用
書
と
し
て
用
い
た
。
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
体
系
的
に
、
ホ
フ
マ
ン
は
歴
史
的
、
語
学
的
に

学
生
を
訓
練
し
た
。
こ
の
こ
ろ
三
木
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
移
動
し
て
い
る
か
ら
、
当
然
こ
の
ゼ
ミ
を
と
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
リ
ッ
カ
ー
ト
が
つ
ね
ず
ね
い
っ
て
い
た
の
は
、
哲
学
徒
が
大
学
で
目
標
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、‘
論
理
的
訓
練
と
歴
史
的
育
成
’logische 

Schulung und historische B
ildung 

の
二
点
で
あ
っ
た
（
天
野
貞
祐
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
学
派
の
人
々
」『
天
野
貞
祐
著
作
集
　
Ⅳ
』
所
収
、

昭
和
24
・
10
）。

演
習
　
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
ホ
フ 
マ
ン
（
一
八
八
〇
～
一
九
五
二
、
プ
ラ
ト
ン
研
究
家
）
…
…
三
木
は
朝
早
く
か
ら
、
同
人
の
ギ
リ
シ
ャ
古
典
演
習
に
出
て
い
た
（
羽
仁
五
郎
）。

講
義
お
よ
び
演
習
　
　
オ
イ
ゲ 

ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
（
一
八
八
四
～
一
九
五
五
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
私
講
師
、
の
ち
東
北
帝
大
教
授
。
西
南
ド
イ
ツ
学
派
の
思
想
を
日
本
に
伝
え
た
。

一
九
二
九
年
［
昭
和
４
］
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
教
授
）
…
…
ヘ
リ
ゲ
ル
は
一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
の
夏
学
期

―
講
義
の
ほ
か
、
演
習
と
し
て

「
む
ず
か
し
い
論
理
学
上
の
問
題

―
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
、
ロ
ッ
ツ
ェ
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
カ
ー
ト
、
ラ
ス
ク
な
ど
を
参
照
し
て
」

Ü
bung: Schw

ierigere logische Problem
e

（unter B
ezugnahm

e auf B
olzano, Lotze W

inderlband, R
ikert, Lask

）
を
お
こ
な
っ
て

い
た
（
土
、
午
前
10
～
12
）。
こ
の
と
き
三
木
は
、「
論
理
学
に
お
け
る
客
観
主
義
」D

er O
bjektivism

us in der Logik 

を
発
表
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
ま
た
ヘ
リ
ゲ
ル
は
、
こ
の
こ
ろ
カ
ン
ト
の
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
る
演
習
を
お
こ
な
っ
た
。
ヘ
リ
ゲ
ル
は
、
当
時
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
に
い
た
日
本
人
留
学
生
の
指
導
者
（
メ
ン
ト
ア
）
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
三
木
は
こ
の
ゼ
ミ
で
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
（
一
七

八
一
～
一
八
四
八
、
チ
ェ
コ
の
数
学
者
・
哲
学
者
・
神
学
者
）
に
つ
い
て
報
告
し
、
の
ち
『
思
想
』
に
発
表
し
た
。

私
的
な
演
習
　
　
ヘ
ル
マ
ン
・ 

グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
（
一
八
九
六
～
一
九
七
九
、
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
宅
の
下
宿
人
。
の
ち
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
工
科
大
教
授
）
…
…
日
本
人
留
学

生
の
た
め
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』Phänom

enologie des G
eistes 

を
用
書
と
す
る
演
習
を
ひ
ら
き
、
大お
お

峡
は
ざ
ま

秀
し
ゅ
う

栄え
い

（
一
八
八
三
～
一

九
五
一
、
東
大
文
卒
、
禅
僧
、
成
蹊
高
校
教
授
）
が
借
り
て
い
た
ボ
ル
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
夫
人
宅
の
二
階
に
あ
つ
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
三
木
も
出
席
し

た
（
写
真
を
参
照
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

羽
仁
五
郎
「
三
木
　
清
が
ド
イ
ツ
文
で
書
い
た
論
文
四
篇
に
つ
い
て
」『
三
木
　
清
著
作
集
　
第
二
巻
』
所
収
、
岩
波
書
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店
、
昭
和
24
・
７
。

三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
知
り
合
っ
た
日
本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
述
べ
て

み
よ
う
。

か
れ
が
こ
の
町
で
最
初
に
会
っ
た
日
本
人
は
、
お
そ
ら
く
石
原
　
謙
（
一
八
八
二
～
一

九
七
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
キ
リ
ス
ト
教
史
学
者
。
留
学
後
、
東
北
大
教
授
、
東
京
女

子
大
学
長
を
歴
任
）
で
あ
っ
た
か
と
思
え
る
。
か
れ
は
三
木
の
た
め
に
、
下
宿
そ
の
他
の

世
話
を
し
た
ふ
し
が
あ
る
。
三
木
を
石
原
に
紹
介
し
た
の
は
京
大
の
波
多
野
精
一
で
あ
っ

た
ろ
う
。

東
京
帝
大
の
文
科
大
学
講
師
と
し
て
古
代
・
中
世
哲
学
史
を
講
じ
て
い
た
石
原
は
、
早

稲
田
や
東
京
女
子
大
へ
も
兼
任
講
師
と
し
て
出
講
し
て
い
た
。
が
、
大
正
十
年
（
一
九
二

一
、
三
十
九
歳
）、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
渡
欧
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
月
上
旬
貨

客
船
「
加
茂
丸
」
に
の
り
神
戸
を
出
帆
し
、
五
十
日
の
洋
上
生
活
の
の
ち
六
月
末
に
マ
ル

セ
ー
ユ
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
パ
リ
に
む
か
い
、
こ
の
市ま

ち

で
十
日
ば
か
り
見
学
に
時
を

す
ご
し
た
の
ち
、
七
月
八
日
ド
イ
ツ
へ
む
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
森
戸
辰
男
に
む
か
え

ら
れ
、
こ
の
市
で
二
週
間
ほ
ど
す
ご
し
た
。
七
月
末
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
む
か
い
、
大

内
兵
衛
の
出
む
か
い
を
う
け
、
下
宿
そ
の
他
の
世
話
に
な
っ
た
。

山
の
中
腹
に
あ
る
老
夫
婦
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
家
に
旅
装
を
と
き
、
こ
の
家
で
、
夏
の
三
ヵ

月
を
す
ご
し
、
の
ち
に
レ
ン
メ
教
授
宅
に
移
っ
た
。
午
前
中
は
読
書
し
、
午
後
は
ド
イ
ツ

語
の
け
い
こ
の
た
め
に
教
師
宅
を
お
と
ず
れ
た
。
十
月
よ
り
神
学
科
の
ヴ
ォ
ッ
バ
ー
ミ
ン
、

デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
教
授
ら
の
講
義
や
演
習
に
出
席
し
、
翌
年
の
十
月
ま
で

1922年（大正11）大峡秀栄の下宿での読書会（於　ハイデルベルク）。

小
尾
範
治

能
代
猪
三
雄

羽
仁
五
郎

三
木
　
清

中
央
の
外
国
人
は
，

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

大
の
私
講
師
オ
イ

ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル

大
峡
秀
栄

花
戸
龍
三

藤
田
敬
三

後
藤
富
夫
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ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
す
ご
し
た
。
そ
の
後
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
に
転
じ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
へ
て
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
月
帰
国
し
た
。
翌
年
、
東
北
帝

大
の
招
へ
い
を
う
け
、
法
文
学
部
の
教
授
に
就
任
し
た
。

石
原
は
、
二
ヵ
年
半
に
ち
か
い
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
（
バ
ー
ゼ
ル
）
に
お
け
る
留
学
の
成
果
に
つ
い
て
、「
些さ

少
し
ょ
う

の
語
学
を
習
得
し
、
大
学
の
講
義
を
聴
講
し
、
学
界
の
見

聞
を
広
く
し
た
」
が
、
そ
れ
は
じ
ぶ
ん
の
教
養
に
こ
そ
役
立
っ
て
も
、
日
本
の
学
界
へ
の
土
産
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

旅
行
の
範
囲
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
内
の
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
と
イ
タ
リ
ア
に
限
ら
れ
、
あ
と
は
帰
国
時
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
通
過
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
ど
こ
の
国
も
語
学
力
不
足
の
た
め
親
し
め
な
か
っ
た
よ
う
だ
（「
学
究
生
活
五
十
年
」）。

滝
川
幸
辰
（
一
八
九
一
～
一
九
六
二
、
昭
和
期
の
法
学
者
。
京
都
地
裁
判
事
を
へ
て
京
大
教
授
）
は
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
留
学
先
を
ド
イ
ツ
に
定
め
、
大
正
十

一
年
（
一
九
二
二
）
四
月
末
に
ベ
ル
リ
ン
に
着
く
と
、
夏
学
期
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
お
い
て
、
法
哲
学
・
法
学
史
・
犯
罪
心
理
学
・
教
会
法
な
ど
を
、
冬
学
期
に
は
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
大
学
に
お
い
て
、
国
家
哲
学
・
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
・
労
働
賃
金
法
・
一
般
社
会
学
な
ど
を
聴
講
し
た
。
が
、
講
義
を
聴
き
と
る
こ
と
に
困
難
を
覚
え
、
と
き

に
か
ん
た
ん
な
こ
と
ば
も
聞
き
と
れ
ず
、
不
安
に
な
っ
た
り
、
い
ら
だ
た
し
い
気
持
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

ベ
ル
リ
ン
大
に
お
け
る
夏
学
期

―
講
義
の
「
内な
い

容よ
う

の
理り

解か
い

よ
り
も
聴き

き
取と

る
こ
と
に
骨ほ
ね

が
折お

れ
随ず
い

分ぶ
ん

も
ど
か
し
く
感か
ん

じ
た
」
と
い
う
（「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
」『
随

想
と
回
想
』
所
収
、
立
命
館
出
版
部
、
昭
和
12
・
12
）。
こ
の
文
章
な
ど
は
、
本
人
の
負
け
お
し
み
を
示
す
も
の
か
。
内
容
の
理
解
と
聴
き
と
り
が
転
倒
し
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ち
ゃ
ん
と
聴
き
と
れ
て
こ
そ
、
講
義
内
容
が
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
木
を
最
初
に
い
じ
め
役
と
し
て
審
問
し
た
大
内
兵
衛
（
一
八
八
八
～
一
九
八
〇
）
は
、
森
戸
事
件
で
東
大
を
や
め
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
大
原
社
会
問
題
研
究
所
か
ら
森
戸

と
い
っ
し
ょ
に
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
お
わ
っ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
が
ド
イ
ツ
か
ら
と
り
あ
げ
た
太
洋
丸
の
一
等
船
客
と
し
て

渡
欧
し
た
。
マ
ル
セ
ー
ユ
に
上
陸
し
、
パ
リ
で
一
週
間
ほ
ど
す
ご
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
に
入
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
革
命
後
の
荒
廃
し
た
市
民
社
会
を
見
、
約
一
ヵ
月
滞
在

し
た
の
ち
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
っ
た
。

大
内
は
マ
ル
キ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
勉
強
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
マ
ル
ク
が
安
い
と
き
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
活
に
こ
ま
ら
ず
、
洋
服
の
ポ
ケ

ッ
ト
は
い
つ
も
紙
幣
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
大
内
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
二
年
い
た
。
ド
イ
ツ
・
イ
ン
フ
レ
の
お
か
げ
で
金
は
い
く
ら
で
も
あ
る
し
、
景
色
は
い
い
し
、
酒

は
う
ま
い
し
、
毎
日
酒
を
の
み
、
う
っ
と
り
と
し
た
気
分
で
い
た
（
大
内
兵
衛
著
『
私
の
履
歴
書
』
河
出
書
房
、
昭
和
30
・
４
）。
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昼
間
は
週
に
三
、
四
回
、
大
学
の
講
義
を
き
き
、
夜
は
週
に
一
回
エ
ミ
ル
・
レ
ー
デ
ラ
ー
助
教
授
（
一
八
八
二
～
一
九
三
九
、
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
。
の
ち
に
ナ
チ
ス
に

追
わ
れ
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
）
の
演
習
に
出
席
し
た
。
そ
の
他
、
課
外
と
し
て
、
久
留
間
鮫
造
の
下
宿
屋
の
娘
さ
ん
（
学
校
の
先
生
）
に
、
ド
イ
ツ
語
を
な
ら
い
、
ゲ
ー
テ
の

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
や
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
も
の
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
。
ほ
か
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
来
た
亡
命
女
教
授
に
、
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
一
八
七
〇
～
一
九
一

二
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
れ
の
ド
イ
ツ
の
女
性
社
会
主
義
者
。
ド
イ
ツ
共
産
党
の
創
立
者
）
の
『
資
本
蓄
積
論
』（
一
九
一
三
年
）
な
ど
を
よ
ん
で
も
ら
っ
た
。

い
ち
ば
ん
よ
く
聴
い
た
の
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
弟

―
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
教
授
（
一
八
六
八
～
一
九
五
八
、
ド
イ
ツ
の
経
済
地
理
学
者
・
社
会

学
者
。
の
ち
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
る
）
だ
っ
た
と
い
う
。
大
内
は
対
談
に
お
い
て
講
義
は
よ
く
理
解
で
き
た
の
か
と
聞
か
れ
た
と
き
、「
だ
い
た
い
筋
は
わ
か
っ
た
け
れ
ど
も

…
…
」
と
い
い
、
七
、
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
わ
か
っ
た
と
、
自
信
の
ほ
ど
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
は
実
力
以
上
に
大
き
な
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
筆
記
し
て
い
た
け
ど
、
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。
満
足
に
ノ
ー
ト
を
取
る
こ
と
が
で
き
ぬ
者
が
、
ど
う
し
て
講
義
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
る
の
か
、

ふ
し
ぎ
な
気
も
す
る
。

糸
井
靖
之
（
一
八
九
三
～
一
九
二
四
）
は
、
数
え
年
の
三
十
二
歳
の
と
き
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
大
学
病
院
で
亡
く
な
っ
た
（
大
正
13
・
12
・
13
）。
糸
井
は
京
都
の
ひ

と
で
あ
る
。
宮
津
中
学
、
一
高
を
へ
て
東
京
帝
大
の
法
科
大
学
商
業
学
科
に
ま
な
ん
だ
。
統
計
学
を
専
攻
し
、
卒
業
後
、
助
手
、
助
教
授
と
な
り
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と

し
て
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
パ
リ
大
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ミ
ア
ン
教
授
に
師
事
し
た
。

か
れ
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
や
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
社
会
学
、
数
学
、
統
計
学
、
物
理
学
的
哲
学
な
ど
に
く
わ
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
畑
の
人
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
は

じ
ゅ
う
ぶ
ん
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
大
内
な
ど
に
助
け
ら
れ
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
、
ド
イ
ツ
哲
学
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
文
化
科
学
、
物
理
的
自
然
科
学
の
哲
学
な
ど
を

大
内
と
と
も
に
勉
強
し
、
議
論
し
た
（
米
沢
治
文
［
東
北
大
］「
資
料
　
糸
井
靖
之
に
つ
い
て
」『
統
計
学
』
第
18
号
所
収
、
経
済
統
計
研
究
会
、
昭
和
43
・
３
、
大
内
兵
衛

著
『
私
の
履
歴
書
』
河
出
書
房
、
昭
和
30
・
４
）。

業
績
と
し
て
は
、
論
文
「
世
界
ゴ
ム
価
格
変
動
の
研
究
」（
助
手
の
任
期
満
了
の
と
き
執
筆
し
た
も
の
）
が
あ
る
ら
し
い
（
未
見
）。
ほ
か
に
『
国
家
学
会
雑
誌
』（
大
正

８
）
に
発
表
し
た
翻
訳
が
三
篇
（「
仏
国
労
働
組
合
の
近
況
」「
優
生
学
と
経
済
学
」「
生
活
費
変
動
の
測
定
」）
あ
る
ほ
か
、
大
田
信
吉
と
の
共
訳

―
Ｅ
・
Ｗ
・
ケ
ム
メ
ラ

ー
著
『
物
価
決
定
の
法
則
』
内
田
老
鶴
圃
、
大
正
10
・
９
）
が
あ
る
。
書
い
た
も
の
は
少
な
く
、
公
に
発
表
し
た
も
の
は
ぜ
ん
ぶ
ほ
ん
訳
ば
か
り
で
あ
り
、「
何
と
し
て
も

物
足
り
な
い
感
じ
が
残
る
」（
米
沢
治
文
）
と
い
う
。
翻
訳
は
、
人
が
か
い
た
も
の
を
国
語
に
移
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
研
究
し
た
成
果
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。



090（27）

三木　清のドイツ・フランス留学記

森
　
五
郎
（
一
九
〇
一
～
八
三
）
は
、
三
木
と
知
り
あ
っ
た
こ
ろ
二
十
歳
の
美
青
年
で
あ
っ
た
。
糸
井
の
あ
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
て
、
大
内
ら
と
の
付
き
あ

い
が
は
じ
ま
っ
た
。
か
れ
は
大
内
や
糸
井
ら
に
、
毎
日
む
ず
か
し
い
問
題
を
提
起
さ
れ
さ
ん
ざ
ん
い
じ
め
ら
れ
た
。
森
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
一
高
を
出
る
と
、
東

大
法
学
部
に
入
り
、
上
杉
や
美
濃
部
ら
の
講
義
を
き
い
た
が
、
や
が
て
そ
こ
で
法
律
を
ま
な
ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
疑
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
お
わ
っ
て
か
ら
イ
ン
フ
レ
が
は
じ
ま
り
、
マ
ル
ク
が
ひ
じ
ょ
う
に
安
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
日
本
で
月
四
、
五
十
円
で
生
活
で
き

る
金
が
あ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
勉
強
で
き
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
人
に
も
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
大
方
の
者
は
留
学
計
画
に
賛
成
し
て
く
れ
た
。
大
正
十
年
九
月
、
森
は
日
本

を
発
っ
て
ド
イ
ツ
へ
む
か
っ
た
。
か
れ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
目
ざ
し
た
の
は
、
そ
こ
に
い
る
リ
ッ
カ
ー
ト
に
つ
い
て
歴
史
哲
学
を
学
ぶ
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
問
を
ま
な
ぼ
う
と
し
た
の
は
、
学
問
上
の
問
題
か
ら
で
は
な
く
、
じ
ぶ
ん
自
身
の
人
生
問
題

―
じ
ぶ
ん
が
滅
び
ゆ
く
過
去
の
階
級
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
に
生
ま
れ
、

そ
こ
に
埋
没
し
て
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
対
す
る
疑
問

―
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
米
騒
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
各
種
の
社
会
主
義
運
動
が
活
発
に
な
り
、
労
働
階
級

に
よ
っ
て
新
し
い
社
会
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
知
り
、
そ
う
い
う
階
級
に
対
し
て
ど
ん
な
貢
献
が
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
の

過
去
と
未
来
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
と
き
、
リ
ッ
カ
ー
ト
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
聞
か
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
お
も
っ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
き
た
。

大
内
、
糸
井
、
森
、
三
木
ら
は
、
毎
日
で
る
歴
史
哲
学
の
小ブ

ロ
シ
ュ
ー
レ

冊
子
（
五
〇
ペ
ー
ジ
位
の
も
の
）
を
よ
む
の
が
忙
し
く
、
そ
れ
を
よ
ん
で
、
夕
飯
の
あ
と
ネ
ッ
カ
ー
河
畔
に

あ
つ
ま
る
と
、
み
な
で
討
論
を
し
た
（「
わ
が
師
　
わ
が
兄
三
木
　
清
」）。

久く

留る

間ま

鮫さ
め

造ぞ
う

（
一
八
九
三
～
一
九
八
二
）
は
、
岡
山
の
ひ
と
で
あ
る
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
東
京
帝
大
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
し
、
翌
八
年
大
原
社
会
問
題
研

究
所
に
入
る
と
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
（
と
く
に
『
資
本
論
』）
の
研
究
に
従
事
し
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
月
か
ら
十
一
年
（
一
九
二
二
）
八
月
ま
で
ド
イ
ツ
・
イ

ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
社
会
・
労
働
関
係
の
貴
重
書
の
収
集
に
つ
と
め
た
。
か
れ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
不
明
だ
が
、
一
九
二
二
年
（
大
正

11
）
の
晩
夏
に
こ
の
学
都
を
去
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
法
政
大
学
教
授
に
就
任
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
同
研
究
所
が
法
大
に
移
管
さ
れ
る
と

所
長
と
な
り
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

多
く
の
編
著
書
が
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
に
『
経
済
学
史
』
河
出
書
房
、
昭
和
23
・
７
、『
恐
慌
論
研
究
』
新
評
論
社
、
昭
和
28
・
６
、『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ

ン
』（
全
十
五
巻
）
大
月
書
店
、
昭
和
43
～
昭
和
60
な
ど
が
あ
る
。
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北き
た

　
昤れ
い

吉き
ち

（
一
八
八
五
～
一
九
六
一
）
は
、
新
潟
県
佐
渡
の
ひ
と
で
あ
る
。
大
正
・
昭
和
期
の
国
家
社
会
主
義
者
・
北
　
一い
っ
き輝
（
一
八
八
三
～
一
九
三
七
、
二
・
二
六
事

件
で
刑
死
）
の
弟
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
五
）
の
秋

―
早
大
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
後
、
茨
城
県
立
土
浦
中
学
校
の
英
語
教
師
と
な
り
、
こ
の
と
き
の
ち
に

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
る
大お

お

峡
は
ざ
ま

秀
し
ゅ
う

栄え
い

と
知
り
あ
い
に
な
っ
た
。
大
正
三
年
か
ら
七
年
ま
で
（
一
九
一
四
～
一
九
一
八
）
早
大
講
師
を
つ
と
め
、
そ
の
後
大
東
文
化

学
院
教
授
と
な
っ
た
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
九
月
の
は
じ
め
、
三み

土つ
ち

忠
ち
ゅ
う

造ぞ
う

（
一
八
七
一
～
一
九
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
政
治
家
。『
東
京
日
々
新
聞
』
の
記
者
を
へ
て

衆
院
議
員
、
の
ち
文
相
、
蔵
相
）
の
支
援
に
よ
り
外
遊
の
途
に
あ
が
り
、
横
浜
よ
り
諏
訪
丸
に
の
り
ア
メ
リ
カ
へ
む
か
い
、
そ
れ
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
各
国
を
巡
遊

し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
よ
り
船
客
と
な
り
、
同
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
二
月
末
、
神
戸
に
帰
っ
た
。
こ
の
間
、
外
国
で
四
年
四
ヵ
月
す
ご
し
た
。

北
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
春
、
ベ
ル
リ
ン
を
辞
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
め
ざ
し
た
。
当
時
、
マ
ル
ク
は
ど
ん
ど
ん
下
落
し
、
月
百
円
も
あ
れ
ば
裕
福
な
生
活
が

で
き
た
。
は
じ
め
こ
の
学
都
で
四
ヵ
月
ほ
ど
く
ら
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
計
画
を
変
更
し
、
翌
年
の
秋
の
お
わ
り
ま
で
滞
在
し
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
下
宿
は
、
新
聞

広
告
に
よ
っ
て
み
つ
け
た
。
そ
こ
は
四
人
の
か
な
り
大
き
な
子
女
を
も
つ
未
亡
人
宅
で
あ
っ
た
。
亡
夫
は
マ
ン
ハ
イ
ム
の
有
名
な
会
社
の
副
技
師
長
で
あ
っ
た
が
、
三
、
四

ヵ
月
ま
え
に
亡
く
な
っ
た
。

北
の
下
宿
の
向
い
側
の
家
に
、
二
十
一
年
の
冬
か
ら
、
親
友
の
禅
僧
・
大
峡
秀
栄
が
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
も
三
人
の
子
供
を
か
か
え
た
家
で
あ
り
、
夫
か
ら
の
月
々
の
仕

送
り
だ
け
で
は
一
家
を
支
え
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
峡
は
家
族
の
生
活
の
す
べ
て
の
め
ん
ど
う
を
み
、
じ
ぶ
ん
と
同
じ
食
事
を
子
供
た
ち
に
も
分
け
あ
た
え
た
。

夫
人
は
大
峡
の
こ
と
を
、「
天
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
人
」（
苦
し
む
人
の
真
の
友
）
と
た
た
え
た
。

そ
の
こ
ろ
比
較
的
く
ら
し
む
き
が
よ
か
っ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
び
と
だ
っ
た
と
い
う
。

ハイデルベルクの北　昤吉
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資
本
家
…
… 

専
業
の
経
営
者
は
、
マ
ル
ク
相
場
が
ひ
く
い
た
め
、
従
業
員
の
賃
金
を
ひ
く
く
押
え
ら
れ
た
。
輸
出
が
ふ
え
、
利
益
を
え
た
。
外
貨
で
取
引
す
る
者
は
、
そ
れ
を
マ

ル
ク
に
か
え
、
有
利
に
利
用
で
き
た
。

小
商
人
…
… 

マ
ル
ク
が
下
落
す
る
と
、
自
由
に
物
価
を
つ
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

農
夫
…
…
… 
と
く
に
バ
イ
エ
ル
ン
方
面
の
農
夫
は
、
マ
ル
ク
が
下
落
す
る
と
、
農
作
物
を
高
く
売
っ
た
。

労
働
者
…
… 

輸
出
の
伸
び
に
と
も
な
い
生
産
性
が
あ
が
る
と
、
失
業
す
る
心
配
が
へ
っ
た
。
マ
ル
ク
が
下
落
す
る
と
、
労
賃
の
値
あ
げ
を
要
求
し
た
か
ら
、
生
活
は
大
し
て
悲
惨

で
は
な
か
っ
た
。

当
時
、
ド
イ
ツ
で
も
っ
と
も
み
じ
め
で
あ
っ
た
の
は
、
戦
争
未
亡
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
い
で
教
師
、
官
吏
、
牧
師
、
会
社
員
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
月
給
と
り
で
あ
っ
た
。

生
活
苦
か
ら
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
で
は
春
を
ひ
さ
ぐ
女
性
が
急
増
し
、
街
に
大
勢
す
が
た
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

北
は
ベ
ル
リ
ン
よ
り
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
る
ま
え
に
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
事
務
局
に
入
学
で
き
る
か
ど
う
か
問
い
合
わ
せ
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
（
一
九
二

一
・
三
・
九
付
）。
ま
た
手
書
き
の
き
れ
い
な
筆
記
体
の
履
歴
書
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
つ
ぎ
に
引
く
文
章
が
そ
れ
で
あ
る
。

内
容
は
、
佐さ

度ど
が

島し
ま

に
生
ま
れ
、
小
学
校
を
出
た
の
ち
、
中
学
（
ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
相
当
す
る
）
を
卒
業
し
、
ワ
セ
ダ
大
学
で
文
学
や
哲
学
を
ま
な
ん
だ
と
い
う
。

大
学
卒
業
後
、
茨
城
や
東
京
の
中
学
校
の
教
員
と
な
り
、
そ
の
後
母
校
の
ワ
セ
ダ
に
招
か
れ
五
ヵ
年
哲
学
を
お
し
え
た
と
い
う
。
そ
の
後
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
一
年
ま
な
び
、

い
ま
ベ
ル
リ
ン
大
で
勉
強
し
て
い
る
と
い
い
、
以
下
そ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
業
績
に
ふ
れ
、
署
名
し
て
い
る
。
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北
は
大
学
の
講
義
が
は
じ
ま
る
前
に
講ア
オ
ラ堂

に
あ
つ
ま
っ
た
学
生
の
す
が
た
を
み
た
と
き
、
一
驚
を
喫
し
た
。
戦
場
か
ら
帰
っ
た
者
が
多
く
、
中
に
は
片
目
の
者
、
手
足
に

負
傷
の
痕
が
あ
る
者
、
顔
に
弾
傷
や
刀
傷
の
痕
跡
を
も
つ
者
も
い
た
。
み
な
粗
末
な
衣
服
を
身
に
つ
け
、
粗
食
を
と
り
、
蒼
白
い
顔
を
し
て
い
た
。
そ
れ
に
く
ら
べ
北
は
、

為
替
の
お
か
げ
で
、
よ
い
身
な
り
を
し
て
い
た
か
ら
恥
し
い
思
い
を
し
た
。

Lebenslauf

Ich, Professor Reikichi Kita, bin geboren am 1885 Juli 21 in Sado, Japan. 

Ich besuchte die allgemeine Schule neun Jahre und dem die Chugakko, etwa 

dem deutschen Gymnasium endsprechend, fünf Jahre. Ich habe das Abgan-

gesexamen dieser Schule bestanden und dann an der Was
ママ
seda-Universität 

zu Tokio Literatur und Philosophie studiert.

Nach Absolvierung der Universität und Ablegung der vorgeschrietenen 

Examina wurde ich Lehrer an der Chugakko in Iw
ママ

aragi und dann an der 

Chugakko in Tokio. 1913 bekam ich einen Ruf an die Universität zu Tokio 

(Wasseda-Universität) und lehrte dort 5 Jahre lang Philosophie, 1918 bis 

1919 studierte ich wiederum an der Harvard-Universität. Seit 1920 studiere 

ich an der Universität Berlin.

Meine Veröffendlichungen sind,

1.　Übersetzung: Prof. T. K. Rogers’ Students’ History of Philosophy.

2.　　　　〃　　　: Prof. Höffding’s Geschichte der neueren Philosophie.

3.　Kritische Darstellung der Philosophie von Bergson.

4.　Zwei Bücher über sociale und moralische Probleme.

　　　　 Berlin, Spessartstr. 13. 　　　　　　R. Kita

　　　　　　(Wilmersdorf)
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あ
る
と
き
北
は
、
両
替
の
た
め
に
銀
行
へ
い
き
、
邦
貨
百
円
ほ
ど
を
マ
ル
ク
に
か
え
た
。
そ
の
と
き
マ
ル
ク
の
札
た
ば
を
受
け
と
っ
た
が
、
財
布
は
も
と
よ
り
ポ
ケ
ッ
ト

に
も
入
れ
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
量
で
あ
り
、
カ
バ
ン
の
中
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
か
れ
は
そ
の
と
き
ド
イ
ツ
人
ら
の
う
ら
や
ま
し
げ
な
視
線
が
気
に
な
っ
た
。
成
金
の
ほ
こ
り

よ
り
も
、
悪
い
こ
と
を
し
て
不
正
の
利
益
を
得
て
い
る
よ
う
で
、
良
心
が
と
が
め
た
と
い
う
。

北
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
や
グ
ン
ド
ル
フ
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
講
義
や
演
習
を
と
っ
た
。
一
九
二
一
年
（
大
正
11
）
の
夏
学
期
か
ら
二
十
二
年
（
大
正
12
）
の
冬
学
期
に
か
け
て

受
講
し
た
も
の
。

　
　
一
九
二
一
年
の
夏
ゾ
ン
マ
ー
ゼ
メ
ス
タ
ー

学
期
。

講
義
　
哲
学
入
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
、
火
、
木
、
金
の
夕
方
五
時
か
ら
六
時
ま
で
。

 

注
・
リ
ッ
カ
ー
ト
の
担
当
か
（
宮
永
）。

演
習
　
論
理
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
の
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
。

　
　
一
九
二
一
年
～
一
九
二
二
年
の
冬
ヴ
ィ
ン
タ
ー
ゼ
メ
ス
タ
ー

学

期
。

講
義
　
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ー
ス
ト
』
　
　
　
月
、
火
、
木
、
金
の
夕
方
五
時
か
ら
六
時
ま
で
。

 

注
・
グ
ン
ド
ル
フ
の
担
当
か
。

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
　
　
　
　
　
　
水
の
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
。

講
義
　
科
学
、
芸
術
、
宗
教
に
お

け
る
感
想
的
な
生
活
哲
学

（
世
界
観
の
お
し
え
）

　
　
　
　
月
、
火
、
木
、
金
の
夕
方
五
時
か
ら
六
時
ま
で
。

 

注
・
リ
ッ
カ
ー
ト
の
担
当
か
。

演
習
　
ド
イ
ツ
の
神
秘
家

の
著
作
に
関
連
し

て
の
宗
教
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
水
の
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
。
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注
・Julika W

ilbert 

記 D
er Philosoph und Politiker K

ita R
eikichi (1885-1961) 

を
参
照
し
、
手
を
く
わ
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 Japanische Studenten in H

eidelberg, A
rchiv und M

useum
 der U

niversität H
eidelberg, Schriften 19 

所
収
、herausgegeben 

von W
erner M

oritz, 2013

な
お
北
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
自
宅
に
お
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、
二
度
ば
か
り
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
た
（
時
期
は
不
明
）。

演
題
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
概
念
論
」
に
つ
い
て
…
… 

北
は
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
（
一
八
四
二
～
一
九
一
八
、
カ
ン
ト
哲
学
を
論
理
主
義
と
し
て
把
握
す
る
と
い

っ
た
新
し
い
解
釈
方
法
の
開
拓
者
）
と
の
意
外
な
一
致
点
を
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
事
実
判
断
と
価
値
判
断
の
区
別
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
来
て
い
る
こ
と

―
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
判
断
論
の
四
分
法
を
攻
撃
し
て
い
る
が
、
か
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
事
実
判
断
と
価
値
判
断
の
ち
が

い
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
、
北
は
主
張
し
た
。

北
の
こ
の
よ
う
な
意
見
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ラ
ー
（
一
八
七
四
～
一
九
四
五
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
当
時
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
教
授
、
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
。
近
代

哲
学
と
科
学
に
お
け
る
認
識
問
題
を
研
究
し
た
。
思
性
の
構
造
、
象
徴
形
式
の
哲
学
を
探
求
し
た
。
概
念
の
認
識
は
具
体
的
形
式
に
お
い
て
受
容
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し

た
）
の
『
認
識
の
諸
問
題
』（
一
九
〇
六
～
二
三
）
の
あ
る
一
節
か
ら
ヒ
ン
ト
を
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

北
に
よ
る
と
、
こ
の
発
表
に
要
し
た
時
間
は
三
ヵ
月
、
い
ま
ま
で
に
な
い
努
力
を
し
た
と
い
う
。
内
容
に
つ
い
て
の
リ
ッ
カ
ー
ト
の
講
評
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
中
の
も

っ
と
も
む
ず
か
し
い
個
所
だ
か
ら
、
多
く
の
参
考
書
を
あ
さ
っ
た
労
を
多
と
し
た
。
が
、
ド
イ
ツ
語
の
発
音
の
ま
ず
さ
を
指
摘
さ
れ
た
。

演
題
　
　
日
本
の
神
秘
主
義
に
つ
い
て
（
禅
と
の
関
わ
り
で
）
…
… 

ド
イ
ツ
人
の
観
る
と
こ
ろ
、
日
本
人
と
い
う
の
は
政
治
が
た
く
み
で
あ
り
、
好
戦
的
で
あ
り
、
じ
っ
さ
い
的

な
民
族
で
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
人
は
、
神
秘
主
義
に
染
っ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
と
い
っ
た
先
入
見
を
ド
イ
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ツ
人
は
も
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
演
題
そ
の
も
の
が
か
れ
ら
の
興
味
を
ひ
き
、
ゼ
ミ
生
以
外
の
女
子
学
生
も

傍
聴
し
た
。

話
の
中
心
は
、
観
照
的
な
宗
教
が
、
じ
っ
さ
い
の
現
実
生
活
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
か

―
禅
で
い
う
悟
さ
と
り

（
心
の
ま
よ
い
が
解
け
、
真
理
を
会
得
す
る
こ

と
）
と
行

ぎ
ょ
う

（
宗
教
上
の
き
め
ら
れ
た
行
為
）
と
の
関
係

―
リ
ッ
カ
ー
ト
か
ら
い
え
ば
、
未
解
決
の
観
照
（
対
象
の
本
質
を
客
観
的
か
つ
冷
静
に
み
つ
め
る
こ
と
）
と
活
動

と
の
問
題
で
あ
っ
た
。

北
は
草
案
の
ド
イ
ツ
文
を
ヘ
リ
ン
ゲ
ル
に
訂
正
し
て
も
ら
い
、
ま
た
別
人
か
ら
、
発
表
の
前
夜
、
発
音
を
直
し
て
も
ら
っ
た
。
東
洋
人
に
よ
る
研
究
発
表
の
せ
い
か
、
大

目
に
み
て
も
ら
え
た
よ
う
で
、
ド
イ
ツ
の
聴
衆
は
床
を
足
で
た
た
い
て
祝
意
を
表
し
て
く
れ
た
。
が
、
三
木
　
清
の
眼
に
は
、
北
の
発
表
は
、
大だ

い

道ど
う

芸
人
の
大
み
え
（
大
道

で
み
せ
る
大
げ
さ
な
芝
居
）
の
よ
う
に
写
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
加
藤
将
之
著
『
随
筆
　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
神
話
』
短
歌
新
聞
社
、
昭
和
47
・
12
、
一
五
四
頁
）。

北
に
よ
る
と
、
日
本
留
学
生
が
、「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
流
れ
込
ん
だ
」
の
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
12
）
の
四
月
か
ら
だ
と
い
う
。

石
原
　
謙
や
大
峡
秀
栄
、
近
藤
博
士
（
金
沢
医
大
）
な
ど
は
す
で
に
こ
の
地
で
住
ん
で
い
た
が
、
や
が
て
大
内
兵
衛
に
つ
づ
い
て
、
森
　
五
郎
（
東
大
の
学
生
）

三
木
　
清
（
岩
波
書
店
の
派
遣
留
学
生
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
代
　
某
（『
日
本
新
聞
』
経
済
部
長
）

山
下
　
某
（
日
本
大
学
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
敬
三
（
彦
根
高
商
教
授
）

増ま
す

田だ

慈じ

良
り
ょ
う

（
真
言
宗
僧
侶
、
初
期
イ
ン
ド
仏
教
の
研
究
家
、
大
正
大
学
）　

な
ど
が
や
っ
て
来
た
。

北
、
石
原
、
大
峡
ら
三
人
は
、
ヘ
リ
ン
ゲ
ル
に
た
の
ん
で
ゲ
ー
テ
や
カ
ン
ト
の
講
義
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、

の
ち
に
大
峡
の
下
宿
に
場
所
を
移
し
て
や
っ
て
も
ら
う
こ
ろ
に
は
、
三
木
、
山
下
、
増
田
、
藤
田
、
森
、
能
代

ら
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
北
の
下
宿
で
は
、
ヘ
リ
ン
ゲ
ル
に
よ
る
別
途
の
研
究
会
が
お
こ
な

わ
れ
、
そ
れ
に
は
大
峡
や
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
（
不
詳
）
の
ほ
か
、
三
、
四
人
の
ド
イ
ツ
女
性
が
出
席
し
た
。

大正大学教授時代の
増田慈良
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し
て
く
れ
る
北
の
下
宿
で
と
っ
た
。
信
仰
は
禅
宗
で
あ
っ
た
。

い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
用
意
し
、
近
所
の
子
供
た
ち
に
そ
れ
を
あ
た
え
た
。
あ
る
と
き
、
か
れ
は
北
に
提
案
し
た
。
生
活
上
の
快
を
む
さ
ぼ
ら
ず
、
そ
の

一
部
を
周
囲
の
こ
ま
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
人
に
わ
け
与
え
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
。
そ
の
後
、
苦
境
に
あ
る
家
族
の
家
計
を
た
す
け
、
一
片
の
肉
も
主
婦
と
子
供
た
ち
と
分
け

あ
っ
た
。

大
峡
と
北
は
、
週
に
一
、
二
度
、
ド
イ
ツ
人
と
夜
会
を
も
よ
お
し
た
。
そ
の
と
き
大
学
の
二
、
三
の
私
講
師
、
下
宿
先
の
二
人
の
主
婦
、
彼
女
ら
の
女
友
だ
ち
が
二
、
三

人
あ
つ
ま
っ
た
。
そ
の
集
会
は
、
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
ド
イ
ツ
人
に
は
大
き
な
慰
安
で
あ
り
、
大
峡
ら
に
と
っ
て
は
ド
イ
ツ
語
会
話
を
ま
な
ぶ
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。

大
峡
は
か
れ
ら
か
ら
見
れ
ば
異
教
徒
で
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
よ
う
な
人
性
を
も
ち
、
他
人
の
幸
福
や
利
益
を
行
為
の
目
的
と
す
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
か
れ
は

留
学
中
に
『
禅

―
日
本
に
お
け
る
生
け
る
仏
教
』Zen der lebendige B

uddhism
us in Japan 

を
ド
イ
ツ
語
で
か
い
て
出
版
し
た
。
帰
国
後
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三

九
）
ま
で
成
蹊
高
校
に
つ
と
め
退
職
し
た
。
そ
の
後
、
日
暮
里
駅
ち
か
く
に
禅
道
場
「
拓た

く

木ぼ
く

寮
り
ょ
う

」
を
創
設
し
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
十
六
日
亡
く
な
っ
た
。

一
九
二
二
年
（
大
正
12
）
十
月

―
北
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
去
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
送
別
会
が
一
流
ホ
テ
ル
「
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
」（
駅
に
ち
か
い
レ
オ
ポ
ル
ド
街
六
番
地
。
ベ
ラ
ン
ダ
と
庭
園
が
あ
る

―
ベ
デ
ィ
カ
ー
、T

he R
hine, 1911

）
で
開
か
れ

た
。
こ
の
学
都
を
は
な
れ
る
と
き
、
大
勢
の
ド
イ
ツ
人
や
日
本
人
が
駅
ま
で
見
送
っ
た
。
北
の
下
宿
先
の
夫
人
と
そ
の
姪
た
ち
は
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
ま
で
北
に
同
行
し
、
こ
の
港
町
で
別
れ
を
お
し
ん
だ
。
…
…

大
日
本
主
義
、
ア
ジ
ア
主
義
を
と
な
え
た
北
は
、
帰
国
後
『
日
本
新
聞
』（
大
正
14
）、
哲
学
雑
誌
『
学
苑
』（
昭
和
２
）、
雑
誌

『
祖
国
』（
昭
和
３
）
を
創
刊
、
主
宰
し
た
。
こ
の
間
、
帝
国
音
楽
学
校
校
長
、
大
正
大
学
教
授
を
つ
と
め
た
。
の
ち
多
摩
美
術
大

学
を
創
設
し
た
（
昭
和
10
）。
そ
の
後
、
衆
院
議
員
（
昭
和
11
）
に
当
選
、
戦
後
は
自
由
民
主
党
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
。

北
の
親
友
で
あ
っ
た
大
峡
秀
栄
（
一
八
八
三
～
一
九
五
一
）
は
、
山
形
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
大
の
文
科
大
学
を
出
た
の
ち
、

土
浦
中
学
の
英
語
教
師
と
な
っ
た
。
あ
と
か
ら
同
校
に
赴
任
し
て
き
た
北
と
お
な
じ
下
宿
に
住
み
、
兄
弟
と
お
な
じ
に
親
ん
だ
。

大
峡
は
の
ち
に
成
蹊
高
等
学
校
の
教
授
と
な
り
、
一
九
二
一
年
（
大
正
10
）
十
二
月
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
き
た
。
大
峡
は

あ
と
か
ら
や
っ
て
来
た
北
と
、
十
三
、
四
年
ぶ
り
で
再
会
し
た
。
両
人
は
下
宿
は
別
々
で
あ
っ
た
が
、
夕
食
は
う
ま
い
料
理
を
出

じゃがいもを買い求め，ベルリンに帰る市民
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享
年
六
十
三
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

北
　
昤
吉
著
『
哲
学
行
脚
』
新
潮
社
、
大
正
15
・
５
、
西
山
松
之
助
（
一
九
一
二
～
？
、
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
）
の

記
事
「
め
ぐ
り
あ
い
　
大
峡
秀
栄
先
生
」『
毎
日
新
聞
』
昭
和
56
・
７
・
29
付
を
参
照
。

鈴
木
宗む

ね

忠た
だ

（
一
八
八
一
～
一
九
六
三
）
は
、
愛
知
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
明
治
か
ら
昭
和
期
の
宗
教
学
者
、
哲
学
者
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
東
京
帝
大
文
科

大
学
哲
学
科
に
お
い
て
宗
教
学
（
大
乗
仏
教
）
を
専
攻
し
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
郷
里
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
東
観
音
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二

四
）
東
北
帝
大
教
授
。
の
ち
立
正
大
学
（
昭
和
19
）、
駒
沢
大
学
（
昭
和
27
）、
日
本
大
学
（
昭
和
30
）
の
教
授
を
歴
任
し
た
。
宗
教
関
係
の
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
三
木
と

は
じ
め
て
ど
こ
で
会
っ
た
の
か
不
明
。

阿
部
次
郎
（
一
八
八
三
～
一
九
五
九
）
は
、
山
形
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
大
正
・
昭
和
期
の
哲
学
者
で
あ
る
。
一
高
を
へ
て
東
大
文
科
大
学
哲
学
科
に
ま
な
ん
だ
。『
三
太

郎
の
日
記
』（
大
正
３
）
で
そ
の
名
は
ひ
ろ
く
知
ら
れ
た
。
か
れ
は
生
前
、
慶
大
・
日
本
女
子
大
・
東
北
大
で
教
鞭
を
と
っ
た
が
、
東
北
大
に
着
任
す
る
ま
え
の
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
十
二
月
、
文
部
省
在
学
研
究
員
と
し
て
美
学
研
究
の
た
め
、
ド
イ
ツ
へ
の
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
帰
国
後
東
北
帝
大
教
授
に
就
任
し
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
五
月
十
一
日

―
か
れ
は
門
司
か
ら
箱
根
丸
に
の
り
、
欧
州
留
学
の
途
に
の
ぼ
り
、
六
月
二
十
日
マ
ル
セ
ー
ユ
に
到
着
し
た
。

上
陸
後
、
こ
の
港
町
で
一
泊
し
、
そ
の
後
リ
ヨ
ン
を
へ
て
パ
リ
に
出
、
こ
の
市
で
二
週
間
ほ
ど
す
ご
し
た
。
そ
の
間
に
オ
ペ
ラ
を
み
た
り
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
な
ど
を
見

学
し
て
時
を
す
ご
し
た
。

あ
る
夜
、
オ
ペ
ラ
「
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ァ
ン
の
死
」（
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
ヨ
作
）
を
観
、
芝
居
が
は
ね
て
夜
十
二
時
ご
ろ
、
広
場
に
で
た
ら
、
肩
を
た
た
く
者
が
い
た
。
ふ
り

か
え
る
と
女
で
あ
っ
た
。
女
は
笑
い
つ
つ
去
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
‘
夜
の
女
’
の
よ
う
だ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
そ
の
種
の
女
性
が
多
く
み
ら

れ
、
の
ち
に
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
、
こ
ん
ど
か
れ
は
‘
町
の
女
’
に
つ
か
ま
っ
た
。

阿
部
は
七
月
上
旬
に
ベ
ル
リ
ン
に
着
く
と
、
一
ヵ
月
ほ
ど
ノ
イ
エ
バ
イ
ロ
イ
ド
街
二
番
地
の
下
宿
に
滞
在
し
、
戦
後
急
転
直
下
び
ん
ぼ
う
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
人
と
そ
の
社

会
や
文
化
に
ふ
れ
た
。
が
、
や
が
て
い
ろ
い
ろ
な
理
由
か
ら
ベ
ル
リ
ン
が
い
や
に
な
り
、
汽
車
で
十
二
時
間
ほ
ど
の
所
に
あ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
動
し
た
。

ド
イ
ツ
に
入
国
し
て
ほ
ど
な
く
、
故
国
か
ら
の
手
紙
が
き
て
い
な
い
か
た
し
か
め
る
た
め
に
、
日
本
大
使
館
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
と
き
、
道
に
ま
ご
つ
き
も
た
も
た
し
た
。
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女
（
甘
い
声
で
）　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
は
女
が
こ
わ
い
ん
で
す
か
？

阿
部
（
大
げ
さ
に
微
笑
し
な
が
ら
）　
え
え
、
ぼ
く
は
ひ
じ
ょ
う
に
女
が
こ
わ
い
ん
で
す
。

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
は
い
い
家う
ち

を
知
っ
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
で
は
な
い
…
…
。
あ
な
た
、
わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
に
そ
こ
へ
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
？

阿
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
、
い
や
。

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
は
「
い
や
、
い
や
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
し
か
し
「
え
え
、
え
え
」
の
方
が
、
ず
っ
と
い
い
こ
と
で
す
よ
。

阿
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
え
。

女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

阿
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
（
行
か
な
い
）
！

す
る
と
そ
の
女
は
、
あ
き
ら
め
た
の
か
、
か
れ
の
腕
を
は
な
す
と
去
っ
て
い
っ
た
（「
遊
欧
雑
記
　
独
逸
の
巻
」）。

ま
た
阿
部
は
ベ
ル
リ
ン
の
ノ
イ
エ
バ
イ
ロ
イ
ト
街
二
番
地
の
下
宿
（
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ド
未
亡
人
宅
）
に
い
た
と
き
、
Ｇ
と
い
う
ブ
ロ
ン
ド
の
髪
を
し
た
美
人
の
女
中
と
親

し
く
な
っ
た
。
阿
部
が
ベ
ル
リ
ン
に
来
て
四
日
目

―
七
月
八
日
の
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
家
主
（
学フ
ラ
ウ
ド
ク
ト
ル

士
夫
人
）
と
小
さ
な
娘
は
、
外
出
し
て
い
た
。
阿
部
が
こ
の
家
の
奥
に

あ
る
ト
イ
レ
へ
行
っ
た
と
き
、
台
所
で
働
い
て
い
た
Ｇ
か
ら
呼
び
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
と
き
む
か
し
横
浜
に
い
た
と
い
う
ド
イ
ツ
人
が
、
日
本
の
大
使
館
は
こ
ち
ら
だ
と
い
っ
て
案
内
し
て
く

れ
た
。
別
れ
ぎ
わ
に
、
貧
し
く
て
妻
子
を
や
し
な
う
こ
と
が
で
き
ぬ
か
ら
、
い
く
ら
か
め
ぐ
ん
で
く
れ
な
い

か
、
と
い
う
の
で
、
五
マ
ル
ク
あ
た
え
た
。

七
月
七
日
、
日
本
大
使
館
の
Ｙ
氏
（
矢
野
正
雄

―
、
東
京
帝
大
法
科
大
学
を
卒
業
後
、
陸
軍
省
主
計
課

に
入
省
し
、
お
も
に
赴
任
先
の
情
報
収
集
に
つ
と
め
た
）
宅
に
招
か
れ
、
そ
こ
で
二
、
三
の
一
高
仲
間
と
会

っ
た
。
十
二
時
ち
か
く
ま
で
昔
ば
な
し
は
尽
き
な
か
っ
た
。
阿
部
は
深
夜
の
夜
道
を
あ
る
い
て
下
宿
に
帰
る

と
き
、
ギ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
広
場
で
‘
夜
の
女
’
に
つ
か
ま
っ
た
。
女
は
か
れ
に
腕
を
組
み
か
け
て
き
た
。

そ
の
と
き
、
相
手
の
女
性
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
し
た
。

阿部が下宿したシュヴァルツ一家の人々
（ハイデルベルク）。



080（37）

三木　清のドイツ・フランス留学記

Ｇ
　
　W

ヴ
ォ
レ
ン

ollen S

ズ
ィ
ー

ie M

ミ

ル

ヒ

ilch h

ハ
ー
ベ
ン

aben?

（
ミ
ル
ク
い
り
ま
せ
ん
か
）

阿
部
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
語
を
聞
く
と
、
な
ぜ
女
中
は
ミ
ル
ク
の
こ
と
を
い
う
の
か
、
真
意
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で M

ilch? 

と
問
い
返
す
と
、
そ
れ
が M

ilch 

で

な
く m

ミ

ヒ

ich

（
私
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
彼
女
は
「
わ
た
し
が
欲
し
い
か
」
と
尋
ね
た
の
で
あ
る
。

Ｇ
は
金
持
に
な
り
た
い
。
金
持
で
善
良
な
あ
な
た
の
よ
う
な
人
と
結
婚
し
た
い
。
日
本
へ
も
い
き
た
い
。
し
か
し
、
あ
な
た
は
婚
約
者
が
い
る
ん
で
し
ょ
う
、
と
い
っ
た
。

阿
部
は
、
日
本
へ
行
き
た
け
れ
ば
、
連
れ
て
行
こ
う
か
と
い
う
と
、
彼
女
は H

ハ
ー

a, h

ハ
ー

a, h

ハ
ー

a! 

と
高
笑
い
し
た
（「
伯
林
の
夏
」）。

十
三
日
に
阿
部
は
、
一
週
間
分
の
部
屋
代
そ
の
他

計
一
七
八
〇
マ
ル
ク

の
支
払
い
に
、
二
〇
〇
〇
マ
ル
ク
を
Ｇ
に
わ
た
し
、
家
主
に
つ
り
は
い
ら
ぬ
、
と
い
っ
て
来
い
と
命
じ
た
。
こ
の
と
き
彼
女
は
「
あ
な
た
は
侯
フ
ュ
ル
ズ
ト爵
か
」
と
聞
い
た
。「
そ
う

じ
ゃ
な
い
」
と
答
え
る
と
、「
そ
れ
で
は
つ
り
を
も
っ
て
来
ま
す
」
と
い
っ
た
。
阿
部
は
つ
り
銭
で
新
し
い
ス
リ
ッ
パ
ー
、
菓
子
な
ど
を
も
と
め
、
そ
の
家
に
贈
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
物
価
は
徐
々
に
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
Ｇ
と
阿
部
と
の
関
係
は
親
密
の
度
を
ふ
か
め
て
い
っ
た
。
か
れ
は
ベ
ル
リ
ン
を
去
る
と
き
に
、
Ｇ
に
二
〇
〇
〇
マ
ル
ク

相
当
の
金
を
あ
た
え
た
が
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
邦
貨
に
し
て
十
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
妻
子
も
ち
の
阿
部
が
ベ
ル
リ
ン
で
抱
い
た
苦
悩
は
、
欲
望
が
充
た
さ
れ
ぬ
こ
と
か
ら

来
る
緊
張
と
性
の
ま
ひ
的
な
飢
餓
で
あ
り
、
女
に
惑
溺
し
た
と
き
の
堕
落
で
あ
っ
た
。
教
養
の
ひ
く
い
Ｇ
と
ね
ん
ご
ろ
に
な
っ
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
あ
ま

り
に
も
少
な
く
、
か
れ
は
そ
れ
で
は
生
き
て
い
け
な
か
っ
た
。
Ｇ
が
か
れ
に
与
え
ら
れ
る
も
の
は
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
美
貌
と
肉
体
だ
け
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
女
か
ら
逃
げ
る

よ
う
な
形
で
ベ
ル
リ
ン
を
あ
と
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
い
た
石
原
　
謙
に
し
ば
ら
く
滞
在
で
き
る
下
宿
を
捜
し
て
ほ
し
い
旨
の
手
紙
が
送
っ
た
の
は
八
月
上
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
石
原
は
前
年
（
一
九
二

一
）
の
夏

―
休
養
の
た
め
し
ば
ら
く
住
ん
だ
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
夫
人
の
邸
宅
（
古
城
公
園
の
上
手
の
ヴ
ォ
ル
フ
ス
ブ
ル
ン
ネ
ン
道
に
位
置
）
が
よ
い
と
考
え
、
同
夫
人
と
会
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っ
て
た
の
ん
だ
ら
快
諾
を
え
た
の
で
、
折
り
返
し
そ
の
家
の
大
体
を
か
い
て
阿
部
の
も
と
へ
送
っ
た
。

八
月
八
日
の
夕
方
七
時
半
ご
ろ

―
阿
部
は
一
高
の
と
き
の
旧
友
・
林
　
久
男
を
と
も
な
っ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
き
た
。
石
原
は
両
人
と
予
定
し
て
お
い
た
グ

ラ
ン
ト
テ
ル
（
ロ
ー
ア
バ
ッ
ヒ
ャ
ー
街
六
番
地
に
あ
る
一
流
ホ
テ
ル
）
へ
行
こ
う
と
し
た
ら

―

矢
野
正
雄
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
転
任
す
る
ま
え
の
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館
書
記
官
）
夫
妻

吹す
い

田た

順
じ
ゅ
ん

助す
け

（
一
八
八
三
～
一
九
六
三
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
ド
イ
ツ
文
学
者
。
山
形
高
教
授
を
へ
て
、
後
年
一
ツ
橋
、
中
央
大
学
教
授
）

ら
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
図
ら
ず
も
五
人
の
一
高
同
級
生
が
二
十
年
ぶ
り
で
異
郷
で
再
会
し
た
。
そ
こ
で
一
行
六
名
は
、
駅
ち
か
く
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ト
・
ラ
イ
ヒ
ス
ポ
ス

ト
」
で
夕
食
を
と
っ
た
の
ち
、
灯
火
の
く
ら
い
街
を
ぶ
ら
つ
き
、
新ノ

イ
エ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

し
い
橋
ま
で
来
る
と
、
そ
の
ほ
と
り
か
ら
ハ
イ
リ
ゲ
ン
山
ベ
ル
ク
の
す
が
た
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
心
お
き
な
く
日

本
語
で
語
り
あ
っ
た
（
阿
部
）。

阿
部
は
八
月
十
日
か
ら
新
居
に
移
っ
た
（
石
原
　
謙
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
『
山
腹
の
家
』」）。

か
れ
は
講
義
を
う
け
る
の
に
先
立
っ
て
、
履レ

ー
ベ
ン
ス
・
ラ
オ
フ

歴
書
を
か
き
、
そ
れ
を
大
学
に
提
出
し
て
い
た
。
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こ
の
略
歴
は
、
生
年
月
日
に
は
じ
ま
り
、
小
・
中
学
校
を
出
た
の
ち
、
一
高
、
東
大
に
入
学
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
高
に
入
っ
た
の
は
、
大
学
の
哲
学
科
に
入
る

た
め
の
準
備
の
た
め
と
い
う
。
つ
い
で
東
京
帝
大
に
ま
な
び
、
博
士
号
を
得
て
卒
業
し
た
の
ち
、
慶
応
大
の
教
授
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
二
二
年
三
月
、

政
府
の
命
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
途
に
の
ぼ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

阿
部
は
不
精
な
人
間
で
あ
っ
た
。
毎
日
、
下
宿
に
お
い
て
‘
ど
て
ら
’（
綿
を
入
れ
た
防
寒
用
の
和
服
）
を
着
て
本
を
よ
ん
で
い
た
。
が
、
十
一
月
二
十
日
つ
い
に
山
を

Lebenslauf.

Ich bin am 27 sten August 1883 zu Yamagata (Japan) geboren worden,

1889-1896 besuchte ich die Elementarschule zu Yamagata,

1896-1901 die Mittelschule (Gymnasium) zu Yamagata,

1901-1904 habe ich in der Ersten Hochschule (humanistischem Ober 

gymnasium) zu Tokyo die Vorbereitung für die philosophische Fakultät in 

der Universität bekommen,

1904-1907 habe ich in der Kaiserlichen Universität zu Tokyo Philoso-

phie studert, und am Schlusse der Periode das Reifezeugnis (D
マ マ

octor 

philosophie) erhalten,

1920-1922 bin ich Professor an der Keio Universität gewesen,

Im März 1922 bin ich von des Regierung zum Studium nach Europe ge-

sandt worden.

 Jiro Abe　　　　　

注
・
こ
こ
に
在
ド
イ
ツ
日
本
大
使
館
の
㊞
が
あ
る
。

注
・
こ
こ
に
大
学
側
の
受
領
㊞
が
あ
る
。

　
　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
文
書
館
・
博
物
館
蔵
。

　
　
原
文
は
筆
記
体
。



（40）077

お
り
る
と
、
大
学
の
会
計
課
に
い
き
、
三
つ
の
講
義
の
聴
講
料
を
払
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
二
二
年
～
二
三
年
の
冬
ヴ
ィ
ン
タ
ー
ゼ
メ
ス
タ
ー

学

期
に
出
席
す
る
た
め
の
手
続
き
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
人
か
ら
講
義
に
つ
い
て
の
情
報
を
え
て
い
た
が
、
ど
の
講
義
も
あ
ま
り
気
の
り
が
し
な
か
っ
た
。
服
を
着
が
え
て
出
か
け
る
の
が
お
っ
く
う
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
大
学
の
講
義
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
そ
の
様
子
を
知
り
た
い
気
は
あ
っ
た
。

か
れ
が
登
録
し
た
の
は

―

講
義
　
　
リ
ッ
カ
ー
ト
の
「
カ
ン
ト
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
ま
で
」　
　
　
　
　
　
　
　
教
場
は
二
階
の
奥
の
小
教
室
か
。
月
、
火
、
木
、
金
の
夕
方
五
時
か
ら
六
時
ま
で
。

講
義
　
　
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
ン
ド
ル
フ
の
「
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
文
学
史
」　
　
教
場
は
三
階
の
奥
の
大
教
室
。

講
義
　
　
カ
ー
ル
・
ノ
イ
マ
ン
の
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
そ
の
時
代
」

な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

夕
方
の
五
時
き
っ
か
り
に
講
義
室
に
電
灯
が
つ
く
と
、
聴
講
生
は
そ
こ
へ
つ
ぎ
つ
ぎ
入
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
は
け
っ
し
て
大
き
な
部
屋
で
は
な
く
、
東
大
文
科
の
二
十
番

教
室
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
か
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
講
義
し
た
の
も
そ
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
白
い
壁
は
よ
ご
れ
て
黒
ず
ん
で
お
り
、
下
半
分
は
グ
レ
ー
色
で
あ
っ
た
。

横
長
の
机
の
う
え
に
は
、
学
生
が
ナ
イ
フ
で
刻
ん
だ
じ
ぶ
ん
の
名
や
落
書
き
が
み
ら
れ
た
。
授
業
を
う
け
る
者
は
、
年
齢
も
国
籍
も
雑
多
で
あ
り
、
寝
る
と
き
か
ぶ
る
帽
子

（
ナ
ッ
ハ
ト
・
ミ
ュ
ッ
ツ
ェ
）
の
よ
う
な
も
の
を
か
ぶ
っ
た
お
じ
い
さ
ん
が
お
れ
ば
、
け
っ
し
て
美
人
と
は
い
え
ぬ
女
性
た
ち
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
利
口
そ
う
な
学
生
、
二
、
三

の
日
本
留
学
生
も
い
た
。

そ
こ
へ
せ
か
せ
か
と
白
髪
の
老
人
が
入
っ
て
き
て
、
教
壇
に
あ
が
る
と
、
椅
子
に
す
わ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
で
あ
っ
た
。
阿
部
は
リ
ッ
カ
ー
ト
は
や
せ
た
、

落
ち
つ
き
の
あ
る
人
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
た
が
、
実
物
は
そ
う
で
は
な
く
、
皮
ふ
の
た
る
ん
だ
、
ぜ
い
肉
の
つ
い
て
い
る
よ
う
な
、
す
こ
し
ぶ
か
ぶ
か
な
感
じ
が
す
る

老
人
で
あ
っ
た
。

リ
ッ
カ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
講
義
し
た
の
か
。
そ
れ
は
張
り
や
落
ち
つ
き
の
な
い
調
子
で
、
草
稿
を
よ
み
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
朗
読
の
と
き
、
神
経
質
に
手
を
う
ご

か
し
、
講
義
に
濃
淡
を
つ
け
よ
う
と
す
る
。
が
、
受
講
者
の
緊
張
は
そ
う
長
く
は
も
た
な
い
。
例
の
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
っ
た
老
人
は
、
居
ね
む
り
を
は
じ
め
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
学
生
は
熱
心
に
教
壇
を
み
あ
げ
て
い
る
。
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と
き
ど
き
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
パ
ウ
ル
ゼ
ン
（
一
八
四
六
～
一
九
〇
八
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
倫
理
学
者
・
教
育
学
者
。
ベ
ル
リ
ン
大
教
授
）
や
コ
ー
ヘ

ン
の
名
を
引
き
、
じ
ぶ
ん
と
は
違
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
と
き
‘

誤
ミ
ス
フ
ェ
ア
シ
ュ
テ
ン
ト
ニ
ス

解

’
と
い
う
こ
と
ば
を
多
用
す
る
。
講
義
が
お
わ
る
こ
ろ
、
こ
の

つ
ぎ
の
講
義
に
お
い
て
大
事
な
こ
と
を
い
う
と
予
告
す
る
。

一
時
間
の
授
業
を
聞
い
た
あ
と
の
タ
バ
コ
は
う
ま
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
山
を
の
ぼ
っ
て
下
宿
に
か
え
る
阿
部
の
頭
の
な
か
は
、
ざ
わ
つ
い
て
お
り
、
い
ら
だ
っ
て
い
た
。

帰
宅
す
る
と
、
老
夫
人
が
リ
ッ
カ
ー
ト
の
講
義
は
ど
う
で
し
た
、
と
聞
い
た
の
で
、
大
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
た
。
す
る
と
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ル
ト
党
の
彼
女
は
、

そエ
ス

　フ
ロ
イ
ト

　ミ
ッ
ヒ

れ
は
う
れ
し
い
と
い
っ
た
。
そ
の
あ
と
夫
人
と
嫁
に
い
っ
た
娘
が
、
口
を
そ
ろ
え
て
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ル
ト
が
生
き
て
い
た
ら
、
あ
な
た
は
き
っ
と
毎
日
か
れ
の
講
義
を

聴
き
に
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
と
い
っ
た
。
が
、
阿
部
は
内
心
で
は
、
行
く
か
ど
う
か
わ
か
り
ゃ
し
な
い
と
思
っ
た
。

阿
部
は
リ
ッ
カ
ー
ト
の
講
義
を
一
度
聴
い
た
だ
け
で
、
そ
の
後
出
席
す
る
こ
と
を
や
め
た
。
リ
ッ
カ
ー
ト
は
講
義
そ
の
も
の
よ
り
、
そ
の
書
物
の
ほ
う
が
ず
っ
と
す
ぐ
れ

て
い
た
。
講
義
に
出
ま
い
と
決
心
し
た
の
は
、
か
れ
の
哲
学
の
学
問
的
価
値
を
否
定
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
と
き
の
気
分
の
問
題
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
講
義
に
出
る

よ
り
、
家
に
い
て
本
を
よ
ん
だ
ほ
う
が
ま
し
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
後
二
週
間
、
阿
部
は
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
暮
ら
し
た
。
老
夫
人
は
か
れ
が
運
動
も
し
な
い
で
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
を
心
配
し
た
。
洋
服
に
着
が
え
ず
、
キ

モ
ノ
（
ど
て
ら
）
の
ま
ゝ
で
よ
い
か
ら
庭
に
で
て
、
ぶ
ら
つ
く
よ
う
に
い
っ
た
。
道
を
通
る
者
も
、
キ
モ
ノ
す
が
た
の
東
洋
人
を
み
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
坊
さ
ん
が
散
歩
し

て
い
る
ぐ
ら
い
に
し
か
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
と
い
っ
た
。

十
月
の
末
ご
ろ
、
三
日
つ
づ
け
て
雪
が
ふ
っ
た
。
晴
れ
た
日
で
も
中
空
に
雪
が
ち
ら
つ
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
冬
の
到
来
で
あ
る
。

十
二
月
四
日
の
午
後

―
阿
部
は
早
目
に
昼
食
を
す
ま
せ
る
と
、
山
を
お
り
た
。
午
後
二
時
か
ら
始
ま
る
グ
ン
ド
ル
フ
の
講
義
を
聴
く
た
め
で
あ
る
。
教
場
は
リ
ッ
カ
ー

ト
の
教
室
の
倍
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
満
席
で
あ
っ
た
。
聴
講
者
の
　

１

―３
　

は
女
性
で
あ
っ
た
。

や
が
て
卒
然
と
し
、
長
身
の
ヤ
セ
ぎ
す
の
中
年
男
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
教
壇
に
上
る
と
、
し
ゃ
べ
り
始
め
た
。
蒼
白
い
顔
に
、
黒
い
ま
ゆ
げ
が
付
い
て
い
る
点
は
、
い

か
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
顔
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
こ
と
ば
は
明
晰
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
が
お
お
げ
さ
に
感
じ
ら
れ
る
と
き
も
あ
っ
た
。

こ
の
人
物
か
ら
う
け
る
印
象
は
、
秀
才
に
ち
が
い
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
、
気
取
り
屋
と
大
人
物
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

ロ
マ
ン
主
義
の
思
想
家
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
レ
ス
（
一
七
七
六
～
一
八
四
八
、
ド
イ
ツ
の
作
家
。「
ド
イ
ツ
民
話
集
」［
一
八
〇
八
］
を
発
表
。
政
治
新
聞
「
ラ
イ

ン
・
メ
ル
ク
ー
ル
」
の
主
筆
。
の
ち
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
教
授
）
に
ふ
れ
た
が
、
リ
ッ
カ
ー
ト
と
ち
が
っ
て
草
稿
を
は
な
れ
た
講
義
ぶ
り
で
あ
り
、
阿
部
は
か
れ
の
講
義
は
お
も
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送
り
、
十
二
時
に
教
会
の
鐘
の
音

―
花
火
の
打
ち
あ
が
る
音
を
聞
い
て
新
年
を
迎
え
た
。
年
し
越
し
の
風
景
は
、
日
本
と
お
な
じ
で
あ
っ
た
。
…
…

成な
る

瀬せ

無む

極
き
ょ
く

（
一
八
八
四
～
一
九
五
八
）
は
、
東
京
の
ひ
と
で
あ
る
。
本
名
を
成
瀬
　
清
き
よ
し

と
い
っ
た
。
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
文
学
者
、
劇
作
家
で
あ
っ

た
。
東
大
を
出
た
の
ち
三
高
教
授
と
な
り
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
京
大
教
授
に
就
任
し
た
。
翌
十
年
秋
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
冬
帰
国
し
た
。

著
訳
書
は
ド
イ
ツ
近
代
文
学
関
係
の
も
の
が
多
い
。

外
遊
二
年
間
、
か
れ
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
と
居
住
地
を
転
々
と
し
た
が
、
い
ち
ば
ん
長
く
く
ら
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
一
九
二
二
年
か
ら
翌
二
三
年
に
か
け
て
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
夏
と
冬
の
二
学
期
を
受
講
し
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
は
い
つ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
た
の
か
定

か
で
な
い
が
、
一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
春
に
は
当
地
に
や
っ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
、
一
学
期
を
送
っ
た
と
い
う
（『
夢

ゆ
め
を

作つ
く

る
人ひ
と

』
内
外
出
版
社
、

大
正
13
・
７
、「
緒
言
」
を
参
照
）。

大
学
の
学
籍
簿
に
は
、
一
九
二
三
年
四
月
三
十
日
に
登
記
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（Fabienne Laun, M

artina Springw
eiler 

記 D
er G

erm
anist N

aruse 

M
ukyoku (K

iyoshi) 1885-1958, Japanische Studenten in H
eidelberg, p.69

）。
下
宿
は
旧
市
街
の
ヴ
レ
デ
プ
ラ
ッ
ツ
（
現
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
バ
ー
ト
プ
ラ
ッ

ツ
）
四
番
地
の
フ
ォ
ー
ク
ト
博
士
夫
人
方
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
い
つ
ど
こ
で
三
木
と
会
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

天
野
貞
祐
（
一
八
八
四
～
一
九
八
〇
）
は
、
神
奈
川
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
一
高
を
へ
て
京
都
帝
大
哲
学
科
に
ま
な
び
、
主
と
し
て
カ
ン
ト
を
専
攻
し
た
。
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
七
高
に
赴
任
し
、
八
年
（
一
九
一
九
）
学
習
院
教
授
に
就
任
し
た
。
一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
の
春
か
ら
翌
二
四
（
大
正
13
）
年
夏
ま
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
す

ご
し
た
。

し
ろ
い
と
思
っ
た
。
著
作
と
は
別
に
、
何
か
心
に
じ
か
に
伝
わ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
阿
部
は
一
度

き
り
で
な
く
、
ま
た
聴
き
に
来
よ
う
と
お
も
っ
た
。

そ
の
後
、
阿
部
は
グ
ン
ド
ル
フ
や
ノ
イ
マ
ン
の
講
義
に
出
席
す
る
こ
と
を
続
け
た
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
。
お

そ
ら
く
や
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
下
宿
に
こ
も
り
、
ど
て
ら
を
着
、
炉
ば
た
で
好
き
な
本
を
よ
ん
で
す
ご

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
おズ

ィ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー

お
み
そ
か
の
夜
は
、
下
宿
の
人
び
と
と
燗か
ん

を
し
た
ブ
ド
ウ
酒
を
の
み
な
が
ら
行
く
年
を

留学中の成瀬無極
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か
れ
が
聴
講
し
た
の
は
、

―

講
義
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
ホ
フ
マ
ン
教
授
（
一
八
八
〇
～
一
九
五
二
）　
　
　
　
近
世
哲
学
史
　
　
午
前
八
時
～
十
時
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

こ
れ
は
一
般
公
開
用
の
講
義
か
、
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
た
女
子
学
生
ら
の
中
に
、
野
菜
カ

ゴ
を
も
っ
た
主
婦
、
哲
学
小
辞
典
を
も
っ
た
老
人
の
す
が
た
も
あ
っ
た
と
い
う
（「
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
の
思
い
出
」）。

講
義
　
　
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
私
講
師
（
一
八
八
四
～
一
九
五
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

哲
学
概
説
（
客
観
主
義
の
一
例
と
し
て
プ
ラ
ト
ン
哲
学
を
あ
げ
、
イ
デ
ア
説
を
講
じ
た
も

の
）

演
習
　
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
（
一
八
六
三
～
一
九
三
六
）　
　
自
宅
に
お
け
る
演
習

な
ど
で
あ
っ
た
。

藤
田
敬
三
（
一
八
九
四
～
一
九
八
五
）
は
、
香
川
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
昭
和
期
の
経
済
学
者
で
あ
る
。
専
門
は
工
業
政
策
、
中
小
企
業
経
営
論
で
あ
る
。
大
正
十
年
（
一

九
二
一
）
京
都
帝
大
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
十
三
年
（
一
九
二
四
）
彦
根
高
商
教
授
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
経
歴
は
、
大
阪
商
大
助
教
授
（
昭
和
４
）、
同
大
学
教
授
（
昭
和
８
）、
大
阪
市
大
商
学
部
長
（
昭
和
24
）、
大
阪
経
済
大
学
長
（
昭
和
35
）、
の

ち
同
大
学
理
事
長
。

多
く
の
著
書
、
編
著
が
あ
る
。

黒こ
く

正し
ょ

　
巌
い
わ
お
（
一
八
九
五
～
一
九
四
七
）
は
、
岡
山
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
昭
和
期
の
農
業
史
家
。
農
村
社
会
史
学
者
で
あ
る
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
京
都
帝
大
経
済
学

部
を
卒
業
後
、
大
学
院
に
進
み
、
十
一
年
（
一
九
二
二
）
講
師
と
な
り
、
十
五
年
（
一
九
二
六
）
教
授
に
就
任
し
、
六
高
校
長
を
か
ね
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来

た
の
は
、
ド
イ
ツ
留
学
中
の
こ
と
か
。
の
ち
大
阪
経
済
大
学
長
に
な
っ
た
。
多
く
の
著
訳
書
が
あ
る
が
、
実
証
主
義
的
な
『
百
姓
一
揆
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
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年
）
の
著
者
と
し
て
、
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
る
。

小
尾
範
治
（
一
八
八
五
～
一
九
六
四
）
は
、
山
梨
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
明
治
か
ら
昭
和
期
の
行
政
官
で
あ
る
。
東
京
帝
大
文
科
大
学
哲
学
科
を
卒
業
後
、
文
部
省
に
入
り
、

学
務
・
社
会
教
育
畑
を
あ
る
い
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
研
究
家
で
も
あ
る
。

か
れ
が
文
部
省
の
在
学
研
究
員
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
11
）
の
九
月
上
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に

こ
の
学
都
の
山
々
は
、
す
っ
か
り
黄
葉
し
て
い
た
。
か
れ
は
ネ
ッ
カ
ー
川
の
水
と
山
に
か
こ
ま
れ
た
こ
の
静
か
な
町
が
気
に
入
っ
た
。
下
宿
先
の
住
所
は
不
明
だ
が
、
電
車

の
音
さ
え
聞
こ
え
ぬ
町
の
片
す
み
と
い
う
か
ら
、
旧
市
街
の
は
ず
れ
か
。
そ
こ
に
あ
る
老
女
ひ
と
り
の
家
に
寄
寓
し
た
。
と
き
ど
き
聞
え
て
く
る
の
は
、
近
く
に
あ
る
教
会

の
大
時
計
の
鐘
の
音
で
あ
っ
た
。

小
尾
が
は
じ
め
知
っ
て
い
る
日
本
人
と
い
え
ば
、
阿
部
次
郎
と
三
木
　
清
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
は
す
っ
か
り
落
ち
つ
き
、
読
書
に
ひ
た
っ
て
い
た
。
小
尾
は

近
々
大
学
の
講
義
が
は
じ
ま
る
と
聞
い
た
の
で
、「
き
り
つ
め
た
聴
講
を
し
よ
う
」
と
お
も
っ
た
。
か
れ
が
聴
講
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
カ
ー
ト

教
授
の

―講
義
　
　「
カ
ン
ト
よ
り
ニ
ー
チ
ェ
ま
で
」（
週
四
時
間
）

演
習
　
　「
歴
史
と
生
物
学
の
方
法
論
」　
　
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
学
説
を
顧
慮
し
た
も
の
。

な
ど
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
大
峡
や
北
の
下
宿
で
ひ
ら
か
れ
た
ヘ
リ
ゲ
ル
の
読
書
会
に
も
顔
を
だ
し
、
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
（
一

七
七
〇
～
一
八
四
三
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
）
の
『
ヒ
ュ
ペ
リ
オ
ン

―
ギ
リ
シ
ャ
の
隠
者
』（
哲
学
小
説
）
な
ど
を
よ
ん
で
も
ら
っ
た
よ
う
だ
。

九
鬼
周
三
（
一
八
八
八
～
一
九
四
一
）
は
、
東
京
の
ひ
と
で
あ
る
。
男
爵
九
鬼
隆
一
の
四
男
で
あ
る
。
一
高
、
東
大
を
へ
て
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
か
ら
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
京
大
文
学
部
講
師
（
昭
和
４
）、
京
大
助
教
授
（
昭
和
８
）
を
へ
て
教
授
（
昭
和
10
）
に
就
任
し
た
。
か
れ
は
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実
存
哲
学
的
な
立
場
か
ら
時
間
論
、
偶
然
論
を
論
じ
た
。

九
鬼
は
い
つ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
た
の
か
。
そ
の
時
期
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
11
）
の
初
夏
ご
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
れ
は
妻
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
夫

妻
は
個
人
宅
に
下
宿
す
る
こ
と
な
く
、
街
の
一
流
ホ
テ
ル
で
あ
る
「
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
」
で
く
ら
し
た
。
阿
部
次
郎
は
週
に
一
回
、
山
を
お
り
る
と
、
九
鬼
夫
婦
の
と
こ
ろ
に
、

入
湯
に
行
っ
た
。

と
り
あ
え
ず
九
鬼
は
、
一
九
二
二
年
か
ら
二
三
年
の
夏
学
期
か
ら
冬
学
期
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
講
義
と
演
習
を
と
っ
た
。

夏
学
期
　
　
講
義
＊　

　
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
　
　
認
識
論
お
よ
び
形
而
上
学
の
入
門
。

　
　
　
　
　
〃＊
＊　

　
　
芸
術
哲
学
。

　
　
　
　
　
演
習＊
＊
＊

　
　
直
観
の
概
念
。

　
　
　
　
　
講
義
　
　
　
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
　
　
カ
ン
ト
よ
り
ニ
ー
チ
ェ
ま
で

―
現
代
の
問
題
に
お
け
る
歴
史
的
入
門
。

冬
学
期
　
　
演
習
　
　
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
私
講
師
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
先
験
的
哲
学
に
お
け
る
感
情
移
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
月
、
火

―
午
後
五
～
六
時
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
　
木
、
金

―
午
後
五
～
六
時
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
＊
　
水

―
午
前
十
一
時
～
午
後
一
時
。

ほ
か
に
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
に
、
一
対
一
の
講
義
（P

プ
リ
ヴ
ァ
テ
ィ
ス
ィ
ム
ム

rivatissim
um

―
‘
二
人
だ
け
’
の
意
の
ラ
テ
ン
語
）
を
た
の
み
、
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
よ
ん
で
も

ら
っ
た
。

九
鬼
の
細
君
は
、
品
の
あ
る
美
人
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
か
ら
日
本
女
性
が
も
つ
恥
ら
い
、
優
美
さ
を
称
賛
さ
れ
た
。
彼
女
は
Ｓ
と
い
う
名
の
若
い
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
か
ら
ド

イ
ツ
語
を
習
っ
て
い
た
。

三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
い
た
の
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
11
）
の
六
月
末
か
ら
、
一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
の
十
一
月
中
旬
（
？
）
ま
で
の
、
約
一
年
半
で
あ
る
。
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三
木
に
よ
る
と
、
か
れ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
は
、
京
都
時
代
の
延
長
で
あ
り
、
あ
つ
め
た
本
も
論
理
学
や
方
法
論
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

当
時
、
こ
の
学
都
の
哲
学
を
代
表
し
て
い
た
の
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
で
あ
っ
た
。
三
木
は
こ
の
先
生
に
師
事
し
、
さ
ら
に
歴
史
哲
学
の
研
究
を
ふ
か
め
た
い
と
思
っ
た
。

ほ
か
に
有
名
教
授
の
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
ホ
フ
マ
ン
、
グ
ン
ド
ル
フ
ら
の
講
義
に
登
録
し
、
二
、
三
度
授
業
に
で
て
み
た
が
、
な
ぜ
か
そ
の
後
出
席
し
な
く
な
っ
た
。
心
変
わ
り

の
早
さ
も
か
れ
の
性
格
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
読
書
会
、
討
論
会
な
ど
へ
の
出
席
は
ひ
じ
ょ
う
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

か
れ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
い
た
と
き
、
い
ち
ば
ん
勉
強
し
た
の
は
、

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
バ
ー
（
一
八
六
四
～
一
九
二
〇
、
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
・
社
会
学
者
）

エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ス
ク
（
一
八
七
五
～
一
九
一
五
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
。
新
カ
ン
ト
派
か
ら
出
発
し
、
価
値
哲
学
を
基
礎
に
論
理
学
の
新
体
系
を
つ
く
っ
た
）

で
あ
っ
た
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
は
、
ラ
ス
ク
の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
著
作
集
を
あ
ん
だ
人
で
あ
る
。

三
木
は
リ
ッ
カ
ー
ト
の
ゼ
ミ
に
出
席
を
つ
づ
け
、
一
九
二
二
年
（
大
正
11
）
の
冬
学
期
に
「
個
別
的
因
果
性
の
論
理
」
を
報
告
し
、
翌
二
十
三
年
（
大
正
12
）
の
夏
学
期

に
「
真
理
の
確
実
性
」
を
、
ま
た
ヘ
リ
ゲ
ル
の
ゼ
ミ
で
は
「
論
理
学
に
お
け
る
客
観
主
義
」
を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
リ
ッ
カ
ー
ト
の
紹
介
に
よ
っ
て
、「
日
本
の
哲
学
に
対

す
る
リ
ッ
カ
ー
ト
の
意
義
」R

ikerts B
edeutung für die japanische Philosophie 

を
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
』
紙
（
一
九
二
三
・
五
・
二
七
付
朝

刊
）
に
寄
稿
し
た
。

三
木
は
リ
ッ
カ
ー
ト
の
自
宅
に
お
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、
左
記
の
よ
う
な
若
い
博ド

ク
ト
ー
レ
ン

士
連
中
と
知
り
あ
い
に
な
り
、
そ
の
演
習
に
出
た
り
、
個
人
教
授
を
う
け
た
り
、
本
を

よ
ん
で
も
ら
っ
た
。

演
習
　

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
（
一
八 

八
四
～
一
九
五
五
）
私
講
師
…
…
…
…「
む
ず
か
し
い
論
理
学
上
の
問
題
―
ボ
ル
ツ
ア
ー
ノ
、
ロ
ッ
ツ
ェ
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
な

ど
を
参
照
し
て
」。

〃
　

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　

カ
ン
ト
の
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』。



070（47）

三木　清のドイツ・フランス留学記

三　
　

マ
ー
ル
ブ
ル
ク

か
く
し
て
一
年
半
ち
か
く
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
哲
学
修
業
し
た
三
木
は
、
こ
の
学
都
で
知
り
あ
っ
た
同
胞
と
別
れ
て
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
（
ド
イ
ツ
中
部
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
＝
ア
ム
＝
マ
イ
ン
の
北
九
六
キ
ロ
に
位
置
す
る
大
学
都
市
）
に
移
っ
た
。
移
動
し
た
時
期
は
、
一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
の
秋
ご
ろ
か
。

か
れ
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
移
る
ま
え
に
、
夏
の
中
旬
、
一
週
間
ほ
ど
予
備
調
査
を
か
ね
て
こ
の
町
に
滞
在
し
、
冬
の
学
期
に
そ
な
え
、
教
授
連
と
も
会
っ
た
。
か
れ
の
目

的
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
の
パ
ウ
ル
・
ナ
ト
ル
プ
（
一
八
五
四
～
一
九
二
四
）
や
ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
八
二
～
一
九
五
〇
）
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
ト
マ
ン
は
軍
服
を
着
て
す
が
た
を
み
せ
た
（
岩
波
茂
雄
宛
書
簡

―
一
九
二
三
・
五
・
一
六
付
）。
三
木
は
当
初
、

こ
の
小
さ
な
大
学
町
に
移
っ
て
も
、
日
本
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
ぶ
ん
一
人
で
暮
ら
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
、
と
思
っ

て
い
た
。
が
、
こ
の
町
に
も
日
本
人
は
い
た
の
で
あ
る
。

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
は
、
ど
の
よ
う
な
町
な
の
か
。

こ
の
町
の
地
勢
、
街
の
た
た
ず
ま
い
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
が
、
こ
の
町
が
あ
ま
り
に
も

田
舎
な
の
に
お
ど
ろ
い
た
。
見
る
べ
き
も
の
、
聴
く
べ
き
も
の
は
少
し
も
な
く
、
本
屋
に
行
っ
て
も
ろ
く
に
本
が
な
か
っ

読
書
会

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
『
ヒ
ュ
ペ
リ
オ
ン
』。

演
習

ヘ
ル
マ
ン
・
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
（
一
八
九
六
～
一
九
七
九
）
…
…
…
…
…
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』。（
於
大
峡
秀
栄
の
下
宿
）

読
書
会

ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ン
チ
ン
ガ
ー
（
一
八
九
八
～
一
九
八
八
）
…
…
…
…
…
プ
ラ
ト
ン
の
も
の
。
用
書
名
は
不
明
。

講
義

カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
（
一
八
九
三
～
一
九
四
七
、
…
…
…
…
…
…
…

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
れ
の
社
会
学
者
、
の
ち
ナ
チ
ス
に

　
追
放
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
大
に
移
る
）

同
人
か
ら
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
知
識
社
会
学
の
話
を
森
と
い
っ
し
ょ
に
き
い

た
。

〃

ロ
ベ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
（
一
八
九
四
～
一
九
…
…
…
…
…
…
…
…

　
八
三
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
、
宗
教
哲
学
者
。

　
の
ち
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
教
授
［
一
九
二
八
］）

ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、
ゲ
オ
ル
グ
・
ヴ
ォ
ッ
バ
ー
ミ
ン
教
授
（
一
八
六
九
～
一
九
四
三
、
ド

イ
ツ
の
神
学
者
・
宗
教
心
理
学
者
）
の
弟
子
と
い
う
。『
現
象
学
と
宗
教
』
と
い
う
論
文
で
、

私
講
師
（
？
）
の
地
位
を
え
た
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。
用
書
は
不
明
。

パウル・ナトルプ
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た
。
静
け
さ
だ
け
が
取
り
え
の
町
で
あ
り
、
落
着
い
て
勉
強
で
き
る
と
お
も
っ
た
。
ド
イ
ツ
中
部
の
州
ヘ
ッ
セ
ン
を
東
か
ら
西
へ
流
れ
て
い
る
の
が
ラ
ー
ン
川
（
ラ
イ
ン
川

の
支
流
）。
そ
の
ラ
ー
ン
川
の
谷
あ
い
に
位
置
し
て
い
る
の
が
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
古
く
、
十
二
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
。
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
ラ
ー
ン
川

の
右
岸
か
ら
、
地
勢
は
半
円
を
置
い
た
よ
う
に
じ
ょ
じ
ょ
に
高
く
な
る
。
山
地
を
登
り
つ
め
た
頂
上
に
あ
る
の
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
侯
の
居シ

ュ
ロ
ス城

（
12C
～
15C
の
建
造
）
で
あ
る
。
城

は
町
全
体
を
俯
瞰
し
て
い
る
。

マールブルクの町とラーン川

駅

鉄道

ラーン川

城

公園

大学
大学図書館

マールブルクの地図
1910年代のもの。
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マ
ー
ル
ブ
ル
ク
は
、
こ
の
城
と
周
囲
の
山
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
た
町
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と
同
じ
よ
う
に
、
町
は
古
い
街
、
新
し
い
街
か
ら
な
る
。
旧
市
街
は
城

を
中
心
と
し
て
、
だ
ら
だ
ら
と
し
た
傾
斜
地
に
あ
る
。
街
区
は
規
制
的
に
整
然
と
で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
家
は
あ
ち
こ
ち
に
点
々
と
あ
る
。
ど
の
家
も
赤
い
屋
根
を
も
つ

木
組
み
の
ふ
る
い
家
屋
で
あ
る
。
街
は
山
地
に
あ
る
か
ら
、
広
い
道
路
は
な
く
、
小ガ

ッ
セ路
や
横
町
が
多
い
の
も
こ
の
町
の
特
徴
で
あ
る
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
は
、
人
口
が
三
万
に

も
満
た
な
い
、
小
さ
い
‘
山
の
町
’
に
す
ぎ
な
い
が
、
町
と
し
て
の
機
能
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
果
た
す
施
設
を
備
え
て
い
た
。

駅
舎
は
二
つ
あ
る
。
市
電
が
街
な
か
を
走
っ
て
い
る
。
町
に
は
城
・
教
会
・
郵
便
局
・
庁
舎
・
税
務
署
・
裁
判
所
・
刑
務
所
・
兵
営
な
ど
が
あ
る
。
市
営
の
電
気
・
水

道
・
ガ
ス
会
社
が
あ
り
、
社
会
的
施
設
と
し
て
は
病
院
・
孤
児
院
・
感
化
院
・
養
老
院
・
職
業
紹
介
所
・
各
種
の
学
校
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
を
代
表
す
る
も
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
城
と
大
学
で
あ
る
。
大
学
と
そ
れ
に
付
属
す
る
図
書
館
、
研
究
所
、
病
院
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
街
中
に
分
散
し
て
あ
る
。

ヘ
ッ
セ
ン
侯
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
十
五
世
紀
中
葉
に
、
ド
イ
ツ
で
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
大
学

―
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
を
創
設
し
た
。
こ
の
大
学
は
の
ち
に
新
カ
ン
ト

学
派

―
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
（
コ
ー
エ
ン
、
ナ
ト
ル
プ
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
な
ど
）
に
よ
っ
て
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町
の
人
口
や
学
生
数
の
推
移
を
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
〇
四
年
（
明
治
37
）
…
…
人
口
は
約
一
万
七
五
〇
〇
。
学
生
数
は
約
一
、
一
〇
〇
人
。

一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
…
…
人
口
は
約
二
万
三
五
〇
〇
。
学
生
数
は
約
二
千
数
百
名
。

マールブルクの城と家なみ。

マールブルクの小路
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注
・（
　
）
内
お
よ
び
説
明
文
は
引
用
者
に
よ
る
。

鈴
木
　
弘
ひ
ろ
む

（
一
八
九
〇
～
一
九
五
六 
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
僧
侶
）
…
…
大
谷
大
学
の
派
遣
留
学
生
。『
聖
な
る
も
の
』（
一
九
一
七
年
）
の
著
書
で
有
名
に
な
っ
た
ル
ド
ル
フ
・

オ
ッ
ト
教
授
（
一
八
六
九
～
一
九
三
七
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
）
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
。

守も
り

屋や

貫か
ん

教
き
ょ
う

（
一
八
八
〇
～
一
九
四
二
、
僧
侶
）
…
…
立
正
大
学
の
派
遣
留
学
生
。
東
京
帝
大
文
科
大
学
卒
（
明
治
39
）。
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
教
授
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
た
。
の
ち
立
正
大
学
長
。

四し
の

宮み
や

兼か
ね

之ゆ
き

（
一
八
八
四
～
一
九
四
五
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
哲
学
者
）
…
…
愛
知
県
名
古
屋
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
帝
大
文
科
大
学
卒
（
明
治
44
）。
カ
ン
ト
以
降
の
ド
イ
ツ
哲

学
を
研
究
。
コ
ー
エ
ン
研
究
家
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
教
授
を
目
標
と
し
た
。
留
学
後
、
九
州
帝
大
教
授
を
へ
て
満
州
建

国
大
教
授
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
骨
と
な
っ
て
妻
子
と
と
も
に
帰
国
。

長な
が

屋や

喜き

一い
ち

（
一
八
九
五
～
一
九
九
三
、
昭
和
期
の
倫
理
学
者
）
…
…
岐
阜
の
ひ
と
で
あ
る
。
十
八
歳
ま
で
農
業
を
や
り
、
そ
の
後
東
京
帝
大
文
科
大
学
で
倫
理
学
を
専
攻
し
た
。

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
は
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
教
授
を
目
標
と
し
た
。
大
正
十
一
年
か
ら
四
年
間
、
ベ
ル
リ
ン
大
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大

で
哲
学
を
ま
な
ぶ
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
オ
ッ
ト
教
授
の
導
き
で
禅
と
出
会
う
。
帰
国
後
、
東
京
高
師
で
哲
学
・
倫
理
学
を
お
し
え
な
が
ら

座
禅
に
つ
と
め
、
の
ち
東
京
文
理
科
大
、
専
修
大
学
教
授
と
な
る
。

山や
ま

下し
た

徳と
く

治じ

（
一
八
九
二
～
一
九
六
五
、
教
育
者
。
教
育
運
動
家
）
…
…
鹿
児
島
の
ひ
と
で
あ
る
。
鹿
児
島
師
範
を
卒
業
後
（
大
正
２
）、
西
田
小
学
校
に
つ
と
め
、
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
や
っ
て
き
た
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
は
、
ナ
ト
ル
プ
や

イ
エ
ン
シ
ュ
教
授
を
目
標
と
し
た
。
帰
国
後
、
新
興
教
育
研
究
所
を
創
設
し
た
り
（
昭
和
５
）、『
教
育
』（
岩
波
書
店
）
の
編
集
長
と
な

っ
た
。

 

注
・
三
木
が
い
た
こ
ろ
の
数
字
。

三
木
が
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
来
た
こ
ろ
、
一
五
〇
名
ほ
ど
の
教
師
が
約
二
千
数
百
名
の
学
生
の
教
育
を
に
な
っ
て
い
た
。

三
木
は
こ
の
大
学
町
で
、
新
た
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
日
本
留
学
生
と
知
り
あ
い
に
な
っ
た
と
い
い
、
つ
ぎ
の
五
名
の
名0

前
だ
け

0

0

0

を
あ
げ
て
い
る
（「
読
書
遍
歴
」）。

九大教授時代の四宮兼之
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し
か
し
、
守
屋
貫
教
の
「
滞
欧
雑
感

―
其そ
の

一い
ち

、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
生
活
」（『
法ほ
っ
け華

』
所
収
、
大
正
15
・
12
）
に
よ
る
と
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
計
七
名

0

0

の
日
本
人
が
お
り
、

そ
こ
へ
守
屋
と
三
木
が
や
っ
て
来
て
、
九
名

0

0

に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
守
屋
は
日
本
留
学
生
全
員
の
名
前
を
明
記
せ
ず
、
ロ
ー
マ
字
の
頭
文
字
だ
け
で
よ
ん
で
い
る
。

　
四
宮
兼
之

→
Ｓ
博
士
　
　（
守
屋
の
説
明
文
、
以
下
お
な
じ
）
九
州
大
学
の
教
授
に
な
る
人
。

　
長
屋
喜
一

→
Ｎ
学
士
　
　
東
大
倫
理
学
科
の
出
身
で
、
お
ち
つ
き
の
あ
る
人
。

　
三
木
　
清

→
Ｍ
学
士

　
　
？
　

→
Ｏ
学
士
　
　
ド
イ
ツ
化
学
界
の
権
威
ガ
ダ
ー
マ
教
授
の
も
と
で
、
薬
物
化
学
を
研
究
し
て
い
る
人
。

　
　
？
　

→
Ｋ
博
士

　
山
下
徳
治

→
Ｙ
君
　
　
　 

東
京
の
有
名
な
私
立
小
学
校
の
教
師
で
、
教
育
学
を
研
究
す
る
た
め
、
ナ
ト
ル
プ
教
授
を
し
た
い
、
一
家
三
人
と
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
。

三
木
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

―

そ
の
外ほ
か

に
若わ
か

き
学が
く

士し

（
大
学
卒
業
生
の
称
号
）
が
三
人
居い

る
、
そ
の
一ひ
と
り人

は
京
都
か
ら
来き

て
居い

る
Ｍエ
ム

学
士
で
、
日
本
哲
学
界
の
唯ゆ
い

一い
ち

人に
ん

者し
ゃ

た
る
Ｎエ
ヌ

博
士
（
西
田
幾
多
郎
の
こ
と
）

門
下
の
高こ
う

材ざ
い

で
あ
り
、
…
…

 

注
・
ル
ビ
お
よ
び
（
　
）
内
は
引
用
者
に
よ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

三
木
に
よ
る
と
、
そ
の
こ
ろ
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
を
目
ざ
し
た
も
の
は
、
哲
学
の
方
面
で
は
、

―

ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
教
授
（
一
八
八
二
～
一
九
五
〇
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
…
…
…
… 

第
一
次
大
戦
に
従
軍
。
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
影
響
を
う
け
、
の
ち
独
自
の
客
観
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的
形
而
上
学
を
樹
立
し
た
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
い
た
の
は
、
一
九
二
〇
～
二
五
年
ま

で
。
の
ち
ケ
ル
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
の
各
大
学
教
授
を
歴
任
。

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
私
講
師
（
一
八
八
九
～
一
九
七
六
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
…
… 

実
存
哲
学
の
創
始
者
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
い
た
の
は
、
一
九
二
三
～
二
八
年
ま
で
。

そ
の
後
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
教
授
、
同
大
学
長
。

宗
教
学
の
方
面
で
は

―

ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
教
授
（
一
八
六
九
～
一
九
三
七
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
）
…
… 

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
（
一
七
六
八
～
一
八
三
四
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
神
学
者
）
の
流
れ
を
く
み
、
宗
教
を
道
徳
や
哲
学
と
異
な
る
次
元
の
も

の
と
考
え
た
。
モ
ロ
ッ
コ
、
イ
ン
ド
、
日
本
を
旅
行
し
、
神
秘
主
義
を
研
究

し
た
（
一
九
一
一
～
一
二
）。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
教
授
（
一
九
一
七
）。

を
目
標
に
し
て
い
た
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。

三
木
が
目
標
と
し
た
の
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
か
ら
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
招
聘
さ
れ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
一
八
八
九
～
一
九
七
六
）
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、

三
木
が
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
へ
の
移
動
を
志
行
し
た
事
情
に
関
し
て
疑
問

0

0

を
提
し
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
研
究
家
・
田
中
美
知
太
郎
（
一
九
〇
二
～
一
九
八
五
、
の
ち
京
大
教

授
）
で
あ
っ
た
。
田
中
に
よ
る
と
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
の
聖
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
木
は
第
二
の
勉
学
の
地
と
し
て
そ
こ
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か

と
い
う
。（「
第
二
章
　
三
木
　
清
の
こ
と
」『
時
代
と
私
』［
新
装
版
］
所
収
、
文
藝
春
秋
、
昭
和
59
・
５
）。
田
中
の
疑
問
点
を
摘
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
　
当
時
、
ま
だ
あ
ま
り
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
だ
け
を
目
ざ
し
て
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
へ
行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
　 

リ
ッ
カ
ー
ト
か
ら
フ
ッ
セ
ル
の
も
と
へ
移
っ
て
い
っ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
こ
と
を
、
三
木
は
う
ち
わ
の
批
評
や
う
わ
さ
と
し
て
、
そ
の
名
を
聞
き
、
好
奇
心
を
も
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
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一
　
三
木
が
い
う
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
勉
強
す
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
も
と
へ
行
っ
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
み
て
も
お
か
し
い
。

三
木
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
行
の
動
機
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
が
い
た
。
が
、
そ
の
講
義
に
で
て
み
て
‘
失
望

し
’（
森
　
五
郎
宛
書
簡
）、
代
わ
っ
て
未
知
の
人
物
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
え
ら
び
、
当
人
に
師
事
す
る
こ
と
に
し
た
よ
う
だ
。

三
木
の
研
究
者
に
よ
っ
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
「
読
書
遍
歴
」（
昭
和
16
）
は
、
あ
と
か
ら
の
回
想
で
あ
り
、
は
じ
め
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
だ
け
を
目
ざ
し
て
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

へ
行
っ
た
と
書
い
て
い
る
こ
と
に
疑
い
が
あ
る
と
い
う
（
田
中
「
三
木
清
の
こ
と
」）。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
三
木
が
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
移
動
し
た
こ
ろ
、
こ
の
町
に
や
っ
て
き
た
。
三
木
は
こ
の
山
の
町
に
や
っ
て
来
て
ほ
ど
な
く
、
紹
介
状
な
し
で
か
れ
を
訪
ね
た

と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
間
借
り
を
し
て
い
た
。

そ
の
と
き
三
木
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
勉
強
し
た
い
が
、
じ
ぶ
ん
の
興
味
は
日
本
に
い
た
と
き
か
ら
歴
史
哲
学
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
面
の
研
究
を
つ
づ
け
た
い
。
つ
い

て
は
ど
ん
な
本
を
よ
む
の
が
よ
い
か
と
尋
ね
た
。
す
る
と
相
手
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
勉
強
し
た
い
そ
う
だ
が
、
か
れ
を
勉
強
す
る
こ
と
自
体
が
、
歴
史
哲
学
を
勉
強
す

る
こ
と
な
の
だ
、
と
い
っ
た
。
そ
の
と
き
三
木
に
は
こ
の
言
葉
の
い
み
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
が
、
の
ち
に
か
れ
の
講
義
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、
初
め
て
そ
の
意
味

が
わ
か
っ
た
。
歴
史
哲
学
は
解
釈
学
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
解
釈
学
と
は
何
か
は
、
じ
ぶ
ん
で
古
典
の
解
釈
に
し
た
が
え
は
、
お
の
ず
か
ら
習
得
で
き
る
と
思
っ
た

（
三
木
「
ハ
イ
デ
ッ
ゲ
ル
教
授
の
思
ひ
出
」）。

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
の
講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
出
席
す
る
に
は
、
ま
ず
大
学
に
転
学
願
書
（
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
か
ら
の
）
を
差
し
だ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
入
学
を
許
可
す
る
知
ら
せ
が
来

た
ら
、
大
学
へ
お
も
む
き
、
書
記
室
で
署
名
す
る
必
要
が
あ
る
。
が
、
お
そ
ら
く
三
木
は
冬
学

期
に
合
わ
せ
て
登
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
三
木
の
下
宿
だ
が
、
か
れ
は
こ
の
町
に
滞
在
し
た
一
年
ほ
ど
の
間
（
一
九

二
三
年
［
大
正
12
］
の
秋
か
ら
翌
二
四
年
［
大
正
13
］
の
夏
ま
で
）
に
、
下
宿
を
一
度
か
え
て

い
る
。

マールブルク大学
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講
義
（
午
前
七
時
か
ら
は
じ
ま
る
）
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
一
八
八
九
～
一
九
七
六
）
…
…
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
解
釈
。

 

注
・
ア
オ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
、
デ
カ
ル
ト
、
カ
ン
ト
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
部
分
の
評
釈
。

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
オ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
購
読
。

 

注
・
一
九
二
四
年
の
夏
学
期
。

演
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
書
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
自
然
学
』、フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
論
理
学
研
究
』。

講
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
八
二
～
一
九
五
〇
）
…
…
…
何
の
講
義
な
の
か
不
明
。
認
識
論
か
。

 

注
・
守
屋
、
鈴
木
、
Ｋ
ら
は
、
一
九
二
四
年
（
？
）
の
夏
学
期
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
「
範カ
テ
ゴ
リ
ー
リ
ー
エ
ン

ち
ゅ
う
論
」
を
聴
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・
長
尾
喜
一
に
よ
る
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
の
哲
学
科
講
義
題
目
報
告
（『
哲
学
雑
誌
』
第
461
号
所
収
）
を
参
照
。

演
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

用
書
と
し
て
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
論
理
学
』

を
用
い
た
。

第
一
の
下
宿
…
… 

モ
ル
ト
ケ
街
二
十
一
番
地
。

　
　
　
　
　
　
　 

　
著
書
が
数
冊
あ
る
テ
ィ
ン
メ
と
い
う
名
の
牧
師
宅
。
こ
の
下
宿
は
、
町
の
南
の
郊
外
に

あ
っ
た
。
近
く
に
野
菜
畑
や
牧
場
が
あ
り
、
ま
た
遠
く
に
山
を
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
た
。

の
ち
同
人
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
に
招
聘
さ
れ
た
。

第
二
の
下
宿
…
… 

シ
ュ
ヴ
ァ
レ
四
十
一
番
地
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ッ
カ
ー
夫
人
宅
。
家
は
ラ
ー
ン
川
の
河
畔
に
あ
っ
た
も
の
か
。

 

注
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
同
じ
通
り
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
下
宿
を
紹
介
し
た
の
は
テ
ィ
ン
メ
牧
師
で
あ
っ
た
。

三
木
が
受
講
し
た
と
考
え
ら
れ
る
教
師
名
・
科
目
名
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

マールブルクの三木　清の下宿
（ティンメ牧師宅）
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ほ
か
に
読
書
指
導
を
う
け
た
の
は
左
記
の
人
び
と
で
あ
る
。

ガ
ダ
マ
ル
博
士
（
不
詳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

ハ
イ
デ
カ
ー
の
紹
介
に
よ
り
、
そ
の
家
に
通
い
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
形
而
上
学
」「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
を
読
ん

で
も
ら
っ
た
。

カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
（
ハ
イ
デ
カ
ー
の
助
手
）
…
… 

そ
の
家
に
通
い
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
論
理
学
研
究
』
を
講
釈
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
同
人
か
ら
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
フ

ン
ボ
ル
ト
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ニ
ー
チ
ェ
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
な
ど
へ
の
眼
を
開

か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
・ 

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
後
年
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
講
師
に
な
っ
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
の
で
危
険
を
感

じ
、
来
日
し
東
北
大
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
が
、
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
前
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
援

助
で
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。

テ
ィ
ン
メ
牧
師
（
下
宿
の
主
人
）
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

三
木
が
ラ
テ
ン
語
の
辞
引
を
ひ
き
な
が
ら
ア
オ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
読
ん
で
い
る
の
を
み
か
ね
て
、『
告
白
録
』
を
よ
ん

で
も
ら
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
女
教
師
（
名
は
不
詳
）
…
…
…
…
…
…
…
パ
リ
へ
出
る
準
備
の
た
め
、
一
ヵ
月
ほ
ど
教
師
宅
に
通
い
、
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
を
な
ら
っ
た
。

三
木
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
講
義
を
独オ
リ
ギ
ネ
ル

創
的
で
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
が
、
ハ
ル
ト
マ
ン
教
授
の
そ
れ
に
は
失
望
し
た
。
そ
の
講
義
は
、
人
気
が
あ
っ
た
が
、
三
木
の
眼
に
は
、

講
義
ぶ
り
は
芝
居
が
か
っ
て
い
て
、
技
巧
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ル
ト
マ
ン
は
手
品
師
の
よ
う
に
、
手
ぎ
わ
よ

く
問
題
を
と
り
あ
つ
か
う
。
し
か
し
、
か
れ
の
考
え
方
は
安
易
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
深
み
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
演
習
で
は
、『
論
理
学
』
に
出
て
く
る
い
ろ
い
ろ
な
概
念
を
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
動
か
し
、
空
虚
な
概
念

で
チ
ェ
ス
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
（
森
　
五
郎
宛
書
簡
、
一
九
二
三
・
一
一
・
二
六
付
）。

三
木
は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
講
義
や
演
習
に
感
心
し
な
か
っ
た
が
、
生
活
に
こ
ま
っ
て
い
た
同
人
の
た
め
に
、
ギ
リ
シ

ャ
哲
学
に
関
す
る
小
論
文
を
三
つ
書
い
て
も
ら
い
、
そ
の
三
篇
を
『
思
想
』
に
斡
旋
し
、
三
木
が
訳
し
、
大
正
十
四

年
（
一
九
二
五
）
三
月
ま
で
同
誌
に
発
表
し
た
。

ニコライ・ハルトマン
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そ
の
あ
と
コ
ー
ヒ
ー
や
菓
子
が
で
る
の
だ
が
、
こ
う
い
う
と
き
ふ
だ
ん
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
ぬ
者
も
多
弁
に
な
る
。
そ
う
し
て
い
る
間
に
も
夜
は
ふ
け
て
ゆ
く
。
十
一
時
ご

ろ
に
な
る
と
、
む
か
し
牧
師
だ
っ
た
教
授
は
か
ん
た
ん
な
お
祈
り
を
し
、
夫
人
の
ピ
ア
ノ
で
皆
い
っ
し
ょ
に
讃
美
歌
を
う
た
い
、
そ
れ
で
散
会
す
る
。

三
木
は
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
教
授
の
授
業
を
と
ら
な
か
っ
た
が
、
守
屋
、
四
宮
ら
と
、
よ
く
午
後
四
時
の
カ
フ
ェ
に
招
待
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
オ
ッ
ト
は
愛
犬
を
と
も
な

い
、
日
本
留
学
生
と
邸
宅
の
裏
山
か
ら
ラ
ー
ン
川
の
下
流
ま
で
散
歩
し
た
。
そ
の
間
、
よ
く
中
国
や
日
本
の
仏
教
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
た
。

三
木
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
へ
の
憧
れ
か
ら
、
パ
リ
へ
移
る
計
画
で
い
た
が
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
を
去
り
が
た
か
っ
た
。
こ
こ
で
く
ら
し
た
一
年
間
は
か
れ
の
一
生
で
も
っ
と
も

静
か
な
、
落
ち
つ
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

年
く
れ
に
か
れ
は
岩
波
に
無
心
の
手
紙
を
だ
し
た
（
12
・
22
付
）。
物
価
が
あ
が
り
、
個
人
教
授
し
て
く
れ
る
教
師
の
レ
ッ
ス
ン
代
（
シ
ュ
ト
ゥ
ン
デ
）
が
値
上
げ
に
な

り
、
少
々
予
算
が
狂
っ
て
き
た
こ
と
。
外
国
人
は
大
学
の
月
謝
だ
け
で
も
、
一
学
期
に
八
〇
円
か
ら
九
〇
円
と
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
大
変
恐
縮
で
す

が
、
今
回
は
半
年
分
と
し
て
、
一
四
〇
〇
円
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
る
。

一
九
二
四
年
（
大
正
13
）
一
月

―
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
寒
波
が
到
来
し
、
ラ
ー
ン
川
が
す
っ
か
り
凍
っ
て
し
ま
い
、
徒
歩
で
わ
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
木
（
27
歳
）

は
休
暇
中
、
ど
こ
へ
も
出
か
け
ず
、
下
宿
で
デ
ィ
ル
タ
イ
の
も
の
を
読
ん
で
す
ご
し
た
。
月
末
ご
ろ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
森
　
五
郎
を
訪
ね
た
。

三
月

―
二
月
末
に
届
く
は
ず
の
岩
波
か
ら
の
送
金
が
郵
便
の
お
く
れ
で
と
ど
こ
お
り
、
生
活
費
に
窮
し
た
た
め
、
ハ
ル
ト
マ
ン
教
授
が
執
筆
し
『
思
想
』
に
の
せ
て
も

ら
っ
た
原
稿
料
百
六
十
円
に
手
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
三
木
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
岩
波
か
ら
の
送
金
を
受
け
と
る
た
め
に
、
三
月
中
旬
ご
ろ
に
再
び
こ
の
町
を
お
と
ず
れ
、

ほ
ど
な
く
帰
国
の
途
に
つ
く
森
　
五
郎
と
会
っ
た
。
こ
の
間
三
木
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ア
オ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
な
ど
の

著
作
を
多
く
よ
ん
だ
。
デ
ィ
ル
タ
イ
や
ジ
ン
メ
ル
の
も
の
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
学
や
生
の
存
在
論
へ
の
志
向
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

三
木
は
ナ
ト
ル
プ
の
プ
ラ
ト
ン
講
義
と
プ
ラ
ト
ン
演
習
、
言
語
学
者
フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー
の
演
習
に
出
て
み
た
い
と
思

っ
た
が
（
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
学
に
感
化
さ
れ
、
言
語
哲
学
に
興
味
を
も
つ
）、
じ
っ
さ
い
こ
れ
ら
の
科
目
を
と
ら
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
三
木
は
守
屋
が
と
っ
て
い
た
ラ
ー
デ
教
授
（
不
詳
）
が
月
一
回
ひ
ら
く
‘
学

オ
ッ
フ
ェ
ア
ー
ベ
ン
ト

生
会
’
に
、
守
屋
と
と
も

に
出
席
し
た
。
そ
れ
は
教
授
宅
に
夕
方
六
時
か
七
時
ご
ろ
、
二
、
三
十
人
の
学
生
が
あ
つ
ま
る
茶
話
会
で
あ
っ
た
。
人
が

あ
つ
ま
り
、
落
つ
く
と
、
教
授
が
そ
の
こ
ろ
呼
び
物
に
な
っ
て
い
る
文
芸
や
詩
歌
の
一
節
を
朗
読
し
た
り
、
宗
教
上
の
事

件
が
報
道
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
学
生
の
意
見
を
も
と
め
た
り
す
る
集
い
で
あ
っ
た
。

ヴィルヘルム・ディルタイ
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三
月
末
、
三
木
は
二
週
間
ほ
ど
の
予
定
で
旅
行
に
出
、
ま
ず
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
訪
れ
た
。
み
ぞ
れ
が
降
る
こ
の
町
で
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
閉
じ
込
も
る
と
、
デ
カ
ル
ト
を
よ

み
、
夜
は
音
楽
会
に
出
か
け
た
（
３
・
30
付
、
森
　
五
郎
宛
絵
は
が
き
）。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
に
む
か
い
、
こ
の
市
で
美
術
館
を
お
と
ず
れ
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
絵
を
み
た
り
、
書
店
を
ひ
や
か
し
、
ツ
イ
ン
マ
ー
マ
ン
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
、

ア
オ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
な
ど
の
も
の
を
手
に
入
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
渡
欧
の
と
き
船
中
で
知
り
あ
い
に
な
っ
た
建
築
家
・
上
野
伊
三
郎
と
再
会
し
た
よ
う
だ
。

あ
る
本
屋
に
入
る
と
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ー
ド
（
一
八
六
九
～
一
九
五
一
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
・
批
評
家
）
の
書
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
ろ
三
木
は
、
著
者

の
ジ
ー
ド
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
が
、
柵
に
た
く
さ
ん
そ
の
者
の
本
が
並
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
著
者
は
重
要
な
流
行
作
家
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
何
冊
か
も
と
め
、

カ
バ
ン
の
中
に
入
れ
た
。
そ
し
て
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
の
汽
車
の
中
で
、『
背

イ
ン
モ
ラ
リ
ス
ト

徳
者
』
を
ひ
も
と
い
た
。
そ
の
と
き
何
か
新
し
い
も
の
に
ふ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
マ
ー
ル
ブ

ル
ク
に
帰
り
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
に
そ
の
話
を
す
る
と
、
こ
の
博
学
な
ド
ク
ト
ル
は
当
然
ジ
ー
ド
の
こ
と
を
識
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
著
者
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
三
木
に
と
っ
て
、
や
わ
ら
か
な
町
。
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
（
一
八
六
二
～
一
九
三
一
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
劇
作
家
・
小
説
家
）
の
町
で
あ
っ
た
。
ひ
じ
ょ
う
に

居
心
地
の
よ
い
町
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
よ
り
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
む
か
い
、
リ
ッ
カ
ー
ト
教
授
と
会
っ
た
。
か
れ
は
近
々
刊
行
す
る
じ
ぶ
ん
の
仕
事
の
話
を
し
て

い
た
。

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
戻
っ
た
三
木
は
、
大
学
の
授
業
に
ふ
た
た
び
顔
を
だ
し
た
り
、
下
宿
で
読
書
に
ひ
た
っ
た
り
し
て
、
時
を
す
ご
し
た
。
陽
気
は
寒
い
冬
か
ら
急
に
夏
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
ラ
ー
ン
川
の
河
原
の
草
も
い
つ
の
間
に
か
伸
び
て
い
た
。
空
を
飛
ん
で
い
る
鳥
の
す
が
た
を
み
た
。
川
の
水
の
色
は
、
も
う
夏
を
お
も
わ
せ
た
。

朝
は
四
時
半
に
明
る
く
な
る
。
か
れ
は
い
つ
も
六
時
に
起
き
る
と
、
七
時
か
ら
始
ま
る
ハ
イ
デ
カ

ー
の
講
義
に
出
席
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
早
朝
の
授
業
に
は
閉
口
し
た
が
、
い
ま
で
は
そ
れ
に
す

っ
か
り
な
れ
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
二
人
は
こ
ん
な
会
話
を
し
た
。

ハ
イ
デ
ガ
ー

―
君
も
‘
夜
ナ
ッ
ハ
ト
フ
ェ
ー
ゲ
ル

鳥
’
で
す
か
。

三
木

―
先
生
は
時
計
で
す
ね
。‘
起ヴ
ェ
ッ
カ
ー

こ
す
人
’
で
す
ね
。

こ
う
い
う
と
両
人
は
大
い
に
笑
っ
た
。

暖
気
が
ま
し
、
む
し
あ
つ
く
な
る
に
つ
れ
て
、
勉
学
の
意
欲
が
そ
こ
な
わ
れ
、
何
ご
と
に
も
手

が
つ
か
な
く
な
る
と
き
も
あ
っ
た
。
倦け

ん
た
い怠

、
も
の
憂う

さ
に
襲
わ
れ
た
三
木
は
、
野
原
に
で
て
草
の

マルティン・ハイデガー
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う
え
に
寝
こ
ろ
び
、
空
を
な
が
め
て
く
ら
し
た
。
ふ
た
た
び
元
気
に
な
っ
た
と
き
は
、
ラ
ー
ン
川
の
対
岸
の
小
高
い
丘
を
歩
い
た
り
し
た
。
草
の
色
を
み
る
と
、
う
さ
が
晴

れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

そ
の
間
に
も
パ
リ
へ
行
く
心
は
は
や
っ
て
い
た
。
八
月
上
旬
、
か
れ
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
る
と
、
リ
ッ
カ
ー
ト
や
ホ
フ
マ
ン
に
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
三
木

は
ド
イ
ツ
を
去
り
、
そ
の
後
は
‘
旅た

び

の
者も
の

’
と
な
っ
て
、
新
し
い
土
地
を
た
が
や
す
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
哲
学
に
お
け
る
体
系
的
な
研
究
を
お
こ
な
い
、
じ
ぶ
ん
の
思
想

を
ま
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
を
去
る
に
あ
た
り
、
じ
ぶ
ん
の
行
動
の
あ
り
方
を
振
り
か
え
り
、
考
え
て
み
た
。

―
ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
も
の
は
何
だ
っ

た
の
か
。
何
を
経
験
し
た
の
か
。
何
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

三
木
は
こ
れ
ら
の
問
に
対
す
る
答
を
出
さ
な
い
ま
ま
、‘
旅
人
’
と
し
て
ド
イ
ツ
を
離
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
よ
う
だ
（
７
・
31
付
、
森
　
五
郎
宛
書
簡
）。

四　

パ
リ

一
九
二
四
年
（
大
正
13
）
八
月
二
十
日
の
夕
ぐ
れ

―
三
木
は
あ
わ
た
だ
し
く
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
を
発
っ
た
。
汽
車
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
か
ら
ギ
ィ
ー
セ
ン
（
ド
イ
ツ
中
部
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
＝
ア
ム
＝
マ
イ
ン
の
北
六
六
キ
ロ
）

―
ジ
ー
ゲ
ン
（
ケ
ル
ン
の
東
一
〇
一
キ
ロ
）

―
ボ
ン
（
ケ
ル
ン
の
南
三
五
キ
ロ
）
を
へ
て
ケ
ル
ン
に
む
か
っ
た

も
の
か
。
そ
の
晩
は
大ド

ー

ム
聖
堂
が
あ
る
ケ
ル
ン
（
ド
イ
ツ
中
西
部
、
ラ
イ
ン
川
河
畔
の
町
）
で
一
泊
し
た
。
翌
日
は
市
街
見
物
に
あ
て
、
ふ
た
た
び
車
中
の
人
と
な
り
、
ア
ー

ヘ
ン
（
ケ
ル
ン
の
西
七
〇
キ
ロ
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
と
の
国
境
ち
か
く
）
を
へ
て
、
二
十
二
日
の
正
午
ま
え
に
パ
リ
の
北
駅
に
着
い
た
。

下
宿
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
通
っ
て
い
る
小
林
市
太
郎
（
一
九
〇
一
～
六
三
）
に
た
の
ん
で
あ
っ
た
。
小
林
は
京
都
の
ひ
と
。
同
志
社
中
学
を
へ
て
、
大
正
九
年
（
一
九

二
〇
）
九
月
京
都
帝
大
文
学
部
哲
学
科
選
科
に
入
学
し
、
十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
に
修
了
し
た
。
同
年
四
月
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
十
月
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
に
入
学
す
る
と
、

美
術
を
専
攻
し
、
十
五
年
五
月
修
了
し
た
。
三
木
と
小
林
は
い
わ
ば
同
門
、
京
大
哲
学
科
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
お
互
い
よ
く
知
っ
て
い
た
。

小
林
が
み
つ
け
て
く
れ
た
下
宿
は
、
凱
旋
門
が
あ
る
エ
ト
ワ
ー
ル
広
場
（
現
・
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
広
場
）
の
す
ぐ
近
く

―

パ
リ
十
六
区
　
　
ル
・
ス
ュ
ウ
ー
ル
街
二
十
六
番
地
。

グ
イ
ユ
ロ
夫
人
方
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で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
安あ

倍べ

能よ
し

成し
げ

や
速は
や

水み

滉
ひ
ろ
し

ら
が
下
宿
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
下
宿
は
路
地
に
あ
る
か
ら
、
通
行
人
や
車
馬
の
音
が
聞
こ
え
る
、
す
こ
し
う
る
さ

い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
が
、
パ
リ
の
こ
と
だ
か
ら
が
ま
ん
す
る
こ
と
に
し
た
。

当
時
、
こ
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
の
一
階
は
、
居
酒
屋
の
よ
う
な
キ
ャ
フ
ェ
で
あ
り
（
い
ま
は
ト
ル
コ
式
浴
場
）、
三
木
の
部
屋
は
、
三
階
の
あ
ま
り
陽
の
入
ら
な
い
、
細
長

エトワール広場
三木の下宿がある
ル・スュウール街

モンソー公園

エトワール広場と三木の下宿があったル・スュウール街

エトワール広場
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い
た
（「
読
書
遍
歴
」）。
し
か
し
、
三
木
は
そ
れ
を
聴
い
て
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
何
も
か
た
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
木
は
ド
イ
ツ
時
代
と
お
な
じ
よ
う
に
、
下
宿
に
こ
も
る
と
、
読
書
に
多
く
の
時
間
を
さ
き
、
テ
ー
ヌ
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ナ
ン
の
も
の
を
読
み
は
じ
め
た
。

や
が
て
む
か
し
レ
ク
ラ
ム
版
の
独
訳
で
よ
ん
だ
こ
と
が
あ
る
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
を
手
に
と
っ
た
。
三
木
は
い
う
。

「
私
は
ふ
と
パ
ス
カ
ル
を
手
に
し
た
」
と
。
そ
し
て
そ
れ
を
原
語
で
読
む
う
ち
に
、
こ
ん
ど
は
こ
の
書
の
と
り
こ
に
な
っ
た
（「
読
書
遍
歴
」）。

か
れ
の
こ
と
ば
通
り
だ
と
、
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
を
再
発
見
し
た

0

0

0

0

0

の
は
、
パ
リ
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
期
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
こ
と
か
。
が
、

す
で
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
い
た
と
き
、
森
と
の
会
話
の
な
か
で
、
パ
ス
カ
ル
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。
森
は
い
う
。「
そ
の
こ
ろ
（
三
木
が
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
と
き
）
わ
た
く
し
は
パ
ス
カ
ル
を
読
ん
で
い
た
が
、
そ
の
と
き
の
か
れ
は
む
し
ろ
そ
れ
に
反
対
し
た

0

0

0

0

0

0

0

。
し
か
し
、
後
に
か
れ
は
パ
ス
カ
ル
に

没
頭
し
た
」（
羽
仁
五
郎
「
三
木
　
清
遺
書
　
第
一
巻
の
た
め
に
」『
三
木
　
清
著
作
集
　
第
一
巻
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
21
・
９
）。
羽
仁
こ
と
森
が
い
う
「
そ
れ
に

反
対
し
た
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
三
木
は
森
が
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
を
よ
む
こ
と
に
不
賛
成
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

三
木
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
や
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
い
た
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
パ
ス
カ
ル
研
究
を
は
じ
め
る
意
図
な
り
、
腹
案
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
守
屋
貫
教
は
、
一

九
二
四
年
（
大
正
13
）
の
夏
学
期
が
お
わ
る
と
、
Ｋ
博
士
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
も
ど
り
、「
Ｍ
君
（
三
木
）
は
そ
の
パ
ス
カ
ル
研
究
を
仏フ

ラ
ン
ス

蘭
西
に
於お
い

て
大た
い

成せ
い

す
べ
く
巴パ

里リ

へ

い
く
ら
い
部
屋
で
あ
っ
た
。
窓
は
一
つ
し
か
な
く
、
窓
ぎ
わ
に
粗
末
な
机
と
イ
ス
を
お
い
て
勉
強
し
て

い
た
（
芹
沢
光
治
良
「
巴
里
の
三
木
　
清
君
」『
回
想
の
三
木
　
清
』
所
収
、
文
化
書
院
、
昭
和
23
・
１
）。

は
じ
め
パ
リ
で
く
ら
す
の
は
、
三
、
四
ヵ
月
ぐ
ら
い
と
思
っ
て
い
た
が
（
イ
ギ
リ
ス

―
オ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
に
移
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
）、
計
画
に
反
し
、
約
一
ヵ
年
の
逗
留
に
な
っ
た
。
知
ら
な

い
土
地
で
い
ち
ば
ん
こ
ま
る
の
は
言
葉
で
あ
る
が
、
早
く
そ
れ
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
会
話
が
で

き
な
い
と
、
用
が
た
せ
な
い
か
ら
、
元
小
学
校
の
先
生
で
あ
っ
た
年
配
の
女
性
に
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
を

な
ら
っ
た
。

三
木
は
は
じ
め
か
ら
パ
リ
に
長
逗
留
す
る
気
が
な
か
っ
た
か
ら
、
今
回
は
大
学
に
籍
を
お
か
な
か
っ

た
。
フ
ラ
ン
ス
語
を
聴
く
こ
と
に
す
こ
し
自
信
が
も
て
た
の
で
、
見
物
の
つ
も
り
で
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
公

開
講
義
に
で
か
け
、
哲
学
者
の
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ィ
ク
教
授
（
パ
ス
カ
ル
の
専
門
家
）
の
講
義
を
数
回
き

パスカルの肖像
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移う
つ

ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
（「
滞
欧
雑
感
　
其
一
　
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
生
活
」）。

し
た
が
っ
て
三
木
が
「
読
書
遍
歴
」
に
お
い
て
語
っ
て
い
る
「
そ
う
だ
、
パ
ス
カ
ル
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と
私
は
思
い
立
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

（
新
た
な
考
え
を
お
こ
し
た
意
）」

と
あ
る
記
述
は
、
読
者
を
煙
に
ま
く
、
三
木
一
流
の
欺
ま
ん
か
も
知
れ
ぬ
。

三
木
は
ド
イ
ツ
哲
学
に
こ
そ
造
詣
が
深
か
っ
た
が
、
こ
と
ば
の
問
題
が
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
哲
学
に
は
そ
れ
ほ
ど
精
通
し
て
い
な
か
っ
た
か
と
思
え
る
。
し
か
し
、
か
れ

は
つ
ね
に
未
知
の
も
の

0

0

0

0

0

に
対
し
て
憧
れ

0

0

が
あ
っ
た
。
長
い
あ
い
だ
考
え
慣
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
哲
学
の
土
地
を
は
な
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
移
り
住
ん
だ
の
も
、
未
知
の
も
の
に

対
す
る
憧

し
よ
う

憬け
い

か
ら
と
い
う
。

か
れ
は
パ
ス
カ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
（
人
間
探
究
家
）

―
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
（
一
五
三
三
～
九
二
）
の
『
エ
セ
ー
』、
ラ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル

（
一
六
四
五
～
九
六
）
の
『
カ
ラ
ク
テ
ー
ル
』、
ス
イ
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
ヴ
ィ
ネ
（
一
七
九
七
～
一
八
四
七
）
の
『
十
六
、
七
世
紀
の
モ
ラ
リ
ス
ト
』
に
興
味
を

お
ぼ
え
、
そ
れ
ら
の
本
を
あ
つ
め
だ
し
た
。
が
、
い
ち
ば
ん
関
心
が
あ
っ
た
の
は
、
パ
ス
カ
ル
で
あ
っ
た
。
か
れ
は

ス
ト
ロ
ウ
ス
キ
ー
＊の

『
パ
ス
カ
ル
』　
　
　
＊Fortuna Strow

sk.

ブ
ト
ル
ー＊
＊の
『
パ
ス
カ
ル
』　
　
　
　
　
＊
＊Pierre B

outroux.

等
々
の
文
献
を
あ
つ
め
、
よ
み
は
じ
め
た
と
い
っ
て
い
る
（「
読
書
遍
歴
」）。

し
か
し
、
三
木
が
収
集
し
た
パ
ス
カ
ル
文
献
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
三
木
文
庫
に
独
仏
語
の
も
の
が
計
四
十
余
冊
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
か
れ
は

こ
れ
ら
の
文
献
の
す
べ
て
を
読
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
が
、『
パ
ン
セ
』
は
、

か
れ
の
枕ち

ん

頭と
う

の
書
（
ま
く
ら
べ
に
置
い
て
よ
む
本
）
に
な
っ
た
と
い
う
。
の

ち
に
か
れ
が
パ
リ
の
う
す
暗
い
部
屋
で
執
筆
し
た
処
女
論
文
「
パ
ス
カ
ル
と

生
の
存
在
論
的
解
釈
」
は
、
原
稿
用
紙
が
な
く
、
洋
け
い
紙
に
か
い
て
、
日

本
へ
送
っ
た
も
の
で
、『
思
想
』（
第
42
号
、
大
正
14
・
５
）
に
掲
載
さ
れ
た

パリの三木　清の下宿（26, Rue Le Sueul 16 
arr. Paris）。１階はトルコ式浴場。（By Courtesy 
of Prof.P. Navailh）
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表
現
し
た
も
の
で
、
表
現
を
通
し
て

0

0

0

0

0

0

も
と
の
体
験
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
）
に
な
ら
い
、
パ
ス
カ
ル
の
多
岐
に
わ
た
る
思
想
研
究
の
う
ち
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た

点
‘
人
間
研
究
’
に
光
を
あ
て
、
そ
の
部
分
を
切
り
と
り
、
解
剖
し
、
六
篇
の
論
文
を
一
冊
に
ま
と
め
、
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
し
た
の
が
、
三
木
の
処
女
出
版
『
パ
ス
カ
ル

に
於
け
る
人
間
の
研
究
』（
大
正
15
・
６
）
で
あ
っ
た
。

三
木
は
パ
ス
カ
ル
に
つ
い
て
ま
ず
論
文
「
パ
ス
カ
ル
と
生
の
存
在
論
的
解
釈
」（『
思
想
』
第
42
号
、
大
正
14
・
５
）
を
発
表
し
、
の
ち
『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研

究
』（
岩
波
書
店
、
大
正
15
・
６
）
を
出
版
す
る
と
き
、
本
稿
に
手
を
入
れ
た
。
そ
の
さ
い
に
精
読
し
、
か
つ
依
拠
し
た
も
の
は

―
「
原
稿
を
見
直
し
た
新
版
。
よ
り
す

ぐ
れ
た
本
文
。
序
論
、
注
、
分
析
的
な
索
引
つ
き
」
と
、
う
た
っ
た
、
つ
ぎ
の
書
で
あ
っ
た
。

V
ictor G

iraud 

編 P
ascal P

ensées, Les éditions G
. C

rès et C
ie, Paris, 1924

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ジ
ロ
ー
編
『
パ
ス
カ
ル
　
パ
ン
セ
』
ジ
ェ
・
ク
レ
出
版
社
（
パ
リ
）、
一
九
二
四
年
刊
。

本
書
は
タ
テ
15.3
㎝
ヨ
コ
10
㎝
、
計
四
五
二
頁
。
本
書
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
。

（
二
五
三
～
二
八
五
頁
）。
こ
の
論
文
（
の
ち
に
「
人
間
の
分
析
」
と
改
題
）
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
も
の
か
。
一
章
、
二
章
…
と
い
っ
た
章
立
て
は
な
く
、

［一］
～

［三］
ま
で
の
三
部
構
成
で
あ
る
。

か
れ
が
こ
の
小
論
の
中
で
問
題
提
起
し
た
も
の
は
、
つ
ぎ
の
点
で
あ
っ
た
。

五　

三
木　

清
の
「
パ
ス
カ
ル
と
生
の
存
在
論
的
解
釈
」

　
　
　
［一］

パ
ス
カ
ル
研
究
に
お
い
て
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
も
の
は

―
人
間
の
研
究
。

三
木
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
方
法

―
解
釈
学
（
人
間
精
神
の
産
物
は
、
人
間
が
体
験
し
た
こ
と
を

三木が精読したヴィクトール・ジロー
編『パスカル　パンセ』（1924年）
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序
文
　
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ジ
ロ
ー
筆
「
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
の
近
代
性
」
一
～
一
七
頁
。

諸
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
～
二
五
頁
。

予
備
的
な
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
～
二
八
頁
。

覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
～
三
二
頁
。

イ
エ
ス
の
な
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
～
四
五
頁
。

パ
ン
セ

項
目
　
一
　
　
精
神
と
文
体
に
つ
い
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
～
六
六
頁
。

　
　
　
二
　
　
神
を
も
た
ぬ
人
間
の
不
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
～
一
二
三
頁
。

　
　
　
三
　
　
賭か
け

の
必
要
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
～
一
五
三
頁
。

　
　
　
四
　
　
信
仰
の
手
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
～
一
七
〇
頁
。

　
　
　
五
　
　
正
義
と
現
象
の
理
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
～
一
八
七
頁
。

　
　
　
六
　
　
哲
学
者
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
～
二
〇
八
頁
。

　
　
　
七
　
　
道
徳
と
教
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
～
二
六
〇
頁
。

　
　
　
八
　
　
キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
～
二
七
五
頁
。

　
　
　
九
　
　
永
続
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
六
～
二
九
九
頁
。

　
　
　
十
　
　
表
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
～
三
二
二
頁
。

　
　
　
十
一
　
預
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
三
～
三
五
七
頁
。

　
　
　
十
二
　
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
あ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
八
～
三
七
九
頁
。

　
　
　
十
三
　
奇
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
〇
～
四
〇
五
頁
。

　
　
　
十
四
　
論
争
的
断
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
五
～
四
二
三
頁
。

分
析
的
な
索
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
五
～
四
五
九
頁
。

三
木
は
ジ
ロ
ー
が
編
ん
だ
『
パ
ン
セ
』
の
文
章
を
少
し
ず
つ
た
ど
り
、
そ
の
意
味
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
。
か
れ
は
『
パ
ン
セ
』
を
よ
み
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
に
つ
れ

て
、「
ハ
イ
デ
ッ
ゲ
ル
教
授
か
ら
習
っ
た
学
問
が
活
き
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
い
う
（「
読
書
遍
歴
」）。
三
木
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
学
ん
だ
も
の
、
示
唆
を
う
け
た
も
の
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と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
人
は
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
が
、
志
し
た
研
究
は
、
認
識
論
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
説
を
批
判
す
る
仕

0

0

0

0

0

0

0

0

事0

（
研
究
）
を
は
な
れ

0

0

0

0

、
も
っ
と
具
体
的
な
事
実
の
研
究

0

0

0

0

0

0

0

0

0

―
じ
ぶ
ん
の
問
題

0

0

0

0

0

0

（
自
己
の
存
在
の
解
釈
と
生
の
批
評
）

―
す
な
わ
ち
、
現
実
的
存
在
の

0

0

0

0

0

0

自じ

己こ

開か
い

示じ

（
じ
ぶ

ん
の
存
在
を
意
識
し
て
い
る
の
は
、
人
間
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
木
は
い
う
。

パ
ス
カ
ル
の
思
想
に
お
い
て
、
中
心
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
は
、‘
人
間
の
概
念
’
で
あ
る
。
人
間
に
つ
い
て
、
独
自
な
方
法

―
特
殊
な
見
方
が
、
か
れ
の
思
想
に
個

性
と
光
彩
を
あ
た
え
て
い
る
。

か
れ
は
人
間
と
は
何
か
と
い
う
問
い
を
追
う
（
激
し
さ
、
や
さ
し
さ
、
お
そ
れ
、
あ
わ
れ
み
を
も
っ
て
）。
し
か
し
、
こ
の
問
い
は
、
長
い
あ
い
だ
学
問
の
前
景
（
前

面
）
に
も
ち
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
問
い
を
思
い
だ
す
こ
と
が
至
急
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
、
真
の
研
究

―
パ
ス
カ
ル
）。

人
間
と
は
い
か
な
る
動
物
か
。

パ
ス
カ
ル
が
問
題
に
し
た
人
間
と
は
、
心
理
学
者
の
意
識
や
精
神
で
は
な
い
。
か
れ
が
取
り
あ
つ
か
う
人
間
は
、‘
対
象
’
で
な
く
‘
存
在
’
で
あ
る
。
そ
れ
は
認
識
主

観
に
た
い
し
て
成
立
す
る
‘
客
観
’
で
は
な
く
、
存
在
の
う
ち
の
特
殊
な
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
純
粋
自
我
‘
先
験
的
自
我
’
で
な
く
て
、
論
理
学
や
認
識
論
で
い
う
理

念
と
し
て
の
人
間
で
も
な
く
、
具
体
的
な
現
実
で
あ
る
。

パ
ス
カ
ル
の
人
間
研
究
と
は
。

人
間
的
存
在
の
研
究
で
あ
る
。
人
間
の
存
在
を
分
析
し
、
解
釈
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
存
在
は
、‘
自
然
に
お
け
る
存
在
’
で
あ
る
。
自
然

に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
存
在
は
、‘
中
間
者
’
で
あ
る
。

中
間
者
と
は
何
か
。

自
然
の
高
さ
、
大
き
さ
、
宇
宙
に
く
ら
べ
る
と
、
地
球
は
点4

に
す
ぎ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
体
は
、
宇
宙
全
体
に
お
い
て
知
覚
で
き
ぬ
も
の
、
虚
無
に
対
し
て
は
、
ひ
と
つ
の
世
界
、
む
し
ろ
全
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
無4

と
全4

（
す
べ
て
）
と
の
間
の

‘
中
間
者
’
で
あ
る
（
パ
ス
カ
ル
）。
人
間
の
中
間
的
存
在
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
自
然
に
お
け
る
存
在
で
あ
る
。（
注
・
天
使
と
動
物
と
の
中
間
者
（「
パ
ス
カ
ル
の
人
間

観
」）。

私
（
三
木
）
は
、
単
に
世
界
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
宇
宙
的
感
情
を
感
じ
る
。
人
間
は
世
界
の
中
に
あ
る
と
共
に
、
あ
る
状
態
性
に
あ
る
。
人
間
の
存
在
は
、
自
然
に
お
け
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る
存
在
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。

こ
の
形
式
的
な
規
定
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
か
。

　
　
　
［二］

人
間
の
具
体
的
な
る
存
在
性
の
概
念
は
、‘
生
’v

ヴ
ィ

ie 

で
あ
る
。
現
実
的
存
在
は
、
運
動
せ
る
存
在
で
あ
る
。‘
生
’
と
は
こ
の
運
動
の
具
体
性
の
概
念
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
の
本
性
は
、
運
動
に
あ
る
。
全

ま
っ
た

き
休
息
は
死
で
あ
る
（
パ
ス
カ
ル
）。

　
・
運
動
の
概
念
は
、
時
間
の
概
念
と
と
も
に
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
・
時
間
の
分
析
。
生
の
動
性
の
第
一
の
契
機
、
不
安
定
。

　
・
生
の
動
性
の
第
二
の
契
機
（
き
っ
か
け
、
動
因
）

―
人
間
は
矛
盾
に
み
ち
た
存
在
で
あ
る
。
パ
ス
カ
ル
に
と
っ
て
の
娯
楽
は
、
け
ん
た
い
と
不
安
定
を
否
定
す
る
こ

と
か
ら
生
れ
た
た
の
し
み
で
あ
る
。
想
像
（
物
を
在
る
が
ま
ま
に
見
る
こ
と
を
妨
げ
る
能
力
）

　
・
虚き

ょ

偽ぎ

―
存
在
の
特
殊
な
る
‘
存
在
’
の
し
か
た
、
在
る
が
ま
ま
を
お
お
う
こ
と
、
か
く
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
人
を
あ
ざ
む
く
こ
と
を
い
み
す
る
（
パ
ス
カ
ル
）。

　
　　

［三］

‘
生
’
の
動
性
は
、
ま
ず
‘
不
安
定
’
と
‘
け
ん
た
い
’、
第
二
に
‘
娯
楽
’
と
し
て
現
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
後
の
契
機
が
、
あ
た
か
も
動
性
の
否
定
と
し
て
は
た
ら
く
。

生
は
ひ
た
む
き
な
る
‘
前
進
の
過
程
’
で
は
な
い
と
い
う
（
三
木
）。

‘
意
識
’
の
い
み
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
想
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
想
像
は
わ
れ
わ
れ
の
魂
を
拡
大
し
、
縮
小
す
る
能
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
ば
あ
い
、

生
の
不
安
を
し
び
れ
さ
せ
、
に
ぶ
ら
せ
る
。
パ
ス
カ
ル
の
い
う
‘
意
識
’（
自
覚
的
な
も
の
）
は
、
人
間
的
存
在
の
動
性
で
あ
る
。
パ
ス
カ
ル
は
自
覚
的
意
識
を
も
つ
者
を

‘
哲
学
者
’
と
よ
ん
だ
。
哲
学
は
生
そ
の
も
の
の
自
覚
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

人
間
が
す
む
世
界
は
、‘
問
わ
れ
る
べ
き
’
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
人
間
の
存
在
そ
の
も
の
も
、
問
わ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
自
体
に
お
い
て
問
わ
れ
る

べ
き
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
も
主
要
な
こ
と
は
、‘
生
’
の
発
見
で
あ
り
、
論
理
的
な
斉

（
整
）
合
し
た
（
む
じ
ゅ
ん
の
な
い
）
体
系
で
は
な
い
（
三
木
）。

人
間
は
天
使
で
あ
り
、
動
物
で
も
あ
る
。
人
間
は
固
有
な
こ
と
、
自
己
意
識
（
自
覚
）
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
は
自
覚
に
お
い
て
、
そ
の
悲
惨
を
知
る
。

人
生
は
不
幸
に
み
ち
て
い
る
。
不
幸
を
考
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
人
間
は
さ
ま
ざ
ま
の
‘
慰い

戯ぎ

’
を
考
え
だ
す
。
そ
れ
は
遊
ぎ
、
娯
楽
だ
け
を
意
味
せ
ず
、
人
間
が
営
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む
す
べ
て
の
活
動
を
い
み
す
る
。
不
幸
の
絶
頂
は
、‘
死
’
で
あ
る
（
三
木
）。

世
に
真
実
、
真
理
は
、
ひ
と
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
釈
は
多
様
で
あ
る
。
千
差
万
別
で
あ
る
。
三
木
が
描
い
た
パ
ス
カ
ル
の
人
間
像
は
、
生き

地じ

（
じ
っ
さ

い
）
の
パ
ス
カ
ル
と
、
や
や
ち
が
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
（
由
木
）。

三
木
が
後
年
、『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研
究
』
を
上
梓
す
る
と
き
加
筆
し
た
「
序
」
を
よ
む
と
、
か
れ
の
論
題
（
議
論
の
題
目
）
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
「
序
」

を
意
訳
し
、
摘
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
問
　
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
知
る
た
め
に
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
本
と
は
。

　
答
　
フ
ァ
ー
ブ
ル
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
ラ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
、
パ
ス
カ
ル
の
も
の
。

　
問
　
こ
れ
ら
四
人
の
共
通
点
と
は
。

　
答
　 

人
間
の
研
究
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
。
人
間
の
研
究
は
、
フ
ラ
ン
ス
思
想
史
に
お
い
て
伝
統
が
あ
る
。

こ
の
小
書
は
、
パ
ス
カ
ル
に
お
け
る
人
間
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
い
、
研
究
対
象
を
人
間
に
限
定
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
。
パ
ス
カ
ル
の
思
想
は
多
方
面
に
わ

か
れ
て
い
る
が
、
じ
ぶ
ん
が
取
り
扱
う
の
は
、
人
間
に
つ
い
て
の
か
れ
の
考
え
で
あ
る
と
い
う
。

　
問
　『
パ
ン
セ
』
の
主
な
目
的
と
は
な
に
か
。

　
答
　
宗
教
的
な
も
の
。

　
問
　
パ
ス
カ
ル
の
宗
教
的
思
想
の
特
色
と
は
。

　
答
　
人
間
に
つ
い
て
観
察
し
た
こ
と
。

さ
ら
に
三
木
は
い
う
。『
パ
ン
セ
』
に
は
、
心
理
学
（
感
覚
、
情
緒
な
ど
精
神
の
は
た
ら
き
を
研
究
す
る
学
問
）
を
発
見
で
き
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
デ
・
ア
ニ

マ
（
魂
、
生
命
）』
を
心
理
学
書
と
み
な
す
こ
と
を
や
め
る
と
同
じ
よ
う
に
、
パ
ス
カ
ル
の
こ
の
書
を
心
理
学
と
し
て
考
察
し
て
は
な
ら
な
い
。

も
し
こ
れ
ら
の
書
を
心
理
学
と
し
て
呼
び
た
け
れ
ば
、
心
理
学
の
概
念
に
よ
っ
て
何
を
意
味
す
る
か
を
、
あ
ら
か
じ
め
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
問
　
わ
れ
わ
れ
が
『
パ
ン
セ
』
に
お
い
て
見
い
だ
す
も
の
は
何
か
。

　
答
　 

わ
れ
わ
れ
は
意
識
や
精
神
の
研
究
を
み
い
だ
さ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
見
い
だ
す
も
の
は
、
具
体
的
な
人
間
の
研
究

―
す
な
わ
ち
、
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
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で
あ
る
。
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
と
は
、
人
間
の
存
在
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
。

三
木
に
よ
る
と
、
ア
ン
ト
ロ
ポ
ロ
ジ
ー
は
、
人
間
の
‘
存
在
の
し
か
た
’（
存
在
の
方
法
？
）

―
一
つ
の
存
在
論
（
存
在

0

0

そ
の
も
の
。
存
在

0

0

と
は
な
に
か
。
そ
の
根
本

的
な
問
題
を
研
究
す
る
学
問
）
だ
と
い
う
。
か
れ
が
も
く
ろ
ん
だ
の
は
、『
パ
ン
セ
』
を
‘
生
の
存
在
論
’
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
木
は
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
を
解
釈
す
る
と
き

―
す
な
わ
ち
文
章
を
読
者
の
側
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き

―
、
わ
ざ
と
一
つ
の
方
法
を
用
い
た
と
い
う
。

か
れ
が
い
う
‘
解
釈
の
し
ご
と
’
と
は
、
別
な
い
い
方
を
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、

―
概
念
（
大
ま
か
な
認
識
内
容
）
の
与
え
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
基
礎
経
験
を
、
基
礎
経
験
の
与
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
概
念
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
木
は
い
う
。
あ
る
書
物
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
経
験
と
あ
ま
り
に
も
少
な
い
概
念
が
あ
る
。
ま
た
他
の
書
物
に
お
い
て
、
こ
の
逆
の
ば
あ
い
も
あ
る
。
あ

ま
り
に
も
多
く
の
概
念
と
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
経
験
が
。
そ
の
と
き
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
概
念
を
破
壊
し
て
、
経
験
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
て
こ
そ
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
三
木
が
解
釈
に
お
い
て
目
ざ
し
た
の
は
、
経
験
を
概
念
に
お
い
て
、
概
念
を
経
験
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

三
木
は
『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研
究
』
に
お
い
て
、
手
は
じ
め
に
「
パ
ス
カ
ル
と
生
の
存
在
論
的
解
釈
」
を
か
き
、
そ
の
あ
と
五
篇
の
論
文
を
か
き
、
そ
の
う
ち

の
三
篇
は
パ
リ
で
執
筆
し
、
さ
い
ご
に
一
書
と
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
排
列
は
そ
の
ま
ま
三
木
の
パ
ス
カ
ル
研
究
の
過
程
（
み
ち
す
じ
、
プ
ロ
セ
ス
）
と
生
長
を
物
語

る
も
の
で
あ
っ
た
。
六
つ
の
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
一
つ
の
構
造
を
も
っ
た
も
の
と
い
う
。
第
一
篇
は
、
第
二
篇
に
よ
っ
て
補
わ

れ
、
第
三
篇
は
そ
の
ま
え
の
第
二
篇
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
論
文
は
、
お
互
い
足
り
な
い
点
を
補
い
つ
つ
、
完
全
に
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

三
木
は
い
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
文
章
も
、
そ
れ
を
書
き
お
え
、
い
っ
た
ん
印
刷
に
ふ
さ
れ
、
書
物
と
な
る
と
、
そ
の
本
は
著
者
か
ら
は
な
れ
る
。
そ
の
書
は
独
立
し
た
運

命
を
も
っ
て
存
在
す
る
。
著
者
は
じ
ぶ
ん
の
本
が
も
つ
運
命
を
愛
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。
か
れ
は
じ
ぶ
ん
が
書
い
た
も
の
が
、
読
者
に
よ
っ
て
好
き
な
よ
う
に
読
ま
れ
、
好

き
な
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
満
足
し
た
。
が
、
で
き
れ
ば
六
つ
の
論
文
を
書
か
れ
た
順
序
で
よ
ん
で
も
ら
い
た
か
っ
た
よ
う
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
三
木
は
、「
パ
ス
カ
ル
と
生
の
存
在
論
的
解
釈
」
の
あ
と
、「
賭
」「
愛
の
情
念
に
関
す
る
説
」
を
書
き
、
そ
れ
ら
を
日
本
に
送
る
と
、
帰
国
後
さ
ら
に
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「
三
つ
の
秩
序
」「
方
法
」「
宗
教
に
お
け
る
生
の
解
釈
」
を
か
き
足
し
た
。
そ
し
て
パ
ス
カ
ル
論
六
篇
を
ま
と
め
『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研
究
』
と
題
し
て
岩
波
か

ら
出
版
し
た
（
大
正
15
・
６
）。
し
か
し
、
こ
の
本
の
売
れ
ゆ
き
は
わ
る
く
、
返
品
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
パ
ス
カ
ル
の
名
は
、
わ
が
国
で
は
一
部
の

専
門
家
を
の
ぞ
き
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。『
…
…
人
間
の
研
究
』
と
い
う
こ
と
ば
も
、
読
者
に
は
な
じ
み
の
な
い
も
の
、
親
し
み
が
も
て
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
何

よ
り
も
一
哲
学
徒
に
す
ぎ
ぬ
三
木
の
名
は
、
無
名
に
ち
か
く
、
読
書
界
に
お
い
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

か
れ
が
書
い
た
も
の
が
、
売
れ
だ
し
た
の
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
文
章
を
書
き
は
じ
め
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
木
の
パ
ス
カ
ル
論
の
評
判
は
、

悪
口
か
ほ
め
こ
と
ば
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
評
価
を
二
分
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

好
意
的
で
な
い
評
価
を
下
し
た
者
…
… 

カ
ト
リ
ッ
ク
の
哲
学
者
・
吉
満
義
彦
。
同
人
は
三
木
を
「
あ
ま
り
高
く
評
価
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
（
由ゆ
う

木き

　
康こ
う

『
私
の
パ
ス
カ
ル
体

験
』
春
秋
社
、
昭
和
56
・
９
、
一
四
頁
）。

評
価
し
た
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
「
わ
た
し
は
こ
の
書
（『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研
究
』）
に
よ
っ
て
、
パ
ス
カ
ル
と
の
結
び
つ
き
を
い
っ
そ
う
決
定
な
も
の
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
」（
由
木
　
康
、
前
掲
書
、
一
四
頁
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

谷
川
徹
三
は
、
三
木
の
こ
の
本
に
、
思
想
の
根
源
性
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、「
日
本
の
哲
学
の
今
後
の
発
展
の
う
え
に

は
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
（『
谷
川
徹
三
集
』
日
本
書
房
、
昭
和
33
・
３
、
一
六
四
頁
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ
れ
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
論
的
解
釈
学
の
方
法
を
用
い
て
の
「
独
自
の
『
パ
ン
セ
』
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
水
準
の
高
い
も

の
で
あ
り
、
そ
の
文
体
の
特
徴
も
あ
わ
せ
て
、
わ
が
国
の
思
想
界
に
与
へ
た
影
響
は
多
大
で
あ
る
」（
前
田
陽
一
編
『
世
界
の
名
著
『
パ

ス
カ
ル
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
41
・
11
、
五
八
頁
）。

ベ
ル
リ
ン
や
パ
リ
と
い
っ
た
大
都
市
で
一
人
で
く
ら
す
こ
と
は
、
孤
独
な
も
の
と
い
う
。
三
木
は
パ
リ
で
い
つ
も
多
く
の
日
本
人
を
み
た
が
、
あ
え
て
か
れ
ら
と
の
交
際

を
求
め
な
か
っ
た
。
た
ま
に
会
い
、
つ
き
あ
っ
た
同
胞
は

―

小
林
市
太
郎
（
一
九
〇
一
～
六
三
、
京
大
の
学
友
、
当
時
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
美
術
を
ま
な
ぶ
）

芹せ
り

沢ざ
わ

光こ
う

治じ

郎ろ
う

（
一
八
九
七
～
九
三
、
の
ち
農
商
務
省
の
役
人
を
や
め
、
小
説
家
に
転
身
。
当
時
、
休
職
し
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
留
学
中
）
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安
倍
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一
九
六
六
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家
）

ら
で
あ
っ
た
。

偶
然
出
会
っ
た
日
本
人
に
、
斎
藤
茂も

吉き
ち

（
一
八
八
二
～
一
九
五
三
、
大
正
・
昭
和
期
の
歌
人
、
医
師
）
や
板
垣

鷹
穂
ら
が
い
た
（「
読
書
遍
歴
」）。
三
木
は
散
歩
や
食
事
に
出
た
り
、
セ
ー
ヌ
河
岸
の
古ブ

キ
ニ
ス
ト

本
屋
、
カ
ル
チ
エ
・
ラ

タ
ン
の
書
店
を
ひ
や
か
し
た
り
、
美
術
館
を
み
た
り
、
た
ま
に
友
人
と
会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
を
除
く
と
、
下
宿

に
ひ
き
こ
も
り
、
読
書
や
執
筆
に
没
頭
し
た
。

パ
リ
も
ベ
ル
リ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
後
、
日
本
の
円
が
つ
よ
く
、
フ
ラ
ン
が
弱
か
っ
た
。
だ
か
ら

日
本
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
や
っ
て
来
て
逗
留
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
木
が
パ
リ
に
い
た
こ
ろ
、
ど
の
く
ら
い
の
日

本
人
が
こ
の
市
に
い
た
の
か
。
そ
の
数
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
千
人
や
二
千
人
は
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
（
芹
沢
「
巴
里
便
り
」）。
天
長
節
（
天
皇
誕
生
日
）
の
と
き
、
日
本
大
使
館
が
招
待
し
た
日
本
人
は
六
百

数
十
名
と
い
う
か
ら
、
あ
る
て
い
ど
の
数
が
推
定
で
き
よ
う
。

芹
沢
に
よ
る
と
、
大ブ

ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル

通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
か
な
ら
ず
妙
に
深
刻
な
顔
を
し
た
日
本
人
と
会
っ
た
と
い
う
。

黄
色
い
顔
を
し
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
、
カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
た
ら
日
本
人
で
あ
っ
た
。
も
し
カ
ル
チ
エ
・
ラ
タ

ン
の
古
本
屋
で
、
目
を
さ
ら
に
し
て
古
本
を
あ
さ
っ
て
い
る
東
洋
人
が
い
た
ら
、
そ
の
者
は
日
本
人
で
あ
っ
た
。

古
本
屋
の
主
人
の
話
だ
と
、
み
ん
な
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
社
会
主
義
の
本
を
さ
が
し
て
い
た
と
い
う
。
音
楽
会

に
行
っ
て
も
、
芝
居
を
み
に
行
っ
て
も
、
数
軒
あ
る
日
本
料
理
店
、
中
華
料
理
店
へ
行
っ
て
も
、
日
本
人
に
会
わ

な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
（
芹
沢
「
巴
里
便
り
」）。

パ
リ
を
遊
興
の
地
と
お
も
っ
て
い
る
日
本
人

―
、
日
ご
ろ
日
本
政
府
か
ら
金
と
暇
を
も
ら
っ
て
い
る
日
本
人

は
、
三
木
の
下
宿
が
あ
る
、
右
岸
の
十
六
区
を
‘
日コ

ロ
ニ
ー
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ

本
居
留
地
’
と
お
も
っ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
日
本
人
は
、

日
本
大
使
館
を
中
心
に
、
世
界
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
一
つ
の
居コ

ロ
ニ
ー

留
地
を
つ
く
っ
て
い
た
。
一
方
、

シャンゼリゼ大通り（パリ）芹沢光治郎
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ま
じ
め
に
仕
事
や
勉
強
を
し
て
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
（
貧
し
い
人
々
）
は
、
お
高
く
と
ま
っ
て
い
る
居
留
地
の
人
々
か
ら
、「
む
こ
う
の
人
」
と
さ
げ
す
ま
れ
て
い
た
。
か

れ
ら
は
左
岸
の
国
際
街

―
ラ
テ
ン
区
や
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
分
散
し
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
種
類
の
日
本
人
は
、
同
胞
で
あ
り
な
が
ら
、
セ
ー
ヌ
川
を
境
と
し
、
互
に
越
せ

な
い
‘
垣
根
’
に
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
芹
沢
「
明
日
を
逐お

う
て
」）。

パ
リ
に
お
け
る
三
木
の
私
生
活
に
つ
い
て
は
、
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
日
記
で
も
あ
れ
ば
、
か
れ
の
動
向
が
わ
か
っ
て
お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
が
、
か
れ
は
毎
日
の
出
来

事
を
記
録
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
三
木
が
帰
国
す
る
ま
で
の
二
・
三
ヵ
月
の
あ
い
だ
、
交
際
し
た
の
は
芹
沢
光
治
郎
で
あ
っ
た
。

芹
沢
は
、
あ
る
て
い
ど
パ
リ
に
お
け
る
三
木
に
つ
い
て
書
き
残
し
て
い
る
か
ら
、
三
木
の
う
ご
き
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
芹
沢
が
農
商
務
省
の
山
林
局
を
休
職

あ
つ
か
い
に
し
て
も
ら
い
、
新に

い

妻づ
ま

を
と
も
な
い
、
神
戸
よ
り
貨
客
船
・
白
山
丸
に
の
り
、
四
十
数
日
の
船
旅
を
へ
て
パ
リ
に
着
い
た
の
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
七

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
注
・
三
木
は
す
で
に
約
一
年
ま
え
に
パ
リ
に
来
て
い
る
）。
夫
婦
は
二
週
間
ほ
ど
日
本
大
使
館
（9

R
ue Perouse

）
に
近
い
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
の

ち
、
パ
リ
十
六
区
ボ
ア
ロ
ー
街
四
十
八
番
地

―
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
研
究
家
ア
ン
ド
レ
・
ペ
ル
ソ
ー
ル
家
の
一
階
の
部
屋
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。
下
宿
は
パ
リ
の
西
部

―

ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
と
セ
ー
ヌ
川
に
近
い
、
閑
静
な
通
り
に
あ
っ
た
。

当
時
、
パ
リ
に
い
る
日
本
人
は
三
つ
の
方
法
で
下
宿
し
た
と
い
う
。

一
　
　
フ
ラ
ン
ス
人
の
家
庭
に
入
り
、
間
借
り
を
す
る
者
。

二
　
　
パ
ン
ス
ィ
ヨ
ン
（
三
食
つ
き
の
下
宿
屋
）
に
入
る
者
。

三
　
　
ホ
テ
ル
（
朝
食
つ
き
の
部
屋
を
貸
す
下
宿
屋
）
に
入
る
者
。

ほ
か
に
、
五
、
六
階
の
大
き
な
建
物
の
な
か
の
幾
間
か
を
借
り
る
方
法
も
あ
っ
た
。

芹
沢
夫
妻
が
借
り
た
の
は
、
通
り
に
面
し
た
門
口
に
、P

パ
ン
ス
ィ
ヨ
ン

ension d

ド
ゥ

e F

フ
ァ
ミ
ー
ユ

am
ille

（
下
宿
屋
）
と
書
い
て
あ
る
、
庭
つ
き
の
古
い
三
階
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
住
宅
は

パ
リ
で
は
珍
し
く
、
ぜ
い
た
く
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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パ
リ
の
中
産
階
級
の
家
庭
で
は
、
イ
ン
フ
レ
地
獄
を
切
り
ぬ
け
る
た
め
に
、
外
国
人
を
下
宿
人
に
む
か
え
、
そ
の
外
貨
を
あ
て
に
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
芹
沢
夫
妻
の
家

主
は
親
切
な
う
え
、
た
い
へ
ん
な
親
日
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
が
暴
落
し
、
逆
に
日
本
円
の
価
値
は
高
か
っ
た
。
一
円
が
二

百
円
、
三
百
円
に
も
な
り
、
一
ド
ル
が
二
円
で
あ
っ
た
。

芹
沢
が
文
部
省
か
ら
も
ら
う
留
学
費
は
、
月
平
均
三
八
〇
円
で
あ
っ
た
。
当
初
、
円
の
お
か
げ
で
ぜ
い
た
く
な
暮
し
が
で
き
た
が
、
イ
ン
フ
レ
が
落
ち
つ
く
に
つ
れ
て
、

円
価
が
さ
が
り
、
生
活
が
し
だ
い
に
苦
し
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
カ
ル
チ
エ
・
ラ
タ
ン
の
大
学
に
近
い
、
小
さ
な
ホ
テ
ル
の
一
室
に
移
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

芹
沢
は
一
高
に
入
学
す
る
前
か
ら
、
三
木
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
芹
沢
の
兄
が
一
高
の
ボ
ー
ト
部
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
の
で
、
三
木
の
裸
体
写
真
を
み
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
一
高
で
は
、
三
木
は
芹
沢
の
三
年
先
輩
で
あ
っ
た
。
寮
で
会
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
と
く
に
親
し
く
し
な
か
っ
た
。
三
木
と
同
じ
ボ
ー
ト
部
に
い
た
菊
池
武
一
は
、

芹
沢
が
パ
リ
に
お
も
む
く
と
き
、
三
木
さ
ん
が
パ
リ
に
い
る
か
ら
会
っ
て
み
ろ
、
と
い
っ
た
。
が
、
同
人
は
三
木
の
住
所
を
知
ら
な
か
っ
た
。

芹
沢
は
パ
リ
に
着
い
た
と
き
、
三
木
を
訪
ね
る
気
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
パ
リ
大
学
の
め
ん
ど
う
な
入
学
手
続
を
お
え
、
講
義
に
で
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
よ
く
聴
き

と
れ
ず
、
め
ざ
す
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ミ
ア
ン
教
授
の
研
究
室
に
入
れ
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
不
安
に
な
り
、
三
木
の
名
を
思
い
だ
し
、
会
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
。
三
木
は
哲
学
を
や
っ
て
い
る
人
だ
し
、
勉
強
に
つ
い
て
何
か
よ
い
忠
告
を
し
て
く
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
思
っ
た
。

三
木
の
住
所
を
日
本
大
使
館
で
聞
い
た
ら
、
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
か
れ
の
下
宿
は
、
大
使
館
か
ら
そ
う
遠
く
な
く
、
雨
が
ふ
っ
て
き
た
が
、
帰
途
を
た
ず
ね
た
ら
す
ぐ
会
っ

て
く
れ
た
。
そ
の
と
き
三
木
は
ど
の
よ
う
な
部
屋
で
、
な
に
を
し
て
い
た
の
か
。

―
そ
の
部
屋
は
ひ
じ
ょ
う
に
く
ら
く
、
装
飾
の
な
い
も
の
で
、
机
と
ベ
ッ
ド
と
本
し
か
な
か
っ
た
。
三
木
は
そ
の
部
屋
の
机
で
、
パ
ス
カ
ル
の
論
文
を
書
い
て
い
た
。
そ

れ
を
日
本
へ
急
い
で
送
る
の
だ
と
い
っ
た
。
パ
イ
プ
に
タ
バ
コ
を
つ
め
、
そ
れ
を
吸
い
な
が
ら
、
パ
リ
生
活
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
助
言
を
し
た
。
こ
の
と
き
三
木
は
、
パ
リ

の
日
本
人
と
つ
き
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
。
い
ず
れ
論
文
を
か
き
お
え
た
ら
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
と
い
い
、
そ
の
日
は
別
れ
た
。

会
話
の
な
か
で
テ
ー
ヌ
が
話
題
に
な
っ
た
よ
う
で
、
三
木
か
ら
同
人
の
著
述
を
よ
む
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
、
帰
途
古
本
屋
に
寄
っ
て
五
冊
も
と
め
た
。
そ
れ
は
ア
シ

ェ
ッ
ト
版
の
よ
み
や
す
い
版
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
に
と
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。

三
木
か
ら
、
パ
リ
の
日
本
人
と
交
際
し
な
い
よ
う
に
、
と
忠
告
を
う
け
た
が
、
芹
沢
の
下
宿
は
、
日
本
の
外
交
官
補
を
下
宿
人
と
し
て
置
く
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日

本
人
の
客
が
多
く
、
日
本
人
の
‘
小
さ
な
た
ま
り
場
’
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
芹
沢
の
下
宿
は
、
か
れ
の
パ
リ
生
活
に
と
っ
て
不
む
き
な
所
で
あ
っ
た
（「
四
　
三
木
　
清



（72）045

三
木
は
芹
沢
を
散
歩
に
つ
れ
だ
し
た
。
二
人
は
セ
ー
ヌ
河
畔
に
そ
っ
て
サ
ン
ク
ル
ー
橋
の
ほ
う
ま
で
歩
き
、
そ
の
橋
の
た
も
と
の
カ
フ
ェ
に
入
る
と
酒
を
注
文
し
、
そ
れ

を
飲
み
な
が
ら
、
よ
も
や
ま
の
話
を
し
た
。
酒
は
夏
な
ら
ば
ビ
ー
ル
を
、
冬
な
ら
ば
ア
ペ
ル
チ
ー
フ
を
た
の
み
、
焼
グ
リ
を
酒
の
肴

さ
か
な

に
し
た
（
芹
沢
「
巴
里
の
三
木
　
清

君
」）。

が
、
雑
談
の
な
か
で
、
三
木
が
い
ち
ば
ん
夢
中
に
な
っ
て
し
ゃ
べ
っ
た
の
は
、‘
人
間
学
’
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
芹
沢
は
三
木
が
熱
っ
ぽ
く
語
る
‘
人
間
学
’
の
話
に

ひ
じ
ょ
う
に
興
味
を
覚
え
た
。
両
人
は
夕
方
別
れ
た
が
、
芹
沢
が
下
宿
に
帰
る
と
、
か
れ
の
旧
友
で
外
交
官
の
Ｔ
か
ら
、
家
の
マ
ダ
ム
が
、
あ
ん
な
無
作
法
な
者
を
み
た
こ

と
が
な
い
、
と
ぶ
つ
ぶ
つ
い
っ
て
い
た
、
と
、
聞
く
と
、
胸
に
こ
た
え
た
。

芹
沢
は
そ
の
詰
問
に
た
い
す
る
反
論
と
し
て
、

―
あ
れ
は
三
木
　
清
と
い
っ
て
、
将
来
の
日
本
の
哲
学
を
背
負
っ
て
る
人
だ
よ
。

と
、
勢
い
こ
ん
で
答
え
る
し
か
な
か
っ
た
。

芹
沢
が
は
じ
め
て
三
木
を
た
ず
ね
た
と
き
、
三
木
は
日
本
へ
帰
る
船
が
き
ま
っ
て
い
た
。
か
れ
は
パ
リ
生
活
に
未
練
が
あ
る
よ
う
に
み
え
た
。
三
木
が
さ
い
ご
に
い
っ
て

い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
事
物
を
勉
強
す
る
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
、
フ
ラ
ン
ス
精
神
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

三
木
と
の
最
初
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
芹
沢
は
そ
の
後
か
れ
と
よ
く
会
っ
た
。
二
人
は
三
木
の
下
宿
に
ち
か
い
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
大
通
り
（
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー

ル
・
ボ
ア
・
ド
・
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
）
や
森ボ

ア

の
中
を
歩
い
た
り
し
た
。

君
」「
巴
里
便
り
」）。

そ
れ
か
ら
数
日
後
の
午
後
二
時
ご
ろ
、
三
木
が
芹
沢
の
下
宿
を
お
と
ず
れ
た
。

―
ム
ッ
シ
ュ
　
セ
リ
サ
ワ
　
お
客
さ
ん
で
す
。

と
い
う
か
ら
、
庭
に
お
り
て
み
る
と
、
黒
い
帽
子
（
ソ
フ
ト
）
を
か
ぶ
り
、
く
た
び
れ
た
黒
い
服
を

着
、
色
あ
せ
た
よ
れ
よ
れ
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
た
男
が
椅
子
に
す
わ
っ
て
い
た
。
三
木
は
い
つ
も

黒
い
服
を
着
、
黒
い
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
た
か
ら
、
葬
式
の
帰
り
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

三
木
は
そ
の
家
に
通
さ
れ
る
と
き
、
マ
ダ
ム
に
ろ
く
に
あ
い
さ
つ
を
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
し

て
や
庭
で
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま
ゝ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
あ
と
で
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
た
。

三木　清
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三
木
は
勉
強
の
つ
か
れ
を
い
や
す
た
め
に
、
土
曜
日
の
晩
な
ど
と
き
ど
き
下
宿
の
マ
ダ
ム
（
庶
民
階
級
の
出
身
で
小
ぶ
と
り
な
女
性
）
と
場
末
の
劇
場
に
映
画
を
み
に
ゆ

く
こ
と
が
あ
っ
た
。
が
、
音
楽
会
や
オ
ペ
ラ
に
は
出
か
け
な
か
っ
た
。

芹
沢
に
は
「
閉と

ざ

さ
れ
た
庭に
わ

」
と
い
う
短
篇
小
説
（『
中
央
公
論
』
昭
和
21
・
12
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
焼
跡
に
た
て
た
バ
ラ
ッ
ク
で
暮
ら
す
小
説
家
一
家
の
物
語
で
あ
る
。

こ
の
一
家
の
あ
る
じ
の
夢
は
、
第
一
次
大
戦
後
パ
リ
で
く
ら
し
た
よ
う
に
、
再
び
二
人
の
子
供
ら
と
パ
リ
で
数
年
く
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
人
の
子
供

―
む
す
こ
は
絵

描
き
、
娘
は
音
楽
家
で
あ
っ
た
。
二
人
は
焼
け
残
っ
た
書
庫
の
な
か
に
入
っ
て
金か

ね

目め

の
も
の
を
あ
さ
っ
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
も
の
が
出
て
き
た
と
い
っ
て
一
枚
の
写
真
と
一

枚
の
書
簡
箋
を
父
親
に
み
せ
た
。
写
真
は
軍
国
主
義
の
犠
牲
に
な
っ
て
倒
れ
た
一い

ち
の
ぎ木

が
、
パ
リ
の
記
念
に
ミ
ジ
ェ M

idget 

と
い
う
写
真
館
で
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
書

簡
箋
の
ほ
う
は
借
用
証
書
で
あ
っ
た
。

写
真
は
礼
服
を
着
た
一
木
が
、
パ
リ
を
去
る
と
き
に
主
人
公
に
あ
た
え
た
も
の
で
、「
西
田
博
士
が
こ
う
署
名
し
て
、
ぼ
く
に
写
真
を
く
れ
た
か
ら
、
ま
ね
て
お
き
ま
し

ょ
う
」
と
い
っ
て
サ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
写
真
の
左
の
す
み
に
、
活
字
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
筆
蹟
で

―

杉
　
敏
介
殿
恵
存
　
　
巴
里

一
木
　
浩

　
　
　
千
九
百
二
十
五
年
十
月

と
署
名
し
た
。
ま
た
借
用
証
の
ほ
う
は
、

　
　
　
　
　
借
用
証
書

一
　
金き
ん

四
千
五
百
法
フ
ラ
ン

也な
り

　
　
右
み
ぎ
し
ゃ
く
よ
う
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
な
り

借
用
仕
候
也
然し
か

ル
上う
へ

ハ
大
正
十
四
年
十
二
月
一
日
ヲ
期き

限げ
ん

ト
シ
テ

　
　
返へ
ん

済さ
い

致
い
た
し

候
そ
う
ろ
う

コ
ト
相そ
う

違い

無こ
れ

之な
き

依よ
っ

テ
後ご

日じ
つ

ノ
タ
メ
証
し
ょ
う

書し
ょ

如
く
だ
ん
の

件ご
と
し　

　
　
　
　
大
正
十
四
年
十
月
一
日
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一
木
　
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
大
学
文
学
部

　
　
　
　
　
　
杉
　
敏
介
殿

 

注
・
ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
。

と
あ
っ
た
。
一
木
は
日
本
か
ら
の
送
金
を
ま
っ
て
い
た
（
岩
波
は
震
災
後
も
三
木
の
留
学
費
を
送
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
）
が
、
送
金
は
と
ど
こ
お
り
、
や
む
な
く
杉
に
借
金

を
申
し
込
ん
だ
。
杉
は
帰
国
で
き
な
い
で
い
る
一
木
の
窮
状
を
み
か
ね
て
、
妻
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
を
用
立
て
た
。
が
、
金
は
返
済
日
で
あ
る
十
二
月
一
日
に
な

っ
て
も
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
妻
は
あ
な
た
は
お
人
よ
し
だ
か
ら
、
だ
ま
さ
れ
た
、
と
夫
を
な
じ
っ
た
。

翌
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
春
す
ぎ
、
杉
の
親
友
Ｂ
か
ら
手
紙
が
と
ど
い
た
。
パ
リ
に
来
て
は
じ
め
て
受
け
と
る
Ｂ
か
ら
の
手
紙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
よ
み
な
が
ら

杉
の
顔
色
が
か
わ
っ
た
。
文
面
は
、
一
木
が
帰
国
し
て
か
ら
、
親
し
い
仲
間
が
ひ
ら
い
た
歓
迎
会
の
よ
う
す
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
木
は
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
た

と
い
う
。
杉
に
金
を
借
り
て
帰
国
し
た
が
、
杉
の
よ
う
な
金
持
ち
の
息
子
の
金
は
つ
か
っ
て
や
る
べ
き
で
、
返
さ
な
く
て
よ
い
の
だ
、
と
。
Ｂ
は
杉
よ
り
も
一
木
と
し
た
し

か
っ
た
。
Ｂ
は
ウ
ソ
を
い
う
よ
う
な
男
で
は
な
い
。

杉
は
一
木
の
借
金
問
題
を
永
久
に
胸
に
し
ま
っ
て
お
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
れ
が
仲
間
に
公
表
し
た
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
杉
は
日
本
の
将
来
の
た
め
に
、

一
木
の
学
問
に
期
待
し
、
人
格
を
信
頼
し
て
金
を
用
立
て
た
の
に
、
や
り
き
れ
ぬ
気
持
で
あ
っ
た
。
杉
は
一
木
に
釈
明
を
も
と
め
る
手
紙
を
だ
し
た
。
折
返
し
返
事
が
き
た
。

酒
の
席
の
こ
と
、
こ
と
ば
が
足
り
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
聞
き
手
も
誤
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
じ
ぶ
ん
の
力
で
稼
い
だ
金
で
返
さ
い
す
る
か
ら
、
も
う
し
ば
ら
く
待
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

け
っ
き
ょ
く
一
木
は
、
杉
に
四
五
〇
〇
フ
ラ
ン
返
さ
ず
に
お
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
は
杉
に
負
い
目
が
あ
っ
た
か
ら
、
杉
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
著
書

が
出
る
と
か
な
ら
ず
サ
イ
ン
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
。
し
か
も
と
き
ど
き
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
ひ
ょ
っ
こ
り
訪
れ
て
来
る
と
き
も
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
帰
っ
た
。

芹
沢
が
「
閉
さ
れ
た
庭
」
の
中
で
、
杉4

と
し
る
し
て
い
る
の
は
、
じ
ぶ
ん
の
こ
と
で
あ
り
、
一
木
4

4

は
三
木
の
こ
と
で
あ
る
。
三
木
に
は
ほ
か
に
も
金
に
ま
つ
わ
る
黒
い
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
あ
る
。
京
大
の
院
生
の
こ
ろ
家
庭
教
師
を
し
た
藤
江
家
の
未
亡
人
（
子
供
が
三
人
あ
る
）
と
親
密
な
関
係
に
な
っ
た
。
三
木
は
帰
国
す
る
と
き
、
そ
の
藤
江

夫
人
か
ら
、
五
、
六
百
円
の
金
を
も
ら
っ
た
ら
し
い
（
田
辺
元
宛
西
田
書
簡

―
大
正
15
・
３
・
25
付
）。
が
、
こ
れ
は
何
の
た
め
の
金
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
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芹
沢
か
ら
借
り
た
四
五
〇
〇
フ
ラ
ン
、
藤
江
家
か
ら
出
た
と
考
え
ら
れ
る
、
当
時
の
五
、
六
百
円
は
、
い
ず
れ
も
ち
ょ
っ
と
し
た
大
金
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
と
邦
貨
を
合

わ
せ
る
と
、
い
ま
の
数
百
万
円
に
も
相
当
す
る
額
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
大
正
時
代
の
値
段
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
う
な
重
（
並
）
…
…
…
…
…
…
40
銭
（
大
正
４
）。

　
　『
コ
ン
サ
イ
ス
英
和
辞
典
』…
…
１
円
30
銭
（
大
正
６
）。

　
　
小
学
校
教
員
の
初
任
給
…
…
…
12
～
20
円
（
大
正
７
）。

　
　『
週
間
朝
日
』…
…
…
…
…
…
…
10
銭
（
大
正
11
）。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
月

―
三
木
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
お
え
て
帰
国
し
た
。
か
れ
は
い
つ
、
ど
こ
の
港
か
ら
、
ど
ん
な
船
に
の
っ
て
帰
国
し
た
の
か

も
不
明
で
あ
る
。
乗
船
し
た
所
は
マ
ル
セ
ー
ユ
、
乗
っ
た
船
は
日
本
郵
船
の
「
白
山
丸
」
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
船
は
大
正
十
四
年
十
月
十
五
日
神
戸
に
入
港
し
た
。
ロ
ン
ド

ン

―
マ
ル
セ
ー
ユ

―
ナ
ポ
リ
（
イ
タ
リ
ア
）
で
乗
せ
た
乗
客
（
四
十
五
、
六
名
）
の
名
は
、「
白
山
丸
の
帰
朝
者
」
と
し
て
『
神
戸
新
聞
』（
10
・
10
付
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
が
、
な
ぜ
か
三
木
　
清
の
名
は
み
あ
た
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

。
か
れ
は
二
、
三
等
船
客
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
別
な
船
で
あ
っ
た
の
か
。

と
も
あ
れ
、
三
木
は
神
戸
に
着
い
た
と
き
、
母
や
兄
弟
ら
が
待
ち
わ
び
る
実
家
に
「
ア
ス
カ
エ
ル
」
と
い
う
電
報
を
打
っ
た
。
か
れ
は
田
舎
の
駅
か
ら
人
力
車
に
の
っ
て

帰
宅
し
た
が
、
外
国
か
ら
帰
っ
た
と
い
う
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
そ
こ
い
ら
の
旅
か
ら
帰
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
変
な
ソ
フ
ト
帽
を
無
造
作
に
か
ぶ
り
、
着
古
し
た
黒
っ

ぽ
い
背
広
を
着
、
カ
バ
ン
を
一
つ
も
っ
て
い
た
。
洋
服
の
裏
地
は
破
れ
て
い
た
。
二
日
ば
か
り
家
に
い
た
が
、
土
産
は
な
い
し
、
外
国
の
話
も
一
つ
も
出
て
こ
な
か
っ
た

（
高
井
春
江
「
思
ひ
出
の
糸
」）。
京
都
に
も
ど
る
と
き
、
神
戸
か
ら
荷
物
を
送
っ
た
か
ら
受
け
と
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
か
ら
、
家
の
者
は
外
国
土
産
か
と
期
待
し
た

が
、
そ
れ
は
洋
書
の
つ
ま
っ
た
大
き
な
箱
三
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
家
族
は
、
か
れ
が
無
事
帰
国
し
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
ん
だ
。

帰
国
し
た
三
木
は
、
翌
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
か
ら
、
講
師
と
し
て
三
高
や
大
谷
大
学
に
出
講
し
た
。
京
大
に
は
迎
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
の
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
上
京
す
る
と
、
法
政
大
学
文
学
部
哲
学
科
の
教
授
に
就
任
し
た
。
以
後
、
独
得
の
文
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
論
文
や
論
評
を
文
学
界
や
哲
学
会
の
諸
雑
誌
に
発

表
し
、
は
な
ば
な
し
い
活
躍
を
し
た
。

六　

同
論
文
に
み
る
三
木　

清
の
文
体

三
木
の
文
体
と
は
、
か
れ
の
文
章
が
も
つ
独
得
な
様ス

タ
イ
ル式

―
奇
異
な
文
体
の
意
で
あ
る
。
か
れ
の
文
章
は
、
一
読
し
て
す
ぐ
わ
か
る
も
の
で
は
な
い
。
い
っ
た
い
に
わ
が
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国
の
社
会
科
学
者
の
か
い
た
も
の
は
、
一
般
大
衆
む
き
の
新
聞
や
雑
誌
を
よ
む
よ
う
な
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
一
読
し
て
、
内
容
が
す
ぐ
頭
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
文
章
や

わ
か
り
に
く
い
文
章
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
う
い
う
文
章
を
ふ
つ
う
悪
文

0

0

と
い
う
ら
し
い
。
が
、
三
木
の
文
章
に
も
む
ず
か
し
く
て
分
か
り
に
く
い
箇
所
が
た
く
さ
ん
あ

る
。三

木
に
と
っ
て
の
最
初
の
パ
ス
カ
ル
論
「
パ
ス
カ
ル
と
生
の
存
在
論
的
解
釈
」
は
、
け
っ
し
て
や
さ
し
い
読
物
で
は
な
く
、
そ
れ
を
通
読
す
る
こ
と
は
か
な
り
辛
気
な
し

ご
と
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研
究
』
の
序
奏
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
何
か
重
要
な
伝
言
板
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
に
違
い
な
い
が
、
つ
か

え
な
が
ら
読
了
し
た
と
き
、
漠
と
し
た
も
の
し
か
頭
に
残
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
読
み
手
の
哲
学
論
文
の
読
書
量
の
少
な
さ
、
理
解
力
の
低
さ
だ
け
に
起
因
す
る
も
の
で
な

く
、
か
れ
の
文
体
が
も
つ
も
っ
と
根
源
的
な
欠
陥
に
そ
の
理
由
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
木
の
文
体
は
、
独
得
な
も
の
で
あ
る
。
発
想
法
が
あ
ま
り
日
本
語
的
で
な
い
。
ま
る
で
欧
文
を
直
訳
し
た
よ
う
な
表
現
が
、
か
れ
が
用
い
る
日
本
語
に
溶
け
込
ん
で
お

り
、
斬
新
な
様ス

タ
イ
ル式

を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
文
語
体
と
口
語
体
の
混
交
文

―
教
壇
か
ら
教
師
が
学
生
に
む
か
っ
て
む
ず
か
し
い
内
容
の
も
の
を
講
義
す
る
よ
う
な
口
調

の
も
の
で
あ
る
。
ふ
ん
だ
ん
に
出
て
く
る
『
パ
ン
セ
』
か
ら
の
引
用
文

―
そ
の
訳
文
を
く
わ
し
く
吟
味
す
れ
ば
、
書
き
手
が
原
文
を
正
し
く
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。

三
木
の
文
体
の
特
徴
を
列
挙
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

不
定
人
称
代
名
語
の
多
用
。

一
　
ド
イ
ツ
語
の M

マ

ン

an, 

ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
の O

オ
ン

n 

を
直
訳
し
、「
ひ
と
は
…
…
」
と
し
て
用
い
る
。
世
間
一
般
の
人
を
さ
す
こ
の
語
は
、
ふ
つ
う
訳
出
し
な
い
か
、

受
身
に
訳
し
て
使
う
。「
ひ
と
」
と
い
う
表
現
を
こ
の
よ
う
に
使
っ
た
の
は
、
三
木
が
最
初
で
あ
る
ら
し
い
（
大
久
保
孝
治
「
清
水
幾
太
郎
に
お
け
る
文
体
の
変
遷
」）。

一
　
欧
文
で
い
う
単
文
章
（
主
語
、
述
語
か
ら
な
る
）
は
す
く
な
く
、
複
合
文
章
（
二
つ
以
上
の
単
文
章
）
が
多
い
。

一
　
欧
文
（
ド
イ
ツ
語
）
を
そ
の
ま
ま
直
訳
し
た
よ
う
な
表
現
が
多
い
。

　
　
　「
…
…
こ
と
で
は
な
く
、
却

か
え
っ
て
…
…
」（
…
…nicht

…
…sondern

）

 

注
・
否
定
の
文
（
句
）
の
あ
と
、
反
対
を
強
調
す
る
表
現
。

　
　
　「
…
…
こ
と
は
疑
は
れ
な
い
」（E

s besteht kein Zw
elfel, daß

…
…
）
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　「
…
…
の
は
明
瞭
で
あ
る
」（
…
…ist klar, daß

…
…
）

　
　
　「
…
…
と
彼
は
記
し
て
を
る
」（
…
…E

r schreint, daß

…
…
）

　
　
　「
…
…
と
述
べ
て
を
る
」（
…
…sagt, daß

…
…
）

　
　
　「
…
…
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
…
…m

uß

…
…
）

　
　
　「
…
…
し
よ
う
と
関
心
す
る
」（
…
…an et(j) interessiert sein

…
…
）

田
中
美
知
太
郎
に
よ
る
と
、
三
木
の
森
　
五
郎
あ
て
の
手
紙
に
も
興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
そ
の
文
体
が
奇
妙
な
感
じ
を
あ
た
え
る
。
か
れ
は
「
…
の
で

あ
る
」
と
い
っ
た
論
文
口
調
の
手
紙
を
か
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
翻
訳
文
の
よ
う
な
口
調
な
の
で
あ
る
。

三
木
が
外
国
か
ら
森
に
か
ぎ
ら
ず
、
恩
師
や
知
人
に
宛
て
て
出
し
た
手
紙
は
、
い
っ
た
い
に
ド
イ
ツ
語
や
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
語
な
ど
を
散
り
ば
め
た
、
混
交
文
で
あ
る
。

三
木
の
翻
訳
文
口
調
の
文
体
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
た
と
え
ば
つ
ぎ
に
引
く
も
の
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

「
そ
し
て
そ
れ
以
来
私
は
ひ
そ
か
に
そ
れ
ら
の
人
々
を
軽
蔑
し
た
」（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
よ
り
森
　
五
郎
宛
書
簡
、
一
九
二
四
・
一
・
一
〇
付
）。

「
私
は
多
分
マ
ル
セ
ー
ユ
へ
宛
て
て
君
へ
次
の
手
紙
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
」（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
よ
り
森
　
五
郎
書
簡
、
一
九
二
四
・
三
・
一
六
付
）。

さ
ら
に
森
宛
の
「
君
の
東
京
の
宛
名
を
私
へ
ま
で

0

0

0

通
知
し
て
お
い
て
欲
し
い
」
と
い
う
文
章
に
お
け
る
前
置
詞
の
使
い
方
を
み
る
と
、
擬
似
ド
イ
ツ
語
的
に
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
（
田
中
）。

ふ
だ
ん
ド
イ
ツ
語
を
耳
で
聞
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
る
と
、
発
想
が
だ
ん
だ
ん
ド
イ
ツ
人
の
よ
う
に
な
る
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
三
木
　

清
は
講
演
に
お
い
て
も
、
書
い
た
文
章
そ
の
ま
ま
の
口
調
で
し
ゃ
べ
っ
た
と
い
う
（
田
中
）。
つ
ま
り
三
木
は
、
じ
ぶ
ん
が
用
い
る
書
き
こ
と
ば
も
話
し
こ
と
ば
と
大
き
な

ち
が
い
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
三
木
の
文
体
は
、
上か

み

下し
も

を
ま
と
っ
た
よ
う
な
、
堅
苦
し
い
も
の
で
あ
る
。

七　

三
木　

清
の
『
パ
ン
セ
』
読
解

パ
ス
カ
ル
が
書
い
た
思
索
の
断
片
を
、
後
代
の
者
が
一
書
に
編
ん
だ
の
が
『
パ
ン
セ
』
で
あ
る
。
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
国
と
せ
ぬ
日
本
人
が
、
こ
の
‘
瞑
想
録
’
を
正

し
く
読
み
と
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
装
備
と
し
て
ま
ず
信
頼
で
き
る
原
典
や
辞
書
・
解
説
書
・
訳
本
な
ど
が
必
要
に
な
る
。
読
解
の
方
法
と
プ
ロ
セ
ス
は
、
通
読
（
ひ

と
と
お
り
読
む
）

―
精
読
（
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
注
意
し
て
よ
む
）

―
味
読
（
味
わ
い
な
が
ら
よ
む
。
鑑
賞
）

―
批
評
（
作
品
の
よ
し
あ
し
、
価
値
を
決
定
す
る
）
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で
あ
る
。
原
典
批
評
は
、
解
釈
操
作
そ
の
も
の
で
あ
る
。
解
釈
と
は
、
読
み
手
が
原
典
の
意
味
を
理
解
す
る
行
為
で
あ
る
。

三
木
は
パ
ス
カ
ル
論
を
か
く
と
き
、
邦
訳
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
（
注
・
最
初
の
『
パ
ン
セ
』
訳
は
、
前
田
長

ち
ょ
う

太た

訳
『
パ
ス
カ
ル
感
想
録
』
洛
陽
堂
、
大
正
３
）、
原
文

（
フ
ラ
ン
ス
文
）
に
い
き
な
り
入
っ
て
い
っ
た
か
と
思
え
る
。
が
、『
パ
ン
セ
』
理
解
の
第
一
段
階
と
し
て
、
か
れ
は
原
文
を
正
し
く
よ
む
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
知
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
原
文
を
ひ
き
、
三
木
訳
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
か
れ
は
論
文
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
二
　
神
を
も
た
ぬ
人
間
の
不
幸
」（
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ジ
ロ
ー
編
『
パ
ス
カ
ル
・
パ
ン
セ
』
の
六
七
～
一
二
三
頁
）
か
ら
一
節
を

引
用
し
て
い
る
（V

ictor G
iraud 

編 P
ascal P

ensées, 1924, P.67

～P.123

）。

三
木
訳
を
よ
む
と
、
回
り
く
ど
い
日
本
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
原
文
が
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
大
む
ね
て
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
す
っ
き
り
頭
に
入



038（79）

三木　清のドイツ・フランス留学記

っ
て
こ
な
い
、
理
解
に
く
る
し
む
箇
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
そ
し
て
こ
の
研
究
（
抽
象
的
学
問
）
で
は
　
ひ
と
は
僅わ
ず

か
の
交
際
し
か
得
ら
れ
ぬ
と
云い

ふ
こ
と
が
こ
れ
に

対
し
て
　
私
に
嫌け

ん

悪お

の
念
を
懐い
だ

か
せ
た
」
の
原
文
は
、et le peu de com

m
unication qu

’ on en peu avoir m

’en avait dégoûté. 

で
あ
る
。

三
木
が
い
う
「
こ
の
研
究
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
抽
象
的
な
学
問
」
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
「
ひ
と
は
僅
か
の
交
際
し
か
得
ら
れ
ぬ
…
…
」
と
あ
る
箇
所
は
、

抽
象
的
な
学
問
を
や
っ
て
い
る
仲
間
と
の
交
際

0

0

0

0

0

0

の
意
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
文
は
、
前
田
陽
一
訳
（
注
・
世
界
の
名
著
　
24
　『
パ
ス
カ
ル
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
41
・
11
）
で
は
、「
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
通
じ
合
う
こ
と
が
少
な

い
た
め
に
、
私
は
こ
の
研
究
に
嫌い

や

気け

が
さ
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
。「
そ
れ
ら
（
抽
象
的
な
学
問
）
に
つ
い
て
、
通
じ
合
う
こ
と
が
少
な
い
た
め
に
…
…
」
も
、
文
意
が
は

っ
き
り
し
な
い
訳
で
あ
る
。
だ
れ
と
通
じ
合
う
こ
と
な
の
か
。「
通
じ
合
う
」
と
は
、
人
と
意
思
の
疎
通
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
パ
ス
カ
ル
の
原
文
を

直
訳
す
る
と
、「
そ
し
て
ひ
と
は
そ
れ
（en

―
中
性
代
名
詞
）
に
つ
い
て
の
交
際
を
わ
ず
か
し
か
持
て
ぬ
た
め
、
そ
れ
に
う
ん
ざ
り
し
た
」
と
な
ろ
う
か
。

com
m

unication 

の
語
（
人
と
の
つ
き
あ
い
の
意
）
を
ど
う
解
す
る
か
が
、
こ
の
一
文
を
正
し
く
解
釈
す
る
決
め
て
と
な
る
。
由
木
訳
で
は
、「
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
交

は
り
得
る
人
々
が
少
い
の
に
嫌
気
を
催
し
た
」（『
パ
ス
カ
ル
瞑
想
録
　（
上
）』
白
水
社
、
昭
和
22
・
７
）
と
な
っ
て
い
る
。

平
易
に
訳
す
と
、「
そ
し
て
そ
れ
（
抽
象
的
な
学
問
）
に
よ
っ
て
交
際
で
き
る
人
が
す
く
な
い
た
め
に
、
嫌
気
が
さ
し
た
」
と
な
ろ
う
。

「
私
は
、
こ
れ
ら
の
抽
象
的
な
学
問
が
人
間
に
適ふ

さ

は
し
く
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
突
込
ん
で
知
っ
て
ゐ
な
が
ら
　
私
は
そ
れ
を
知
っ
て
ゐ
な
い
他
の
人
々
よ
り
も
一い
っ

層そ
う

多お
お

く
私
の
状
態
に
就つ
い

て
迷ま
よ

っ
て
ゐ
る
こ
と
を
見
た
」
の
原
文
は
、Q

uand j

’ai com
m

encé l

’ étude de l

’hom
m

e, j

’ai vu que ces scinces abstraites ne sont pas 

propres à l

’hom
m

e, et que je m

’égaraís plus de m
a condition en y pénétrant que les autres en les ignorant. 

で
あ
る
。
こ
の
三
木
訳
も
わ
か
り
に
く
い
。

原
文
を
直
訳
す
る
と
、「
わ
た
し
が
人
間
の
研
究
を
は
じ
め
た
と
き
、
そ
う
い
っ
た
抽
象
的
な
学
問
が
人
間
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
そ
れ
を

知
ら
ぬ
他
の
人
た
ち
よ
り
も
、
そ
れ
に
深
入
り
す
る
わ
た
し
の
方
が
、
ず
っ
と
じ
ぶ
ん
の
状
態
に
迷
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
な
ろ
う
。
三
木
は m

a condition 

を

直
訳
し
、「
私
の
状
態
」
と
し
、
前
田
は
「
自
分
の
境
遇
」、
由
木
は
「
自
分
の
状
態
」
と
訳
し
て
い
る
。
日
本
語
で
‘
境
遇
’
と
い
う
と
、
ふ
つ
う
人
が
置
か
れ
て
い
る
環

境
や
状
況
を
い
み
す
る
。

由
木
　
康
は des sciences abstraites 

を
三
木
や
前
田
の
よ
う
に
「
抽
象
的
な
学
問
」
と
訳
さ
ず
、
思
い
き
っ
て
「
数
学
」
と
し
て
い
る
。Je m

’égaraís plus de m
a 

condition en y pénétrant que les autres en les ignorant 

は
、
三
木
訳
で
は
、「
私
は
、
…
…
そ
し
て
そ
れ
（
抽
象
的
な
学
問

―
引
用
者
）
を
突
込
ん
で
知
っ
て
い
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な
が
ら
　
私
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
な
い
他
の
人
々
よ
り
も
一
層
多
く
私
の
状
態
に
就
て
迷
っ
て
い
る
こ
と
を
見
た
」
と
、
ま
わ
り
く
ど
く
、
わ
か
り
に
く
い
訳
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
一
文
は
、
前
田
訳
で
は
、「
ま
た
そ
れ
（
抽
象
的
な
学
問

―
引
用
者
）
に
深
入
り
し
た
私
の
ほ
う
が
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
他
の
人
た
ち
よ
り
も
、
よ
け
い
に
自

分
の
境
遇
か
ら
迷
い
だ
し
て
い
る
こ
と
を
悟
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。

由
木
訳
は
、
前
掲
二
者
の
訳
よ
り
も
さ
ら
に
わ
か
り
い
い
も
の
で
あ
り
、「
私
は
、
…
…
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
び
と
よ
り
も
、
そ
れ
に
深
入
り
し
て
い
る
私
の
方
が
、
よ

り
一
層
自
分
の
状
態
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
る
こ
と
を
覚さ

と

っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
の
三
木
訳
も
わ
か
り
に
く
い
。

こ
れ
を
前
田
訳
で
は
、

 

注
・「
二
　
神
を
も
た
ぬ
人
間
の
不
幸
」（
六
七
～
一
二
三
頁
）。
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「
わ
れ
わ
れ
の
知
性
は
、
知
的
な
も
の
の
次
元
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
身
体
が
自
然
の
広
が
り
の
な
か
で
占
め
る
の
と
同
じ
地
位
を
占
め
て
い
る
」

と
な
っ
て
い
る
。
三
木
は l

’ordre 

を
「
秩
序
」
と
し
、
前
田
は
「
次
元
」
と
訳
し
て
い
る
。

由
木
は
「
位
置
」
と
解
し
て
い
る
。des choses intelligibles 

を
三
木
は
「
叡
智
的
な
る
も
の
」、
前
田
は
「
知
的
な
も
の
」、
由
木
は
「
思
惟
的
な
事
物
」
と
し
て
い
る
。

由
木
訳
の
こ
の
箇
所
は
、「
我
々
の
知
性
は
、
我
々
の
身
体
が
自
然
の
広
が
り
の
中
で
占
め
て
い
る
の
と
同
じ
位
置
を
、
思
惟
的
な
事
物
の
世
界
で
占
め
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
三
木
は notre corps 

を
「
我
々
の
自
体

0

0

」
と
訳
し
、
一
方
前
田
は
「
わ
れ
わ
れ
の
身
体

0

0

」、
由
木
は
「
我
々
の
身
体

0

0

」
と
し
て
い
る
。
三
木
が
用
い
て
い
る
「
叡え
い

智ち

」
は
深
い
道
理
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
知
恵
の
意
で
あ
り
、
ふ
つ
う
「
英
知
」
と
も
か
く
。
日
本
語
の
「
自
然
の
廣こ
う

袤ぼ
う

（
土
地
の
広
が
り
の
意
）」
は
、
難
語
で
あ
る
。

ま
た
三
木
は le m

em
e rang 

を
「
同
一
な
る
順
位

0

0

」
と
訳
し
、
前
田
は
「
同
じ
地
位

0

0

」
由
木
は
「
同
じ
位
置

0

0

」
と
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
三
木
訳
も
、
わ
か
り
に
く
い
。
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前
田
は
原
文
の
こ
の
文
章
に
相
当
す
る
箇
所
を
、「
今
あ
る
快
楽
が
偽
り
で
あ
る
と
い
う
感
じ
と
、
今
な
い
快
楽
の
む
な
し
さ
に
対
す
る
無
知
と
が
、
定
め
な
さ
の
原
因

と
な
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
由
木
訳
は
、「
現
に
味
は
っ
て
い
る
快
楽
の
虚
妄
を
感
じ
、
未ま

だ
味
は
は
な
い
快
楽
の
空
虚
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
移
り
気
が
生
ま
れ
る
」
と
な
っ
て

い
る
。

D
es plaisirs présents 

と
は
、「
い
ま
心
に
残
っ
て
い
る
快
楽
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。fausseté 

は
「
誤
り
、
い
つ
わ
り
」
の
意
で
あ
る
。et l

’ignorance de la 

vanité des plaisirs absents 
は
、「
い
ま
心
に
残
っ
て
い
な
い
快
楽
が
む
な
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
か
ら
」、causent l

’inconstance

「
移
り
気
の
原
因
と
な

る
」
が
原
意
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
引
く
も
の
は
、
三
木
が
意
味
を
と
り
ち
が
え
た
例
で
あ
る
。
か
れ
は des orgues

（
オ
ル
ガ
ン
の
意
）
を
「
楽
器
」
と
訳
し
て
い
る
。
ふ
つ

う orgues 

と
複
数
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
の
語
は
、
厳
密
に
い
う
と
‘
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
’
の
意
と
い
う
。à la vérité 

は
「
た
し
か
に
」
と
い
う
意
の
副
詞
句
で
あ
る
。
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前
田
訳
は
、「
定
め
な
さ
。
人
は
、
普
通
の
オ
ル
ガ
ン
を
ひ
く
つ
も
り
で
、
人
間
に
接
す
る
。
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
オ
ル
ガ
ン
で
は
あ
る
が
、
奇
妙
で
、
変
わ
り
や
す
く
、

多
様
な
オ
ル
ガ
ン
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。toucher 

は
、
本
来
も
の
や
人
の
体
に
ふ
れ
る
意
か
。
こ
の
文
を
由
木
は
、「
移
り
気
。

―
人
は
普
通
の
オ
ル
ガ
ン
を
弾

く
つ
も
り
で
、
人
間
に
接
す
る
。
確
か
に
人
間
は
オ
ル
ガ
ン
で
あ
る
。
だ
が
、
奇
異
な
、
む
ら
気
な
、
変
り
易
い
オ
ル
ガ
ン
で
あ
り
、
…
」
と
訳
し
て
い
る
。
指
示
代
名
詞 

ce 

の
あ
と
に
複
数
名
詞 des orgues 

が
来
て
お
り
、
由
木
だ
け
が
、「
人
間
は
…
…
」
と
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
原
文
に
あ
る
副
詞 naturellem

ent 

は
、「
自
然
に
」
と
「
生
れ
つ
き
」
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
が
、
三
木
は
「
自
然
に
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
後

の
文
脈
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
生
れ
つ
き
」
か
「
生
来
」
と
訳
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
田
と
由
木
訳
で
は
、「
生
来
」
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
引
く
三
木
訳
も
難
点
が
あ
る
よ
う
だ
。
三
木
は
た
だ
字
ず
ら
を
、
そ
の
ま
ゝ
日
本
語
に
写
し
変
え
た
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
冒
頭
の
文
に
「
我
々
」
が
四
回
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も
出
て
く
る
と
、
く
ど
く
な
る
。
か
れ
は notre proper être

（
わ
れ
わ
れ
自
身
の
生
の
意
）
を
「
我
々
の
本
体
の
存
在
」
と
訳
し
て
い
る
。La vie que nous avons en 

nous 
は
、
直
訳
す
る
と
、「
わ
れ
わ
れ
が
持
っ
て
い
る
生
（
活
）」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
精
神
生
活
」
と
で
も
訳
せ
そ
う
で
あ
る
。de paraître

（
外
見
を

か
ざ
る
、
人
目
を
ひ
く
の
意
）
は
、
前
田
訳
で
は
「
外
見
を
整
え
る
」、
由
木
訳
で
は
「
世
に
顕あ

ら

は
れ
よ
う
と
…
…
」
と
な
っ
て
い
る
。travailler 

は
前
置
詞 à 

を
と
も
な

い
、「
…
…
す
る
こ
と
に
努
め
る
」
意
が
本
義
で
あ
る
。

前
田
訳
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
の
な
か
、
自
分
自
身
の
存
在
の
う
ち
で
わ
れ
わ
れ
が
持
っ
て
い
る
生
活
で
は
満
足
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
他
人
の
観
念
の
な
か
で

仮
想
の
生
活
を
し
よ
う
と
し
、
そ
の
た
め
に
外
見
を
整
え
る
こ
と
に
努
力
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
絶
え
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
仮
装
の
存
在
を
美
化
し
、
保
存
す
る
こ
と
の
た

め
に
働
き
、
ほ
ん
と
う
の
存
在
の
ほ
う
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
一
節
を
由
木
は
、「
我
々
は
自
己
の
な
か
で
、
自
己
自
身
の
存
在
の
な
か
で
栄

さ
か
え
む
生
活
に
満
足
し
な
い
。
他
人
の
観
念
の
な
か
で
、
或
る
架
空
な
生
活
を
送
ら
う
と
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欲
し
、
そ
れ
が
た
め
に
世
に
顕あ
ら

は
れ
よ
う
と
努つ
と

め
る
。
我
々
は
絶
え
ず
自
己
の
架
空
な
存
在
を
修
飾
し
且か

つ
保
持
し
よ
う
と
力つ
と

め
、
真
の
存
在
を
等と
う

閑か
ん

に
す
る
（
な
お
ざ
り

に
す
る
意

―
引
用
者
）」
と
訳
し
て
い
る
。

三
木
は la vie 

を
「
生
」、
前
田
と
由
木
は
「
生
活
」
と
訳
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
三
木
訳
は
、
わ
か
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
い
か
に
も
直
訳
調
で
あ
り
、
あ
ま
り
す
っ
き
り
し
な
い
。allées et venues 

は
共
に
名
詞
で
あ
り
、「
行
く
こ
と
と
戻
る

こ
と
」
の
意
で
あ
る
。
前
田
訳
で
は
、「
人
間
の
本
性
は
、
い
つ
で
も
進
む
も
の
で
は
な
い
。
進
む
こ
と
も
あ
れ
ば
、
退
く
こ
と
も
あ
る
」
と
、
か
み
く
だ
い
て
訳
し
て
あ

る
。つ

ぎ
の
三
木
訳
は
、「
そ
の
」
と
い
っ
た
所
有
形
容
詞
を
あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
の
直
訳
文
で
あ
る
。
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前
田
訳
で
は
、
こ
の
一
文
は
「
と
こ
ろ
で
、
考
え
の
順
序
は
、
自
分
か
ら
、
ま
た
自
分
の
創
造
主
と
自
分
の
目
的
か
ら
始
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
て
わ
か
り
や

す
い
。
由
木
訳
は
、「
と
こ
ろ
で
、
思
考
の
順
序
は
、
自
己
か
ら
始
め
、
自
己
の
創
造
主
と
自
己
の
目
的
と
に
向
ふ
に
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
三
木
、
前
田
、
由
木
ら
は
、

お
な
じ
よ
う
に
訳
し
、com

m
encer par

…
…
「
か
ら
初
め
（
始
め
）
…
…
に
む
か
う
」
と
し
て
い
る
。

三
木
の
「
パ
ス
カ
ル
の
生
と
存
在
論
的
解
釈
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
順
序
に
し
た
が
い
、
い
く
つ
か
か
れ
の
訳
文
を
ひ
ろ
っ
て
検
討
し
て
み
た
が
、
大
観
す
る
と
、
三
木

訳
は
直
訳
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
訳
文
は
読
み
手
が
原
文
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
理
解
し
た
か
を
如
実
に
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、
も
し
そ
れ
が
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
で
あ
っ
た

り
、
意
味
不
明
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
訳
者
は
原
典
を
正
し
く
よ
ん
で
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
三
木
は
原
意
を
か
な
ら
ず
し
も
正
確
に
読
み
と
れ
ず
、
よ
く
わ
か

ら
ぬ
ま
ま
、
自
己
流
に
解
釈
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
三
木
の
パ
ス
カ
ル
解
釈
は
、
な
ま
か
じ
り
な
も
の
で
、
そ
れ
が
十
分
に
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
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か
れ
は
半
解
の
徒
で
あ
っ
た
。

む
す
び

ワ
セ
ダ
の
煙け

む

山や
ま

専せ
ん

太た

郎ろ
う

（
一
八
七
七
～
一
九
五
四
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
政
治
学
者
。
早
大
教
授
。
東
大
の
卒
論
を
本
に
し
た
『
近
世
無
政
府
主
義
［
一
九
〇
二
］
で
知

ら
れ
る
）
が
、
外
遊
に
出
か
け
、
ベ
ル
リ
ン
入
り
を
し
た
の
は
、
一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
十
月
十
五
日
の
夕
方
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
十
六
日
、
ベ
ル
リ
ン
や
ラ
イ
プ
チ

ヒ
で
パ
ン
騒
動
が
起
っ
た
こ
と
を
耳
に
は
さ
ん
だ
。
電
車
や
バ
ス
の
上
か
ら
市
内
を
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
と
く
に
変
っ
た
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
新
聞
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
各
地
で
不
穏
な
出
来
事
が
起
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
年
の
一
月
十
一
日
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
両
軍
は
、

ド
イ
ツ
が
賠
償
金
の
支
払
い
を
ひ
き
伸
ば
し
て
い
る
の
を
怒
り
、
ル
ー
ル
地
方
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
大
炭
鉱
地
帯
、
大
重
工
業
地
帯
）
を
占
領
し
た
。
ド
イ
ツ
側
は
こ
れ

に
た
い
し
て
消
極
的
な
抵
抗
を
し
め
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
ル
ー
ル
地
方
が
占
領
さ
れ
る
前
か
ら
、
マ
ル
ク
が
大
暴
落
す
る
ま
で
の
間
の
為
替
相
場
（
レ
ー
ト
）
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
月
初
旬
…
…
…
…
…
…
…
英
貨
一
ポ
ン
ド
に
対
し
て
　
一
万
マ
ル
ク

一
月
末
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
七
万
マ
ル
ク

五
月
～
八
月
中
旬
ご
ろ
…
…
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
一
四
六
〇
万
マ
ル
ク

十
月
初
旬
…
…
…
…
…
…
…
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
一
五
億
マ
ル
ク

　
〃
下
旬
…
…
…
…
…
…
…
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
六
〇
〇
億
マ
ル
ク

ド
イ
ツ
の
大
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
単
に
ル
ー
ル
地
方
を
占
領
さ
れ
た
こ
と
に
そ
の
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
戦
費
は
、
直
接
課
税
に
よ
ら
ず
、
も
っ

ぱ
ら
公
債
（
国
家
や
公
共
団
体
が
負
う
債
務
）
の
発
行
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
公
債
は
、
戦
勝
後
、
敵
国
か
ら
の
戦
利
品
を
当
て
に
し
て
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
が
、
ド
イ
ツ
は
戦
争
に
負
け
た
ば
か
り
か
。
復
員
兵
や
失
業
者
の
救
済
な
ど
に
多
く
の
支
払
い
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。

さ
ら
に
不
換
紙
幣
（
金
、
銀
の
正
貨
と
と
り
か
え
ら
れ
ぬ
紙
幣
）
が
市
中
に
あ
ふ
れ
、
マ
ル
ク
は
ま
す
ま
す
低
落
し
た
。
ま
た
戦
後
の
社
会
不
安
か
ら
国
内
の
生
産
は
低
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滞
し
た
ば
か
り
か
、
多
額
の
賠
償
を
戦
勝
国
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
林
健
太
郎
『
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
59
・
１
）。

す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
は
、
重
層
的
な
悪
条
件
に
つ
き
う
ご
か
さ
れ
、
イ
ン
フ
レ
地
獄
へ
の
道
を
つ
き
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
結
果
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
は
、
同
年
秋
に
レ

ン
テ
ン
・
マ
ル
ク
（
イ
ン
フ
レ
を
克
服
す
る
た
め
レ
ン
テ
ン
銀
行
が
発
行
し
た
マ
ル
ク
紙
幣
。
一
兆
マ
ル
ク
の
紙
幣
）
を
発
行
し
、
そ
れ
を
一
新
マ
ル
ク
と
交
換
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
奇
跡
的
に
イ
ン
フ
レ
を
慎
静
化
で
き
た
。

一
九
二
三
年
（
大
正
12
）
秋
と
い
え
ば
、
三
木
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
か
ら
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
移
動
し
た
時
期
で
あ
る
。
か
れ
は
外
貨
の
め
ぐ
み
を
ま
だ
受
け
て
い
た
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
か
れ
が
大
量
の
洋
書
を
購
入
で
き
た
の
も
超
イ
ン
フ
レ
下
の
外
貨
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。

煙
山
は
ベ
ル
リ
ン
に
着
い
た
日
の
夜
に
、
電
車
に
の
っ
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
払
っ
た
電
車
賃
は
、
二
千
万
マ
ル
ク
。
数
日
後
、
そ
れ
は
五
千
万
マ
ル
ク
に
な
り
、
二
十

日
に
は
一
億
マ
ル
ク
に
な
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
政
府
は
こ
の
需
要
に
応
じ
る
た
め
に
、
さ
か
ん
に
不
換
貨
幣
を
刷
る
の
だ
が
、
と
て
も
刷
り
き
れ
な
い
の
で
、
つ
い
に
は
古

い
紙
幣
の
う
え
に
新
し
い
金
額
を
赤
イ
ン
ク
で
印
刷
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
一
九
二
三
年
十
一
月
末
の
ド
イ
ツ
国
内
の
流
通
紙
幣
は
、
四
二
五
ク
イ
ン
チ
リ
オ
ン
（
一

ク
イ
ン
チ
リ
オ
ン
は
、
一
に
ゼ
ロ
を
三
十
く
わ
え
た
も
の
）
で
あ
っ
た
。

十
月
二
十
三
日
前
後
に
、
煙
山
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
行
っ
た
が
、
泊
っ
た
高
級
ホ
テ
ル
の
宿
賃
は
、
二
六
〇
億
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
（
邦
賃
に
し
て
四
円
く
ら
い
。
こ
の
額
は

け
っ
し
て
安
く
は
な
か
っ
た
）。
そ
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
た
べ
る
と
、
定
食
が
五
〇
億
マ
ル
ク
。
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
の
代
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
億
二
千
万
マ
ル
ク
で
あ
っ
た

（
煙
山
専
太
郎
『
再
生
の
欧
米
を
観
る
』
実
業
之
日
本
社
、
昭
和
３
・
６
）。

文
科
系
の
人
間
（
と
く
に
ア
カ
デ
ー
ミ
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
教
師
、
研
究
者
、
学
生
）
は
、
斬
新
な
研
究
テ
ー
マ
が
み
つ
か
る
と
、
ま
ず
先
行
研
究
の
有
無
に
つ
い
て
調
べ
、

つ
い
で
素
材
と
し
て
文
献
資
料
を
あ
つ
め
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
材
料
が
じ
ょ
じ
ょ
に
集
ま
る
と
、
そ
れ
ら
に
目
を
通
す
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
研
究
の
構
想
が
だ
ん
だ
ん

煮
つ
ま
っ
て
く
る
。
書
き
た
い
題
目
や
問
題
点
が
す
が
た
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
研
究
論
文
の
作
製
は
、
職
人
が
も
の
を
作
っ
た
り
、
調
理
師
が
料
理
を
つ
く
る
の
と
何

ら
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

素
材
の
よ
し
あ
し
も
大
事
で
あ
る
が
、
粗
材

0

0

で
あ
っ
て
も
扱
い
し
だ
い
で
命
の
通
っ
た
も
の
に
な
り
、
よ
い
も
の
を
作
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

三
木
　
清
が
書
い
た
も
の
は
独
創
性
に
富
む
も
の
か
ど
う
か
何
と
も
い
え
な
い
が
、
戸
坂
　
潤
（
一
九
〇
〇
～
四
五
、
昭
和
期
の
哲
学
者
・
評
論
家
。
元
法
大
教
授
、
獄

死
）
に
よ
る
と
、
三
木
は
「
無
か
ら
何
か
を
創
り
出
す
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
独
創
家
で
は
な
い
」
と
い
う
。
か
れ
が
唱
え
だ
す
も
の
は
、
す
で
に
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い

0

0

0

0

0

0

0

0
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三木　清のドイツ・フランス留学記

る
も
の

0

0

0

。
そ
の
思
想
の
中
味
も

0

0

0

0

0

0

0

0

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

。
か
の
文
章
が
と
き
に
中
味
が
な
く
、
持
っ
て
回
っ
て
難
解
で
あ
っ
て
も
、
通
俗
性
と
常
識
性
を
そ
な
え
て
い

る
と
い
う
。
三
木
は
発
明
家
と
い
う
よ
り
‘
発
見
家
’‘
応
用
家
’
で
あ
る
と
い
う
（「
19
　
三
木
　
清
氏
三
木
哲
学
」『
戸
坂
　
潤
全
集
　
第
５
巻
』
所
収
、
勁
草
書
房
、

昭
和
42
・
２
）。

戸
坂
と
似
た
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
は
、
大
内
兵
衛
（
一
八
八
八
～
一
九
八
〇
、
大
正
・
昭
和
期
の
経
済
学
者
。
森
戸
事
件
で
東
大
を
や
め
、
戦
後
復
職
し
、
東

大
教
授
の
ち
法
大
総
長
）
で
あ
る
。
一
言
で
い
う
と
か
れ
は
三
木
を
哲
学
者
と
し
て
高
く
か
っ
て
い
な
い
。
大
内
に
よ
る
と
、
三
木
は
死
し
て
時
代
の
英
雄
に
な
っ
た
。
三

木
が
英
雄
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
死
に
方
（
死
に
ざ
ま
）
が
英
雄
的
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
ま
た
か
れ
は
思
索
家
と
し
て
の
三
木
を
評
し
て
、「
僕
は
三
木
君
が
そ
ん

な
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
独
創
的
）
な
思
想
家
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
ま
た
彼
が
日
本
の
誇
り
と
な
る
ほ
ど
の
哲
学
者
だ
と
も
考
え
な
い
」
と
い
う
。

大
内
の
観
る
と
こ
ろ
、
三
木
は
西
洋
の
哲
学
を
よ
く
か
み
く
だ
い
て
身
に
つ
け
る
能
力
を
も
っ
て
い
た
学
者
で
あ
り
、
そ
の
教
養
を
基
礎
と
し
、
広
義
の
社
会
的
な
問
題

に
つ
い
て
、
ひ
と
と
お
り
の
見
識
を
も
つ
人
で
あ
っ
た
。
三
木
の
あ
れ
く
ら
い
の
学
問
な
ら
、
西
洋
の
一
流
教
授
な
ら
だ
れ
で
も
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
あ
れ
く

ら
い
の
社
会
的
見
識
な
ら
、
三
宅
雪
嶺
や
長
谷
川
如
是
閑
も
も
っ
て
い
た
と
い
う
。

西
田
哲
学
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
今
後
の
日
本
の
哲
学
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
三
木
が
か
り
に
長
生
き
し
た
と
し
て
も
、
大
し
た
こ
と
は
で
き

ず
、
死
ん
で
も
こ
ん
に
ち
ほ
ど
の
英
雄
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
大
内
兵
衛
「
三
木
君
の
こ
と
」『
哲
学
評
論
』
第
４
巻
第
３
号
、
民
友
社
、
昭
和
24
）。

か
り
に
三
木
の
一
連
の
パ
ス
カ
ル
論
が
、
ひ
と
り
よ
が
り
の
半
解
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
か
れ
は
読
者
に
粗
飯
を
提
供
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

三
木
　
清
の
『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研
究
』
が
こ
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
三
木
そ
の
ひ
と
の
人
間
性
（
本
性
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
か
れ
は
自
己
顕
示
欲
の
つ
よ
い
人
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
じ
ぶ
ん
を
よ
り
大
き
く
み
せ
る
た
め
な
ら
、
ド
イ
ツ
人
を
目
の
ま
え
に
し
て
、
臆お

く

せ
ず
研
究
発
表
を
や
り
、

と
き
に
ウ
ソ
を
も
平
気
で
つ
く
人
間
で
あ
っ
た
。
か
れ
に
虚
言
癖
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
る
い
み
で
劣
等
感
の
う
ら
が
え
し
で
は
な
か
っ
た
か
。

か
れ
は
堂
々
と
し
た
容
貌
を
も
た
な
か
っ
た
。
好
き
に
な
っ
た
女
性
、
惚
れ
た
女
性
か
ら
こ
と
ご
と
く
袖
に
さ
れ
た
。
愛
す
る
女
性
に
う
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の

は
、
単
に
顔
か
た
ち
や
容
姿
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
人
か
ら
嫌
わ
れ
る
要
素
、
わ
る
い
性
格
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
か
れ
は
慎デ

リ

カ

シ

ー

し
み
深
さ
に
欠
け
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
ぬ

奇
怪
さ
（
ふ
し
ぎ
さ
）
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
れ
の
容
貌
の
特
徴
は

―
そ
の
広
い
お
で
こ
、
そ
の
金か
な

壺つ
ぼ

ま
な
こ
（
く
ぼ
ん
だ
丸
い
目
）、
つ
ば
を
た
め
た
ぶ
厚
い
唇
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
た
。
三
木
と
お
な
じ
よ
う
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に
報
道
班
員
と
し
て
マ
ニ
ラ
に
い
た
今こ
ん

日ひ

出で

海み

（
一
九
〇
三
～
八
四
、
昭
和
期
の
小
説
家
・
評
論
家
。
の
ち
文
化
庁
長
官
）
は
、
三
木
は
青
年
時
代
に
パ
ス
カ
ル
を
研
究
し

た
と
い
う
。
そ
の
著
作
の
中
心
は
、
パ
ス
カ
ル
と
い
う
人
間
の
妖
怪
性
（
あ
や
し
さ
）
だ
と
い
う
。
三
木
は
人
間
化ば

け
も
の
論
を
引
用
し
、
こ
の
論
を
ふ
か
く
広
く
展
開
し

た
と
い
う
。

今こ
ん

は
三
木
が
妖
怪
性
を
顕
著
に
も
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
今こ
ん

が
三
木
の
中
に
み
た
も
の
は
、
パ
ス
カ
ル
の
分
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー

身
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
パ
ス
カ
ル
も
三
木
も
、
怪

し
い
こ
と
ば
を
使
っ
て
、
人
を
惑
わ
し
た
の
で
あ
る
。

三
木
　
清
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
意
義
と
成
果
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。

官
費
留
学
生
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
中
に
は
遊
蕩
三
昧
に
ひ
た
り
、‘
遊
学
’
を
地
で
い
っ
た
例
も
す
く
な
し
と
し
な
い
。
し
か
し
、
三
木
の
ば
あ
い

は
岩
波
と
い
う
一
書
店
の
篤
志
出
費
に
よ
る
私
費
留
学
に
ち
か
い
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
岩
波
か
ら
出
資
を
え
た
と
き
の
気
持
を
何
も
語
り
の
こ
し
て
い
な
い
が
、
お
そ

ら
く
そ
の
好
意
的
な
申
し
出
に
歓
喜
雀
躍
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

折
か
ら
ド
イ
ツ
は
第
一
次
大
戦
後
の
超
イ
ン
フ
レ
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
外
国
人
は
そ
の
外
貨
を
最
大
限
活
用
で
き
、
何
百
何
千
倍
に
も
使
え
る
よ
き
時
代
で
あ
っ
た
。

逆
に
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
は
、
地
獄
の
時
代
で
あ
っ
た
。
三
木
は
為
替
相
場
の
お
か
げ
で
、
学
習
の
あ
い
ま
に
書
物
の
蒐
集
に
つ
と
め
、
船
便
で
ど
ん
ど
ん
日
本
へ
送
っ
た
。

そ
の
数
は
数
千
冊
。

三
木
に
と
っ
て
の
海
外
留
学
は
、
京
都
の
学
生
生
活
の
延
長
で
あ
り
、
じ
っ
さ
い
か
れ
は
よ
く
勉
強
し
た
よ
う
だ
。
留
学
先
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
、
著
作
に
よ
り
そ

の
名
を
知
っ
て
い
た
著
名
な
学
者
の
講
義
を
ひ
や
か
し
程
度
に
出
た
だ
け
で
や
め
た
。
が
、
替
わ
っ
て
ゼ
ミ
や
読
書
会
に
精
力
を
そ
そ
ぎ
、
ま
た
余
暇
の
す
べ
て
を
読
書
に

つ
か
っ
た
。

む
ず
か
し
い
内
容
の
専
門
書
を
ど
こ
ま
で
理
解
し
、
よ
み
進
ん
だ
も
の
か
不
明
だ
が
、
興
味
を
ひ
く
内
容
だ
け
を
ひ
ろ
い
読
み
し
、
他
は
す
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
が

書
い
た
も
の
を
読
む
行
為
を
‘
勉
強
’
と
い
う
と
す
れ
ば
、
か
れ
は
じ
つ
に
勉
強
家
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
人
の
述
作
を
た
だ
読
む
こ
と
だ
け
に
満
足
せ
ず
、
ま
ず
い
ド
イ
ツ

語
を
駆
使
し
、
西
洋
の
学
徒
に
伍
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、
み
ず
か
ら
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
何
度
も
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。
ま
た
師
匠
（
リ
ッ
カ
ー
ト
）
の
あ
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

せ
ん
に
よ
り

0

0

0

0

0

、
有
力
紙
に
小
論
を
の
せ
て
も
ら
っ
た
（
岩
波
茂
雄
へ
の
報
告
で
は
、
新
聞
社
か
ら
の
依
頼
原
稿

0

0

0

0

で
あ
る
と
し
、
ウ
ソ
を
い
っ
て
い
る

―
一
九
二
三
・
五
・

一
六
日
付
書
簡
）。
そ
れ
は
留
学
の
費
用
を
だ
し
て
い
る
岩
波
茂
雄
へ
の
恩
に
む
く
い
る
よ
き
成
果
報
告
で
あ
っ
た
。

三
木
は
ド
イ
ツ
の
大
学
生
が
修
学
地
を
転
々
と
す
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
よ
り
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
転
学
し
た
。
大
学
で
学
ん
だ
の
は
こ
の
二
年
半
だ
け
で
あ
る
。
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の
ち
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
）
に
移
動
す
る
の
だ
が
、
当
地
の
大
学
に
籍
を
お
か
ず
、
そ
の
公
開
講
座
に
何
度
か
顔
を
だ
し
た
だ
け
で
や
め
た
。
あ
と
は
興
味
を
ひ
く
フ
ラ
ン
ス

書
を
も
と
め
、
そ
れ
ら
を
下
宿
で
耽
読
し
た
。
か
れ
は
す
で
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
い
た
こ
ろ
、
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
に
ふ
た
た
び
着
目
し

0

0

0

0

0

0

0

、
哲
学
的
人
間
学
（
人
間
の

存
在

4

4

を
問
う
）
の
見
地
か
ら
、
そ
れ
を
味
読
し
は
じ
め
て
い
た
よ
う
だ
。

パ
リ
で
本
格
的
に
パ
ス
カ
ル
文
献
を
あ
つ
め
る
に
つ
れ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
手
法
を
手
本
と
し
、
新
た
に
パ
ス
カ
ル
に
つ
い
て
稿
を
お
こ
し
た
。

そ
の
結
果
生
ま
れ
た
論
文
が
、
三
木
に
と
っ
て
の
最
初
の
パ
ス
カ
ル
論
「
パ
ス
カ
ル
の
生
と
実
存
主
義
的
解
釈
学
」
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
は
、
じ
っ
さ
い
そ

れ
が
何
の
研
究
な
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
読
み
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
パ
ス
カ
ル
に
お
け
る
人
間
の
生
の
表
出

0

0

0

0

0

0

0

（
す
な
わ
ち
『
パ
ン
セ

0

0

0

』
に
現
わ
れ
た
人
間

0

0

0

0

0

0

0

）
を
、
そ
の
表
現
さ
れ
た
文
字
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
し
た
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

―

と
。三

木
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
一
高
生
の
と
き
暁
星
学
園
の
早
朝
ク
ラ
ス
で
す
こ
し
習
っ
た
だ
け
の
も
の
で
、
ほ
ど
な
く
中
断
し
た
。
渡
欧
後
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
、
仏

人
教
師
に
つ
き
会
話
を
中
心
に
学
習
を
再
開
し
た
。

日
本
人
に
と
っ
て
の
語
学
（
英
独
仏
）
は
む
か
し
か
ら
、
イ
ロ
ハ
を
習
っ
た
の
ち
、
教
わ
る
と
い
う
よ
り
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
歴
史
で
も
あ
る
。
三
木
の
よ
う
に
す
ぐ
れ

た
頭
脳
の
持
主
な
ら
、
語
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
ち
、
独
学
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
や
っ
て
ゆ
け
る
は
ず
で
あ
る
。
か
れ
の
古
典
語
（
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
語
）
も
、
は
じ
め

独
学
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
再
開
し
、
ド
イ
ツ
人
か
ら
原
典
を
よ
ん
で
も
ら
っ
た
。

ま
ん
ぞ
く
な
仏
和
辞
典
が
な
い
時
代
に
お
け
る
、
三
木
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
歴
を
た
ど
る
と
、
か
れ
は
日
本
人
教
師
か
ら
仏
文
の
訳
読
（
和
訳
）
を
な
ら
わ
ず
、
フ
ラ
ン

ス
人
か
ら
実
用
会
話
て
い
ど
の
も
の
し
か
教
わ
っ
て
い
な
い
。
か
れ
は
高
級
な
フ
ラ
ン
ス
文
を
読
解
す
る
訓
練
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
途

半
端
な
修
業
で
、
は
た
し
て
パ
ス
カ
ル
の
『
パ
ン
セ
』
の
よ
う
な
難
解
な
フ
ラ
ン
ス
語
を
正
確
に
よ
む
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
っ
た
素
朴
な
疑
問
が
生
じ
る
。

三
木
の
パ
ス
カ
ル
論
第
一
号
（「
パ
ス
カ
ル
の
生
と
実
存
主
義
的
解
釈
学
」）
に
み
ら
れ
る
訳
文
を
検
証
し
た
結
果
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
　
　
三
木
は
『
パ
ン
セ
』
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
読
み
ち
が
え
て
い
る
。

一
　
　
三
木
は
じ
ぶ
ん
で
読
み
と
け
な
い
、
難
解
な
箇
所
を
原
意
か
ら
逸
脱
し
、
自
己
流
に
解
釈
し
て
い
る
。

一
　
　
三
木
訳
は
直
訳
に
ち
か
く
、
読
み
づ
ら
い
ば
か
り
か
、
悪
文
で
あ
る
。

一
　
　
三
木
は
『
パ
ン
セ
』
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
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三
木
の
『
パ
ン
セ
』
の
読
解
が
、
か
な
ら
ず
し
も
正
確
な
も
の
で
な
い
と
す
る
と
、
後
年
そ
れ
を
訳
述
し
た
パ
ス
カ
ル
学
の
権
威
（
前
田
陽
一
、
由
木
　
康
）
の
訳
業
は
、

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
疑
問
が
生
じ
る
。
両
者
の
訳
文
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
誤
り
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
が
、
い
ま
そ
れ
に
ふ
れ
る
こ
と
を
控
え
よ
う
。

筆
者
に
と
っ
て
前
田
訳
よ
り
、
由
木
訳
の
ほ
う
が
、
い
ち
ば
ん
わ
か
り
よ
く
、
親
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
由
木
は
き
っ
と
、
原
意
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
そ
の
ま
ゝ
訳
文
に
反
映
し
て
い
る
。
…
…
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